
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
社
一
ｑ
竃
¢
邑

　
　
　
の
組
織
変
革
　
Ｈ

事
業
部
制
組
織
・

自
８
ま
ｏ
ｏ
◎
し

マ
ト
リ
ヅ
ク
ス
組
織
・
戦
略
事
業
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂

本

回禾

　
　
も
　
　
　
く
　
　
　
じ

一
　
課
　
　
　
　
　
題

二
　
Ｇ
Ｅ
杜
の
発
展
過
程
概
観

三
　
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造
と
組
織
構
造

　
Ｈ
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造

○
　
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造

四
　
事
業
都
制
組
織
の
移
成
と
そ
の
構
造

Ｈ
　
事
業
都
制
組
織
の
彩
成

　
○
事
業
都
制
組
織
の
構
造
…
…
以
上
本
稿

五
　
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
組
織
の
導
入
と
そ
の
構
造
…
…
以
下
次
稿

六
　
戦
略
事
業
単
位
組
織
の
導
入
と
そ
の
構
造

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
胃
竺
里
８
ま
ｏ
ｏ
ｐ
・
）

の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）

（
一
七
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）

二
（
一
八
○
）

課
　
　
　
　
　
題

　
筆
老
は
、
　
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
の
組
織
変
革
ｌ
Ｉ
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
の
形
成
と
そ
の
意
義
　
　
」
と
題
し
た
本
誌
第
二

九
巻
第
六
号
掲
載
の
論
文
で
、
戦
後
巨
大
企
業
の
組
織
変
革
を
、
事
業
部
制
組
織
の
彬
成
、
お
よ
び
そ
の
下
で
の
、
個
別
事
業
部
レ

ベ
ル
に
お
げ
る
組
織
変
革
と
い
う
二
重
構
造
的
な
視
角
か
ら
あ
き
ら
か
に
Ｌ
よ
う
と
し
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、
戦
後
巨
大
企
業
の
組

織
変
革
と
い
っ
た
場
合
、
一
般
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
そ
れ
を
事
業
部
制
組
織
の
形
成
を
も
っ
て
終
ら
せ
る
の
で
は
た
く
、
む
し
ろ
そ

れ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
に
展
開
し
た
巨
大
企
業
の
組
織
変
革
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
私
は
こ
の
課
題
を
、
先
稿
で
は
ア
メ
リ
カ
の
二
つ
の
代
表
的
な
巨
大
企
業
、
デ
ュ
ポ
ソ
杜
（
申
Ｈ
．
Ｕ
君
８
け
宗
岩
彗
９
易
冒
｛
０
９
）

と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
（
曇
ｏ
昌
註
◎
量
－
団
易
巨
易
。
・
峯
曽
巨
冒
。
・
ｏ
◎
君
冒
註
昌
）
の
事
例
研
究
を
通
し
て
あ
き
ら
か
に
し
て
み
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
研
究
を
通
し
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
戦
後
ア
メ
リ
ヵ
の
巨
大
企
業
で
は
、
事
業
部
制
組
織
の
導
入
以
降
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
並
行
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
個
別
事
業
部
レ
ベ
ル
で
、
単
な
る
機
能
別
部
門
組
織
か
ら
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
さ

ら
に
そ
れ
に
マ
ー
ヶ
テ
ィ
ソ
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
組
織
を
導
入
し
た
よ
り
高
次
元
の
組
織
、
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ
る
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織

が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
個
別
事
業
部
レ
ベ
ル
で
の
組
織
変
革
が
行
わ
れ
た
背
景
に
っ
い
て
い
え
ば
、
そ

れ
は
、
戦
後
巨
大
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
大
き
な
市
場
支
配
を
め
ざ
Ｌ
て
展
開
し
た
市
場
開
発
政
策
の
結
果
と
し
て
の
製
品
の
多
様

化
１
ー
フ
ル
ラ
イ
ソ
化
と
市
場
の
細
分
化
に
対
応
さ
せ
て
、
一
方
で
は
事
業
部
内
ハ
事
業
部
制
組
織
の
形
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
組
織

細
分
化
の
非
効
率
を
避
げ
な
が
ら
、
い
か
に
Ｌ
て
き
め
細
か
な
市
場
志
向
的
な
事
業
部
組
織
を
実
現
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
あ
っ

（
１
）

た
。



　
さ
て
、
本
稿
は
、
す
で
に
表
題
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
や
は
り
現
代
ア
メ
リ
ヵ
の
代
表
的
な
巨
大
企
業
で
あ
る
ゼ
ネ
ラ

ル
一
ユ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
（
○
ｏ
竃
邑
里
８
巨
ｏ
ｏ
９
以
下
Ｇ
Ｅ
杜
と
表
示
す
る
）
の
場
合
の
戦
後
の
組
織
変
革
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ね
ら
い
は
、
先
稿
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
の
事
業
部
制
組
織
の
導
入
を

あ
き
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
そ
れ
を
前
提
と
し
な
が
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
以
降
に
展
開
し
た
組
織
変
革
が
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
か
を
よ
り
重
点
的
に
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
う
し
て
Ｇ
Ｅ
杜
に
っ
い
て
具
体
的
に
１
事
業
部
制
組
織
の
導
入
以
降
の
組
織
変
革
を
あ
き
ら
か
に
し
て

い
く
と
い
う
場
合
、
一
方
で
は
先
稿
で
す
で
に
デ
ュ
ポ
ソ
杜
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
の
事
例
研
究
を
通
し
て
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
点
が
念
頭
に

お
か
れ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
先
稿
で
は
ま
だ
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
領
域
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
・
な
る
。
す
な
わ
ち
、

一
方
で
は
先
稿
の
二
っ
の
巨
大
企
業
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
個
別
事
業
部
レ
ベ
ル
で
の
組
織
変
革
が
あ
き
ら
か
に
・
さ
れ
る
と
同
時
に

　
　
こ
の
点
で
は
先
稿
で
あ
き
ら
か
に
ー
さ
れ
た
こ
と
が
さ
ら
に
新
Ｌ
い
事
例
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
　
　
、
他
方
で
は
事
業
部

制
組
織
全
体
レ
ベ
ル
で
の
組
織
再
編
成
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
研
究
対
象
と
し
て
と
り
上
げ
る
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
一
九
八
○
年
売
上
高
に
よ
る
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
』
誌
の
全
米
鉱

工
業
企
業
ラ
ソ
キ
ソ
グ
で
一
〇
位
に
位
置
す
る
、
周
知
の
、
世
界
最
大
の
総
合
電
気
機
械
製
造
企
業
で
あ
る
（
売
上
高
二
四
九
億
五
、

　
　
　
　
　
　
（
２
）

九
〇
〇
万
ド
ル
）
が
、
当
杜
は
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
広
範
な
　
　
お
そ
ら
く
こ
の
ク
ラ
ス
の
観
模
の
巨
大
企
業
の
う
ち
で
も
世
界

で
も
っ
と
も
広
範
な
　
　
製
品
の
多
角
化
の
基
礎
の
上
に
、
典
型
的
に
精
練
さ
れ
た
事
業
部
制
組
織
を
も
つ
巨
大
企
業
と
し
て
有
名

で
あ
る
。
の
ち
に
く
わ
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
ー
す
る
が
、
Ｇ
Ｅ
杜
が
、
そ
の
よ
う
た
事
業
部
制
組
織
を
確
立
し
た
の
は
、
第
二
次
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

戦
後
、
コ
ー
デ
イ
ナ
ー
（
Ｏ
◎
註
竃
■
甲
－
）
が
五
代
目
杜
長
に
就
任
し
た
直
後
の
一
九
五
一
～
五
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
事
業
部

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
？
竃
§
－
里
９
匡
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
三
（
一
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
一
八
二
）

制
組
織
の
彩
成
が
巨
大
企
業
の
組
織
発
展
に
お
い
て
も
つ
変
革
的
な
意
義
を
広
く
世
に
認
識
せ
し
め
た
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー
（
Ｏ
｝
彗
昌
９

牢
ｐ
汀
）
の
『
経
営
戦
略
と
組
織
（
９
ミ
・
簑
§
、
吻
ぎ
き
ミ
ー
９
量
§
ぎ
§
申
室
§
斗
奪
ト
§
“
ミ
§
ぎ
雲
ミ
ミ
寒
“
冬
、
ぎ
）
』

（
一
九
六
二
年
）
で
は
、
こ
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
の
導
入
が
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
、
そ
の
意
義
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　
「
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
組
織
改
革
は
、
比
較
的
小
規
模
な
管
理
単
位
を
た
く
さ
ん
っ
く
っ
た
と
い
う
点
と
、
こ
れ
を
統
轄
す
る
方
式
を
編
み
出
し

　
た
と
い
う
点
で
、
本
書
牝
取
上
げ
た
ど
の
会
杜
（
デ
ュ
ポ
ソ
杜
、
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
杜
、
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
ィ
ル
ー
二
．
ユ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

　
ー
杜
、
お
よ
び
シ
ァ
ー
ズ
・
肩
ー
バ
ヅ
ク
杜
の
四
杜
の
こ
と
…
…
〔
引
用
者
注
〕
）
よ
り
も
先
へ
進
ん
で
い
た
。
－
…
・
（
中
略
）
…
…
こ
の
コ
ー
デ

　
ィ
ナ
ー
の
独
創
的
な
組
織
革
新
は
、
三
段
階
の
基
本
的
な
管
理
部
局
か
ら
成
る
伸
縮
性
に
富
ん
だ
統
合
体
を
っ
く
り
出
し
た
と
い
う
点
で
、
今
後

　
の
研
究
に
は
き
わ
め
て
重
要
狂
テ
ー
マ
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
こ
こ
に
、
ア
メ
リ
ヵ
の
産
業
企
業
の
う
ち
で
技
術
的
に
は
最
尖
端
に
あ
る
も
の

　
の
組
織
移
式
の
、
将
来
の
傾
向
が
、
暗
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
掌
掌
一
〇
．
。
・
竈
二
二
菱
経
済
研
究
所
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
一
九
六

　
七
年
、
実
業
の
目
本
杜
、
三
六
三
べ
－
ジ
。
た
だ
し
訳
文
は
原
文
に
も
と
づ
い
て
、
訳
書
の
訳
文
を
一
部
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
以
下
同
じ
。
）

　
し
か
し
、
同
時
に
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー
は
、
こ
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
が
そ
の
精
綴
化
さ
れ
た
部
門
の
細
分
性
の
ゆ
え
に
は
ら
む

問
題
と
そ
の
解
決
の
た
め
の
組
織
再
編
成
の
可
能
性
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
さ
て
、
こ
れ
ら
の
組
織
改
革
の
お
か
げ
で
、
近
年
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
海
外
事
業
を
強
化
で
き
、
ま
た
、
原
子
力
、
ジ
ェ
ヅ
ト
・
エ
ソ
ジ
ソ
、
電
子

計
算
機
、
工
業
用
自
動
制
御
装
置
た
ど
の
新
分
野
に
進
出
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
は
問
違
い
た
い
。
し
か
し
、
他
方
、
ひ
と
っ
の
大
製
品
系
列
内

の
事
業
部
を
、
細
分
化
し
て
よ
り
小
さ
な
組
織
単
位
に
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
管
理
経
費
の
増
大
を
紹
き
、
業
務
調
整
と
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
の
面
で
、

新
し
い
問
題
を
生
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
三
大
消
費
財
事
業
部
を
さ
ら
に
分
げ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自
立
的
複
数
機
能
組
織
を
い
く

っ
も
創
り
出
せ
る
ほ
ど
、
市
場
は
多
様
化
し
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
は
疑
問
を
も
っ
向
き
も
あ
ろ
う
。
石
油
会
杜
が
、
国
内
現
業
事
業
部
を
統

一
し
、
ま
た
自
動
卓
会
杜
が
、
新
し
い
コ
ソ
バ
ク
ト
・
ヵ
－
を
新
設
事
業
部
に
よ
ら
ず
、
既
存
の
事
業
部
を
通
し
て
販
売
し
て
い
る
こ
と
を
考
え

れ
ぱ
、
こ
れ
と
同
じ
理
由
で
、
や
が
て
Ｇ
Ｅ
杜
も
、
多
数
の
自
立
的
な
複
数
機
能
部
門
を
も
っ
た
管
理
組
織
を
、
一
部
分
、
再
統
合
す
る
こ
と
に



６

　
た
る
か
も
し
れ
た
い
。
」
（
掌
ぎ
ら
．
◎
。
篭
一
同
上
訳
書
、
三
六
三
～
三
六
四
べ
－
ジ
。
）

　
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー
の
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
が
一
九
六
二
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
経
営
組
織
の
発

展
を
実
際
に
み
て
み
る
と
、
事
態
は
、
た
し
か
に
基
本
的
に
は
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー
の
予
測
の
方
向
で
展
開
し
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
本

稿
は
、
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
拙
稿
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
の
組
織
変
革
」
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
九
巻
第
六
号
、
　
一
九
八
一
年
二
月
、
と
く
に
第
三
節
を
参

　
　
　
　
照
。

　
　
（
２
）
き
き
§
睾
昌
ト
嚢
一
〇
』
心
卜

　
　
一
３
一
９
竃
童
戸
Ｐ
二
い
ら
・
・
曇
§
蔓
§
ぎ
ー
９
慧
葛
三
ざ
婁
Ｓ
県
き
、
ま
、
、
一
、
ミ
ミ
い
一
、
一
、
；
ミ
一
、
昏
、
一
吻
、
・

　
　
　
　
畠
鼻
暑
。
・
ｏ
。
・
－
。
・
３
ニ
ニ
菱
経
済
研
究
所
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
　
　
米
国
企
業
の
事
業
部
制
成
立
史
』
一
九
六
七
年
、
実
業
之
目
本
杜
、

　
　
　
　
三
六
三
ぺ
ー
ジ
。

二
　
Ｇ
Ｅ
杜
の
発
展
過
程
概
観

本
題
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
研
究
対
象
と
な
る
Ｇ
Ｅ
杜
の
発
展
過
程
を
ご
く
か
ん
た
ん
に
・
た
ど
っ
て
お
く
の
が
好
都
合
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
・
発
展
過
程
の
質
的
な
側
面
は
本
題
そ
の
も
の
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
説
明
は
主
と
し
て
数
量
的
な
側

面
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。

　
○
Ｏ
　
Ｇ
Ｅ
社
の
成
立

　
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
一
八
九
二
年
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
三
大
電
機
企
業
の
う
ち
の
二
つ
、
エ
ジ
ソ
ソ
．
ゼ
ネ
ラ
ル
．
エ
レ
ク
ト
リ
ツ
ク

杜
（
邑
ぎ
■
Ｏ
・
彗
ｏ
邑
里
８
司
－
ｏ
０
９
）
と
ト
ム
ソ
ソ
Ｈ
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ソ
．
エ
レ
ク
ト
リ
ツ
ク
杜
（
掌
。
昌
。
。
。
、
．
曽
。
一
。
。
け
。
一
里
、
。
け
、
－
。
０
９
）

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
？
暮
§
－
里
８
ま
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
五
（
一
八
三
）
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スユ
ヒ：
）
ン
時
ソ
同
ム
合

１
「
　
．
．

と
年

杜
９
ー

ク
ー
８
ヅ
（

リ
模
ト
挽
ク
営
レ
経
エ
の
・
杜

ル
ク

ラ
　
ツ

ネ
リ
ゼ
ト
・
　
ク

ソ
レ
ソ
ェ

ジ
・エ
ソ

　
ト
ー表

計鳩
旭
鳩
雌
鳩
０
０
４
４
９
８
１
０
４
０
６
１
０
　
４

４
２
７
　
　
　
７
　
　
　
　
　
０

合

５
，
１
，
４
，
　
　
　
　
３

２
．
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

ユ
叱
杜

ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ぴ
氾
舳
数
脳
湖

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ソ
ソ
ソ
ト

伽
舳
ｍ
４
蜘
刈
　
　
２

ム
ス

，
　
，
　
，
　
　
　
　
　
（
）
０
０
２
　
　
　
　
　
０

１
↓
　
１
１
一
　
　
　
　
　
　
　
〇

ト
一

３
，
　
少

１

杜
０
０
０
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
３
７
３
０
１
８
２
３

ソ

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，

‘

ソ

０
０
８
６
０
４
　
２
　
２
０
０
９
４
０
９
　
４
０
～

ジ

，
　
，
　
，
　
　
　
　
　
（
）
５
０
２
　
　
　
　
　
０

工

１
・
一
１
↓
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
，

３

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）

ル
ル
ル
　
ト
　
所

－

人
７
イ
人
基
線
台

方

ド
ド
ド
　
平
　
個
（
（
（
（
（
（
（
（
（
（

・
■

一
一
紬
蟻，－、

｝

１’

４０４以

１
，

４
１
９払
阻
愉
一

〃
９
４
亙
”
〃
Ｐ

７
　
　
，

〃
４
９

Ｇ
セ
ー
９
ガ
閉
ツ
並

７
　
　
〃

肋
〃
肋
幼
二

棚
伽
〃
”
６
如
〃
亙

ｏ〃
加

〃
Ｔ，ら

Ｗ
Ｊ
Ｊ
ん
｛
ん
ｏ
ｎ
，
ｍ
肚
ｍ
ｇ

ａ
．
ｎ

Ｈ
Ｂ
）所出（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
一
八
四
）

の
合
同
に
よ
っ
て
成
立
し
た
（
三
大
電
機
企
業
の
う
ち
の
の
こ
り
の
一
っ
は
、
い
う
ま

で
も
た
く
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
ミ
窪
ま
管
◎
易
¢
里
８
茎
Ｏ

　
　
　
　
（
１
）

Ｏ
◎
．
で
あ
る
）
。

　
合
同
の
一
方
の
柱
、
エ
ジ
ソ
ソ
・
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
は
、
周

知
の
エ
ジ
ソ
ソ
（
塁
ぎ
ｐ
弓
｝
・
声
）
の
白
熱
灯
シ
ス
テ
ム
を
企
業
化
す
る
た
め
、

一
八
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
エ
ジ
ソ
ソ
電
灯
会
杜
（
向
象
冒
畠
８
ま
Ｏ
巨
囚
ま

Ｏ
◎
・
）
に
始
ま
り
、
　
一
八
八
九
年
、
こ
の
エ
ジ
ソ
ソ
電
灯
会
杜
（
こ
れ
は
実
質
的

に
は
特
許
権
保
有
企
業
で
あ
っ
た
）
、
お
よ
び
そ
の
設
立
以
降
あ
い
っ
い
で
設
立
さ

れ
た
一
連
の
エ
ジ
ソ
ソ
系
製
造
企
業
、
具
体
的
に
は
ユ
ジ
ソ
ソ
ニ
フ
ソ
プ
杜

（
塁
ぎ
■
９
昌
り
０
９
）
、
エ
ジ
ソ
ソ
・
マ
シ
ソ
・
ワ
ー
ク
ス
杜
（
塁
ぎ
■
く
８
巨
冒

考
◎
Ｈ
雰
）
、
　
エ
ジ
ソ
ソ
・
チ
ュ
ー
ブ
杜
（
塁
ぎ
目
弓
；
¢
０
９
）
、
　
エ
ジ
ソ
ソ
・
シ

ャ
フ
テ
ィ
ソ
グ
杜
（
向
豪
８
Ｃ
。
罫
ま
お
Ｏ
◎
．
）
、
バ
ー
ク
マ
ソ
杜
（
雰
お
昌
彗
■

彗
｛
Ｏ
◎
．
）
の
各
杜
を
合
同
し
、
さ
ら
に
独
立
の
電
動
機
製
造
企
業
ス
ブ
レ
ー
グ

杜
（
ｃ
。
肩
鈷
暮
目
８
ま
ｏ
寄
－
峯
”
｝
竃
ｐ
寓
ｏ
葦
ｏ
◎
．
）
を
買
収
Ｌ
て
で
き
あ
が
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

た
総
合
電
機
製
造
企
業
で
あ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
の
柱
、
ト
ム
ソ
ソ
ー
ー
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ソ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
は
、

ト
ム
ソ
ソ
（
掌
◎
婁
◎
ｐ
貝
）
の
ア
ー
ク
灯
シ
ス
テ
ム
を
企
業
化
す
る
た
め
に
一

弓



八
八
○
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ソ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
（
声
暮
ま
竃
里
８
ま
ｏ
Ｏ
◎
．
）
に
１
始
ま
り
、
一
八
八
二
年
こ
れ
が
再
組
織

さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
一
八
八
○
年
代
後
半
に
種
々
の
領
域
の
多
数
の
電
機
製
造
企
業
、
具
体
的
に
，
は
シ
ュ
ィ
ラ
ー
．

エ
レ
ク
ト
リ
ツ
ク
杜
（
ｏ
・
ｏ
巨
吾
『
里
８
ま
ｏ
０
９
）
、
ベ
ソ
ト
レ
ー
１
ー
ナ
イ
ト
電
気
鉄
道
会
杜
（
団
竃
け
亘
｛
邑
。
・
葦
里
９
旨
一
〇
寄
寒
黒
ｏ
９
）
、

ヴ
ァ
ソ
・
デ
ポ
ー
ル
電
灯
会
杜
（
く
曽
Ｏ
召
８
一
〇
目
８
巨
ｏ
■
。
・
軍
０
９
）
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
（
卑
易
｝
目
８
ま
ｏ
０
９
）
、

フ
ォ
ー
ト
一
ウ
ェ
イ
ソ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
（
司
◎
其
事
碧
暮
目
８
区
ｏ
０
９
）
、
な
ど
の
各
杜
を
合
併
し
て
、
　
一
八
九
二
年
の
エ
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

ソ
ソ
一
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
と
の
大
合
同
時
に
は
、
や
は
り
こ
れ
と
な
ら
ぶ
総
合
電
機
製
造
企
業
に
成
長
し
て
い
た
。

　
Ｇ
Ｅ
杜
を
移
成
し
た
こ
れ
ら
二
っ
り
企
業
の
合
同
時
に
お
げ
る
経
営
規
模
を
示
し
て
み
る
と
、
表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
二
っ
の
企
業
は
ま
さ
に
互
角
の
力
を
も
っ
も
の
同
志
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
き
喜
、
吻
ミ
§
ミ
ミ
き
§
鼻
嚢
ｏ
；
・
Ｈ
§
、
婁
・
・
．
甲
Ｐ
§
・
寒
ミ
§
一
き
ミ
書
ユ
ミ
・
§
二
・
。
寄
－
曇
◎
二
嚢
・
君
・

　
　
　
　
ｃ
ｏ
Ｎ
］
．
１
０
０
Ｎ
ｏ
…
Ｏ
｝
ｐ
■
Ｐ
－
ｏ
■
　
声
．
　
Ｐ
一
　
］
。
い
，
　
§
～
　
Ｓ
吻
“
ミ
～
き
ミ
、
１
掌
～
き
ミ
ｓ
恕
、
｝
ｓ
Ｎ
由
～
ｅ
◎
Ｎ
ミ
、
◎
ミ
｝
ミ
ト
§
～
、
ざ
Ｑ
ミ
出
ミ
吻
“
ミ
８
ク
　
Ｈ
ｏ
べ
“
　
Ｏ
Ｏ
・

　
　
　
　
亀
甲
お
。
。
．
鳥
羽
欽
一
郎
・
小
林
袈
裟
治
訳
『
経
営
者
の
時
代
　
　
ア
メ
リ
カ
産
業
に
お
げ
る
近
代
企
業
の
成
立
』
一
九
七
九
年
、
東
洋

　
　
　
　
経
済
新
報
杜
、
七
三
六
～
七
四
六
べ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
　
勺
易
ｏ
・
ｏ
■
§
“
曼
§
“
ふ
§
Ｎ
き
ミ
菩
、
ぎ
ミ
鼻
Ｈ
ｏ
◎
富
－
宕
ｏ
ｇ
ｏ
｝
”
ｏ
・
く
Ｈ
Ｈ
・

　
　
（
３
）
へ
§
；
ｏ
・
胃
１
。
。
一
胃
．
睾

　
　
（
４
）
　
以
上
Ｇ
Ｅ
杜
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
前
掲
勺
易
。
。
ｏ
叩
畠
～
向
ぎ
ぎ
§
Ｎ
き
ミ
ミ
§
ぎ
ミ
員
－
ｏ
◎
ヨ
～
畠
。
◎
９
Ｈ
竃
ｏ
。
の
他
に
、
以
下
の
も

　
　
　
　
の
を
参
照
　
　
。

　
　
　
　
　
｝
～
冒
Ｂ
ｇ
♀
－
事
ニ
ミ
§
ｓ
邑
ざ
茅
－
蔓
～
婁
ｏ
ミ
県
ｏ
§
ミ
ｓ
Ｎ
曽
ミ
ミ
“
Ｈ
違
－
勺
胃
誌
Ｈ
ｌ
ｍ
．

　
　
　
　
　
睾
胃
－
胃
¢
ｐ
竃
二
§
“
完
“
竃
県
き
～
曽
§
キ
“
§
Ｎ
ぎ
き
急
ミ
き
、
鳶
き
～
畠
き
ｏ
§
ぎ
ミ
一
岩
お
．

　
　
　
　
　
卑
ポ
耳
戸
声
一
－
グ
婁
～
曽
ミ
、
“
↑
ｓ
ミ
一
妻
吻
ざ
ー
冒
き
§
一
亀
ぎ
Ｎ
９
§
恕
§
、
串
§
§
訂
ｂ
§
～
§
§
§
“
、
ｏ
§
Ｎ
・
。
§
＆

　
　
　
　
亀
ミ
一
Ｈ
漫
Ｐ
巾
胃
二
Ｈ
．

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
寂
毒
量
一
昌
９
ま
ｏ
ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
七
（
一
八
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
（
一
八
六
）

　
穴
ｓ
↓
ぎ
寧
勺
・
オ
ニ
ト
ｓ
喜
。
つ
さ
、
ト
向
、
雪
“
ミ
ト
§
ミ
“
§
－
、
申
蒙
◎
ミ
県
き
～
ｏ
§
～
§
Ｎ
曼
ミ
ミ
ｏ
卜
ｓ
慧
ｂ
§
ぎ
婁
一
岩
農
一
勺
胃
け
ド

　
小
林
袈
裟
治
『
Ｇ
Ｅ
』
一
九
七
〇
年
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
第
一
～
三
章
。

　
な
お
、
Ｇ
Ｅ
杜
と
な
ら
ぶ
、
も
う
一
っ
の
総
合
電
機
企
業
ウ
ェ
ス
チ
ィ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
の
成
立
に
っ
い
て
は
、

勺
８
ｏ
ａ
ｏ
■
　
§
～
嚢
～
ｑ
キ
、
ｓ
Ｎ
き
Ｓ
書
ｑ
“
§
・
～
葛
一
　
〇
｝
凹
Ｏ
．
　
Ｈ
）
（
．

　
の
　
Ｇ
Ｅ
社
の
成
長
過
程
ｏ
Ｕ

　
さ
て
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
そ
の
後
今
日
ま
で
ど
の
よ
う
な
成
長
を
た
ど
っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
っ
ぎ
に
こ
れ
を

数
量
的
に
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
こ
で
ま
ず
は
じ
め
に
、
一
八
九
二
年
設
立
か
ら
第
二
次
大
戦
を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
の
経
営
実
績
を
総
売
上
高
と
純
利
益
お

よ
び
売
上
高
純
利
益
率
で
示
し
て
み
る
と
、
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
表
の
理
解
を
助
げ
る
た
め
に
、
こ
れ
を
図

で
示
Ｌ
て
み
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
表
と
図
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
一
八
九
二
年
の
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
九
〇
年
近
い
歴
史
の
中
で
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
大

ざ
っ
ぱ
に
い
っ
て
売
上
高
が
一
、
○
○
○
万
ド
ル
を
少
し
越
え
た
程
度
の
企
業
か
ら
」
一
〇
〇
億
ド
ル
を
越
え
る
企
業
へ
大
き
く
成

長
し
続
げ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
っ
い
で
ま
で
に
、
こ
の
問
に
売
上
高
が
設
立
時
の
一
、
○
○
○
万
ド
ル
水
準
か
ら
始
ま
っ
て
、

そ
れ
が
一
〇
倍
化
し
、
一
億
ド
ル
↓
一
〇
億
ド
ル
↓
一
〇
〇
億
ド
ル
の
そ
れ
ぞ
れ
の
水
準
を
突
破
し
た
画
期
年
次
を
ひ
ろ
っ
て
み
る

と
、
一
九
二
一
一
年
↓
一
九
四
二
年
↓
一
九
七
二
年
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
、
○
○
○
万
ド
ル
水
準
か
ら
の
一
〇
倍
化
を

約
二
〇
年
間
で
成
し
と
げ
、
さ
ら
に
づ
ぎ
の
二
段
階
の
一
〇
倍
化
を
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
よ
う
に
約
三
〇
年
間
ず
っ
で
成
し
と
げ
て
き
た

わ
げ
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
問
に
通
貨
価
値
の
変
動
が
あ
る
わ
げ
だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
た
長
期
問
の
数
字
の
対
比
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
意
義
を
与



　
）
　
レ
　
ノ
　
ト
　
万
　
０
　
０
　
１
　
よ
　
降
）年
以
０
年
８９１

～
１５９１

２
■

０
ソ
　
ノ

８
ド
ー（
０
　
０
移
０
推
汕
績
刊
実
ま
営
年

経
５
０
　
９
の
１
肚
出
　
単
Ｇ
（

２表

高
率
上
雌
刎

　
禾
（

売
純

益禾屯系高上売総年

高
率
上
雌
刎

　
禾
（

売
純

益ｕ禾屯系高上売総年

３
８
０
１
２
５
０
８
６
１
０
０
一
１
５
０
１
０
２
７
９
４
８
４
５
５
８
７
７
７
３
３
８
０
２
１
５
３
９
２
３
３
１

０
０
７
４
３
３
４
４
６
一
７
一
７
一
８
一
一
５
一
５
一
５
一
６
一
６
一
５
一
５
一
５
一
６
一
４
一
５
一
５
一
５
一
４
一
５
一
４
一
４
一
４
一
３
一
３
一
５
５
５
４
４
５
一
６
６
６
６

１
↓
１
■

１
５
４
２
１
８
８
６
１
４
６
２
一
４
５
４
４
９
４
８
３
０
０
２
６
１
７
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映
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４

　
版
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９

）所
）

出
　
注

（
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ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
字
冒
Ｓ
－
昌
８
巨
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）

九
（
一
八
七
）
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売
上
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利
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０
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９
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高上売総↑
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川
ぴ
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ぴ
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ド
５
・
上
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０
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万
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一
〇
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一
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）

　
え
る
つ
も
り
は
た
い
）
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な

Ｏ

０

率益利純高上売は線細
，

高上売は線太）注（

成
長
を
と
げ
て
き
た
Ｇ
Ｅ
杜

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
ア

メ
リ
カ
巨
大
企
業
群
の
中
で

ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
て

き
た
で
あ
ろ
か
。
ま
ず
第
二

次
大
戦
以
前
の
状
況
に
つ
い

て
は
、
　
こ
れ
を
カ
プ
ラ
ソ

（
内
～
宮
凹
Ｐ
ト
ｒ
Ｈ
）
．
｝
［
）
の
ｂ
“
内

掌
汀
忌
ふ
亀
ぎ
ト
ｏ
◎
§
－

富
葦
“
§
畠
段
～
§
岩
冒
に

収
録
さ
れ
て
い
る
、
一
九
〇

九
年
～
一
九
四
八
年
に
お
げ

る
ア
メ
リ
カ
鉱
工
業
企
業
上

位
一
〇
〇
杜
ラ
ソ
キ
ソ
グ
の

推
移
表
（
た
だ
し
、
こ
の
ラ
ソ
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坂
本
）

キ
ソ
グ
表
は
、
戦
後
の
場
合
に
は
利
用
で
き
る

『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
』
誌
の
ラ
ソ
キ
ソ
グ
の
よ
う
に

売
上
高
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
狂
く
、
総
資
産
に

も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
）
を
利
用
し
て
み
る
と
、

表
３
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
こ

の
表
は
、
一
九
四
八
年
の
ラ
ソ
キ
ソ
グ
上
位

二
〇
杜
ま
で
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の
企
業
が

一
九
〇
九
年
以
来
ほ
ぽ
一
〇
年
位
ご
と
に
占

め
て
き
た
順
位
を
示
し
て
み
た
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、

Ｇ
Ｅ
杜
は
そ
の
成
長
過
程
で
、
一
九
〇
九
年

の
一
六
位
か
ら
一
九
二
九
年
に
は
一
一
位
へ
、

さ
ら
に
一
九
四
八
年
に
は
九
位
に
ま
で
そ
の

順
位
を
上
昇
さ
せ
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
状
況
に
、
つ

い
て
は
、
　
こ
れ
を
周
知
の
　
『
フ
ォ
ー
チ
ュ

ソ
』
誌
の
売
上
高
に
も
と
づ
く
鉱
工
業
企
業

　
　
　
　
一
一
（
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八
九
）



立
命
館
経
済
学

（
第
三
十
巻

　
　
　
　
　
洲
ト

・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（

　
　
溝
Ｎ
涛
汁
蜂
醸
、
×
ｏ
辻
爵
Ｈ
淋
吟
辮
“
＼
斗
＼
、
，
（
箭
９
び
○
目
洋
◎

扇
寓
静
贈
（
岩
震
～
宕
◎
。
◎
舟
一
講
誹
ト
酎
（
片
び
）

九
〇
）

濁

冑

怜
　
　
　
洋
　
　
　
曲

講
副
ト
醐

譲
踊
蹄
薗

宕
邊

Ｈ
８
◎

岩
雷

Ｈ
竃
◎

岩
寄

岩
ｏ
ｏ
◎

（
Ｈ
◎
◎
ｄ
で
マ
）

（
Ｈ
ｏ
◎
司
可
ミ
）

Ｎ

心

ｏ
ｏ

Ｎ

Ｈ

Ｈ

向
■
■
◎
目

一
◎
ｏ
〇
一
Ｈ
お

寓
』
ミ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

仰

Ｎ

く
◎
巨
－

８
一
胃
◎

ｏ
ｏ
ド
ベ
◎
岬

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｎ

ｏ
ｏ

Ｑ
ｏ
づ
胃
』
峯
◎
一
◎
易

害
、
８

ｏ
。
ト
蜆
◎
。
Ｈ

崖

ｏ
ｏ

ｏ
ｏ

り

ｏ
ｏ

ト

弓
翼
～
Ｏ
◎

胃
一
Ｈ
８

Ｎ
９
お
◎

Ｈ
ｏ
ｏ

曽

ミ

崖

ｏ

ｍ

ｃ
ｏ
冨
箏
ｏ
胃
ｏ

Ｏ
－
◎
｛
０
９
－
ざ
昌
鼠

き
ｋ
お

ｓ
一
Ｈ
竃

■

ｏ
ｏ

Ｎ

ｏ
ｏ

仁

ｏ

句
◎
邑
く
◎
一
◎
『

ｏ
ｏ
“
◎
ｃ
．
ｏ

違
一
〇
〇
ト
ｏ
。

ｏ
ｏ

ｏ

Ｈ
◎

■

ｃ
ｏ

べ

ｏ
～
旨

Ｏ
－

８
し
ｏ
．
ｃ
ｏ

Ｈ
ｏ
。
一
３
◎
。

胃

ミ

ｏ

閉

べ

◎
◎

Ｈ
邑
ｏ
昌
～
饒
◎
箏
邑

団
易
ぎ
易
ｏ
。
く
８
ヨ
篶
ｏ
・

寓
』
お

畠
、
◎
ｏ
ｏ

旨

Ｈ
仁

５

崖

冒

り

○
り
言
箏
ｏ
彗
｛

Ｏ
－
（
Ｈ
己
．
）

Ｎ
ｇ
Ｈ
０
０
ｏ
ｏ

８
■
賢

卜

卜

卜

卜

ｏ

昌

ｏ
６
冒
８
－

里
８
苛
ざ

違
ら
蓄

量
』
旨

ミ

ミ

Ｈ
◎
ｏ
◎

ｏ
ｏ
◎

岩

Ｈ
Ｈ

声
昌
～
ま
ざ

宛
庁
｝
饒
¢
冨

８
、
長

崖
ふ
◎
蜆

畠

ミ

岩

岩

Ｈ
仁

Ｈ
Ｎ

ｏ
ｏ
－
ｏ
自

Ｏ
－

宕
一
〇
。
ｏ
。
◎

ミ
』
旨

１

胃

ｏ
ｏ
◎

◎
ｏ

■

５

Ｈ
暮
Ｏ
旨
９
－
◎
■
巴
弓
ｏ
－
一
～
箏
｛
↓
ｏ
－
．

－
◎
。
一
３
◎

Ｈ
９
昌
べ

留

震

ｏ
ｏ
ｏ
◎

ｏ
０
Ｈ

宗

崖

Ｏ
◎
目
◎
ｏ
◎

Ｈ
ｏ
◎
一
ｃ
ｏ
旨

Ｈ
－
◎
。
。
ｏ

Ｈ
◎

お

ｓ

Ｈ
０
０

ミ

旨

向
一
Ｈ
一

ｏ
■
勺
◎
ま
ｑ
ｏ
オ
ｏ
昌
◎
弓
易

Ｈ
ｏ
ｏ
』
ｓ

ｐ
蟹
◎

ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
◎
Ｈ

ｏ
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
り

畠

岩

雲
旨
湯
勺
ｏ
守
◎
－
ｏ
■
ヨ

お
一
〇
〇
ミ

ｐ
◎
。
長

仁
◎
蜆

§
◎
◎

蟹

ｏ
◎
ト

Ｎ
Ｎ

ミ

■
ｏ
■
■
ｏ
ｏ
◎

お
し
墨

５
一
〇
。
ｃ
．
ｏ
ｏ

ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

８

冒

ト
◎
◎

ｏ
ｏ
ｏ

Ｈ
ｏ
◎

ｏ
ｏ
目
■

冒
も
葛

Ｈ
◎
も
割

ｏ
ｏ

閉

べ

冒

お

岩

弓
一
〇
〇
．

ｏ
〇
一
８
－

旨
ｋ
ｓ

Ｈ
Ｈ
一
凄
ｏ
。

１

１

１

ト
◎

旨

Ｎ
◎

◎
８
巨
ｏ
暮
』
句
具
８
－
ｏ
■
昌

旨
ｋ
豪

９
竃
◎

（
匡
割
）
き
ユ
§
£
旨
写

　
　
　
　
亭
ｏ
８
ｏ
■
胃
０
９
ｏ
ｇ

お
害
一

ｄ
．
ｏ
〇
一

与
写
お
２
一
旨
写
鼻
お
３
一
く
占

Ｈ
口
Ｏ
■
〇
一
『
－
～
－
Ｏ
ｏ
『
Ｏ
ｏ
『
”
茗
◎
Ｏ
吻
　
｝
〔
片
か
ｏ

お
冒
一
く
昌

－
ｓ
３
竃
占

ト
宕
ｏ
。
－
丙
畿
蛾
俳
さ
汁
↓
言

寄
『
言
篶
昌
篶
ｇ
◎
ｑ
亀



ラ
ソ
キ
ソ
グ
に
よ
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
一
九
五
〇
年
代
以
降
の
場
合
に
ー
っ
い
て
先
の
表
３
と
同
彩
式
の
も
の
を
っ
く

っ
て
み
る
と
、
表
４
の
と
お
り
で
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
の
表
は
一
九
八
○
年
の
ラ
ソ
キ
ソ
グ
を
基
準
と
し
て
い
る
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
あ
き

ら
か
な
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
九
五
四
年
（
一
」
の
年
の
分
か
ら
『
フ
オ
ー
チ
ュ
ソ
』
誌
の
ラ
ソ
キ
ソ
グ
が
発
表
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
一
九

七
〇
年
代
に
入
る
ま
で
ず
っ
と
四
位
の
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
に
至
っ
て
、
順
位
が
少
し
下
り
、
九

位
前
後
の
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
入
っ
て
こ
の
よ
う
に
少
し
順
位
が
下
っ
た
の
は
、
こ
の
よ

う
た
ラ
ソ
キ
ソ
グ
の
ト
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
に
石
油
巨
大
企
業
（
メ
ジ
ャ
ー
ズ
）
が
割
り
込
ん
で
き
た
た
め
で
あ
る
が
、
も
う
一
っ
に
は

こ
れ
ら
の
他
に
、
一
九
七
五
年
以
降
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
に
抜
れ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
以
上
で
は
単
純
に
Ｇ
Ｅ
杜
九
〇
年
の
成
長
と
巨
大
企
業
ラ
ソ
キ
ソ
グ
で
の
位
置
の
変
化
を
み
て
み
た
が
、
先
の
表
２
と
図

１
に
も
う
一
度
立
ち
帰
っ
て
こ
れ
を
も
う
少
し
細
か
く
み
て
み
る
と
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
成
長
過
程
は
決
し
て
一
本
調

子
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
成
長
が
著
し
か
っ
た
時
期
と
、
成
長
が
相
対
的
に
停
滞
的
で
あ
っ
た
時
期
と
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
こ
で
、
Ｇ
Ｅ
杜
九
〇
年
の
歴
史
の
中
で
比
較
的
に
成
長
の
著
し
か
っ
た
時
期
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
第
一
は
二
〇
世
紀
初

頭
の
一
九
〇
八
年
か
ら
一
九
二
二
年
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
り
（
一
」
の
時
期
に
売
上
高
が
一
億
ド
ル
水
準
を
越
え
る
こ
と
に
た
っ
た
）
、
第

二
は
一
九
三
八
年
か
ら
一
九
五
三
年
ご
ろ
ま
で
の
第
二
次
大
戦
を
は
さ
む
時
期
で
あ
り
（
こ
の
時
期
に
売
上
高
が
一
〇
億
ド
ル
水
準
を
越

え
る
こ
と
に
な
っ
た
）
、
第
三
は
一
九
六
四
年
か
ら
現
在
（
一
九
八
○
年
代
初
頭
）
に
至
る
ま
で
の
時
期
で
あ
る
（
こ
の
時
期
に
売
上
高
が

一
〇
〇
億
ド
ル
水
準
を
越
え
る
こ
と
に
た
っ
た
）
。
こ
れ
と
の
対
比
で
い
え
ぱ
、
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
三
七
年
に
至
る
時
期
お
よ
び
一

九
五
四
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
の
時
期
は
成
長
が
相
対
的
に
ー
停
滞
的
な
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
さ
ら
に
以
上
で
抽
出
し
た
よ
う
な
成
長
の
著
し
か
っ
た
時
期
、
と
く
に
そ
の
う
ち
の
現
在
に
近
い
方
の
二
つ

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
？
畠
§
一
里
９
巨
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
二
二
（
一
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
一
九
二
）

・
の
時
期
に
着
目
し
て
「
こ
の
時
期
の
特
徴
を
、
成
長
を
示
す
売
上
高
と
売
上
高
に
対
す
る
純
利
益
の
比
率
１
１
売
上
高
純
利
益
率
と
の

関
係
で
み
て
み
る
と
、
興
味
深
い
こ
と
が
み
い
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
二
っ
の
時
期
の
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
そ
の
は
じ

め
の
段
階
に
お
い
て
売
上
高
の
成
長
が
続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
売
上
高
利
益
率
の
著
し
い
低
下
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
っ
ま
り
「
利
益
な
き
成
長
」
の
局
面
が
現
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
は
じ
め
の
方
の
時
期
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
一

九
三
七
年
ま
で
は
だ
い
た
い
一
〇
％
を
越
え
て
い
た
売
上
高
利
益
率
が
一
九
三
八
年
か
ら
一
〇
劣
台
を
割
っ
て
（
一
九
三
九
、
四
〇

年
は
か
ろ
う
じ
て
一
〇
劣
台
に
も
ど
っ
て
い
る
が
）
、
一
九
四
三
～
四
五
年
に
は
三
％
台
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
、
ま
た
最
近
の
方
の

時
期
に
っ
い
て
い
え
ば
、
一
九
六
三
年
ま
で
は
だ
い
た
い
五
～
六
劣
台
に
あ
っ
た
の
が
、
一
九
六
四
年
に
は
五
劣
台
を
割
り
、
一
九

六
九
・
七
〇
年
に
は
三
％
台
に
落
ち
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
い
ず
れ
の
時
期
の
場
合
に
も
、
そ
の
あ
る
段
階
か
ら
売
上
高
利
益
率
が
回
復
し
始

め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
は
じ
め
の
方
の
時
期
に
っ
い
て
い
え
ば
、
一
九
四
六
年
か
ら
回
復
が
始
ま
り
一
九
五

〇
年
に
は
八
劣
に
ま
で
上
昇
し
て
お
り
（
た
だ
し
、
そ
の
後
は
五
劣
台
に
逆
も
ど
り
し
て
、
こ
の
水
準
が
一
九
六
〇
年
代
前
半
ま
で
続
い
て
い

る
）
、
ま
た
最
近
の
方
の
時
期
に
っ
い
て
い
え
ば
、
一
九
七
一
年
か
ら
回
復
が
始
ま
り
、
そ
の
上
昇
度
合
は
そ
れ
ほ
ど
き
わ
立
っ
た

も
の
で
は
な
い
が
、
一
九
七
七
～
七
九
年
に
は
六
労
台
に
ま
で
上
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
Ｇ
Ｅ
杜
の
成
長
過
程
に
お
け
る
数
量
的
な
特
徴
は
、
さ
ら
に
当
杜
の
内
部
構
造
の
変
化
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
当
杜
の
組
織
変
革
は
、
こ
の
間
題
を
考
え
る
上
で
重
要
な
結
節
点
を
な
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
倒
　
Ｇ
Ｅ
社
の
成
長
過
程
四
　
　
ウ
ェ
ス
チ
ン
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
社
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
社
と
の
対
比
で



　
以
上
で
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
成
長
過
程
を
そ
れ
自
体
と
し
て
み
た
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
を
さ
ら
に
同
じ
産
業
（
広
い
意
味
で
の
そ
れ
）
に

基
礎
を
お
く
他
の
巨
大
企
業
の
場
合
と
の
対
比
で
か
ん
た
ん
に
特
徴
づ
げ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
比
較
の
対
象
と
し
て
取
り

上
げ
る
の
は
、
　
一
っ
は
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ツ
ク
杜
（
オ
毘
一
お
ぎ
易
ｏ
里
９
巨
ｏ
０
９
）
、
　
も
プ
一
っ
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜

（
Ｈ
■
試
昌
註
◎
量
一
団
易
巨
塁
。
・
く
き
巨
箏
易
Ｏ
◎
壱
◎
『
註
旨
）
で
あ
る
。

　
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
は
、
す
で
に
本
節
の
は
じ
め
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
成
立
時
に
お
げ
る
ア
メ

リ
カ
の
三
大
総
合
電
機
企
業
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
り
（
他
の
二
っ
の
企
業
が
合
同
し
て
Ｇ
Ｅ
杜
が
成
立
し
た
こ
と
は
す
で
に
の
べ
た
と
お
り

で
あ
る
）
、
Ｇ
Ｅ
杜
成
立
以
来
、
両
者
は
ア
メ
リ
ヵ
電
機
産
業
を
支
配
す
る
二
大
巨
大
企
業
と
し
て
、
い
わ
ば
宿
敵
同
志
で
あ
っ
た
。

こ
の
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
は
、
一
九
八
○
年
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
』
誌
ラ
ソ
キ
ソ
グ
で
は
三
四
位
に
位
置
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

て
い
る
（
売
上
高
八
五
億
一
、
四
三
〇
万
ド
ル
）
。

　
他
方
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
は
、
周
知
の
世
界
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
産
業
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
電
機
産
業
に
お
け
る
も
っ

と
も
中
心
的
な
新
分
野
の
動
向
を
代
表
す
る
企
業
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
一
九
六
〇
年
代
を
通
し
て
こ
の
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
産
業
と
い

う
新
分
野
へ
の
参
入
竜
計
っ
た
が
、
結
局
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
の
壁
を
破
れ
ず
、
撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
歴
史
を
も
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

（
一
九
七
〇
年
に
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
産
業
関
係
の
資
産
を
ハ
ネ
ウ
ェ
ル
杜
目
◎
屋
婁
ｏ
戸
Ｈ
篶
・
に
実
事
上
譲
渡
し
て
撤
退
）
。
　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
は
、
一
九

八
○
年
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
』
誌
ラ
ソ
キ
ソ
グ
で
は
Ｇ
Ｅ
杜
よ
り
二
位
上
位
の
八
位
に
位
置
し
て
い
る
（
売
上
高
二
六
二
億
一
、
三
〇
〇

　
　
（
７
）

万
ド
ル
）
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
と
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
の
第
二
次
大
戦
後
の
売
上
高
と
売
上
高
純
利
益
率
の

推
移
を
示
し
て
み
る
と
、
表
５
、
表
６
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
を
先
に
掲
げ
た
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
売
上
高
推
移
を
示
す
図
１
に

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
０
９
胃
当
里
８
巨
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
一
五
（
一
九
三
）
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Ｏ
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Ｇ
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０
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〃
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クソリ
）
ト
年

ク
８
０

レ
ー
９

二
　
～

．
　
１

　
５
ス
ー
９
ウ
（
ハ
移

グ
推
ソ
高
イ
上
チ
売
ス
総
二
の

ウ
杜
，
Ｍ

杜
Ｂ
Ｅ
Ｉ

Ｇ
　
，

　
杜
川
ぴ
刀
総
売
ぴ
氾

２
ド
・
上
高
０
・

　
　
万
２
５
　
　
　
２

図
　
ｏ
ｏ

　
　
　
　
　
（
８
）

ぶ
話
題
で
あ
る
。

↓
社Ｍ

ｌ
Ｂ

土ネ
旺↑

’、
・
’

’
．
’

　
ス
　
ウ
　
ハ
社

　
グ
ク

．
一
　
ン
ツ

～
　
　
イ
リ

〆
↑
チ
ト

“
ス
ク

、
１
エ
レ

　
〃
ウ
エ

　
’
　
　
＾

　
　
“

　
　
’

　
　
　
“

　
　
　
■

０８９１５７９１０７９１５６９１０６９１５５９１１５９１

ＯＯ０５１

Ｏｏｏｌ０１

ＯＯ０５

スウハグンイチスエウは線破杜ＭＢは線
細
。，
社

杜
ク

Ｅ
　
ツ
Ｇ
リ
は
ト
線
ク
太
レ

　
エ）注（

重
ね
て
み
る
と
、
図
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
表
と
図
か
ら
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
、
と
く
に
第
二
次
大
戦
後
の

成
長
過
程
の
特
徴
を
よ
り
具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
成
立
以
来
の
競
争
相
手
で
あ
る
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ゥ
ス
．
エ

レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
と
の
対
比
で
い
え
ぱ
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
成
長
は
、
と
り

わ
げ
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
前
者
に
差
を
っ
げ
始
め
、
そ
れ
ま
で

は
は
ぼ
二
対
一
の
割
合
で
推
移
し
て
い
た
両
者
の
間
の
売
上
高
の
ひ

ら
き
が
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
以
降
大
き
く
な
り
、
一
九
八
○
年

に
な
る
と
そ
の
ひ
ら
き
は
ほ
ぼ
三
対
一
（
Ｇ
Ｅ
杜
が
ウ
ヱ
ス
チ
ソ
グ
ハ

ウ
ス
・
ニ
レ
ク
ト
リ
ヅ
ク
杜
の
三
倍
）
に
ま
で
拡
大
し
て
き
て
い
る
。

一
九
七
〇
年
代
の
経
済
停
滞
と
い
う
同
じ
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
伝

統
的
た
二
大
総
合
電
機
巨
大
企
業
の
問
の
成
長
と
収
益
性
の
き
わ
立

っ
た
対
照
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
一
っ
の
注
目
を
呼

　
他
方
、
戦
後
の
成
長
産
業
を
代
表
す
る
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
産
業
の
リ
ー
ダ
ー
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
と
の
対
比
で
い
え
ば
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
一
九
六

〇
年
後
半
以
降
の
持
続
的
な
成
長
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
の
急
成
長
の
前
に
屈
し
、
一
九
七
五
年
に
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
の
先
行
を
ゆ

る
す
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。
四
半
世
紀
前
の
一
九
五
〇
年
に
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
売
上
高
の
ち
ょ
う
ど
一
〇
分
の
一
の
企

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
鶉
冒
量
－
里
９
ま
ｏ
Ｏ
ｑ
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
一
七
（
一
九
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
（
一
九
六
）

業
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
地
位
逆
転
の
劇
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
、
Ｇ
Ｅ
杜
に
と
っ
て
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
産
業
へ
の
参
入
の
た
め
Ｉ
Ｂ

Ｍ
杜
に
挑
戦
し
て
失
敗
し
た
ブ
回
セ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
か
ん
た
ん
に
ふ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ｅ
杜
の
第
二
次
大
戦
後
の
成
長
過
程
は
、
さ
ら
に
同
じ
産
業
に
基
盤
を
も
つ
他
の
二
つ
の
巨
大
企
業
と
対
比
し
て
み
る
と
、
以

上
の
よ
う
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
方
で
は
急
成
長
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
に
先
行
を
ゆ
る
し
な
が
ら
も
、

他
方
で
は
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
と
は
ち
が
っ
て
一
九
七
〇
年
代
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
杜
に
そ
れ
ほ
ど
劣
ら
な
い
持

続
的
な
成
長
を
も
ち
え
た
の
は
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｅ
杜
の
内
部
構
造
の
間
題
と
し
て
ど
の
よ
う
衣
点
と
か
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
当
杜
の
組
織
変
革
は
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
問
題
を
考
え
る
上
で
も
重
要
た
結
節
点
を
な

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
（
５
）
掌
ミ
§
“
く
昌
ト
宕
・
。
一
〇
』
睾

　
　
（
６
）
北
正
満
『
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
挑
戦
　
　
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
帝
国
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
内
幕
』
一
九
七
八
年
、
共
立
出
版
、
第
五
章
、
｝
◎
罵
｝
書
自
童
易

　
　
　
ざ
昌
算
¢
豪
冒
¢
島
胃
考
冒
斤
望
吻
ぎ
婁
§
～
ぎ
ｃ
つ
¢
具
．
Ｎ
９
岩
べ
◎
．

　
　
（
７
）
事
ミ
§
９
峯
嵩
ト
Ｈ
竃
戸
Ｐ
・
。
睾

　
　
（
８
）
　
弓
｝
¢
■
■
ｏ
ｏ
箒
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昌
昌
ｏ
ｏ
９
オ
易
↑
旨
帽
｝
◎
■
ｏ
ｏ
９
向
§
§
～
旨
§
黒
一
－
自
与
８
一
Ｈ
彗
仁
…
弓
｝
ｏ
Ｏ
り
り
易
岸
塁
　
○
向
０
８
ミ
ｏ
ｏ
ミ
巨
庁
事
易
－

　
　
　
饒
目
ｏ
ｑ
｝
◎
易
¢
ｃ
ｏ
～
サ
雰
一
向
§
“
§
葛
き
暮
一
忘
戸
◎
◎
－
畠
ミ
．

三
　
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造
と
組
織
構
造

　
一
般
に
、
過
去
の
歴
史
的
発
展
の
産
物
で
あ
る
現
在
の
組
織
構
造
に
は
、
そ
の
発
展
過
程
の
時
々
に
行
わ
れ
た
変
革
の
成
果
が
捗

を
変
え
な
が
ら
も
重
層
的
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
あ
る
組
織
の
変
革
過
程
を
歴
史
的
に
た
ど
っ
て
み
よ
う
と
す
る



場
合
、
ま
ず
は
じ
め
に
そ
の
組
織
の
現
在
の
構
造
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
好
都
合
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
変

革
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
場
合
に
も
、
は
じ
め
に
そ
の
現
在
の
組
織
構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
組
織
そ
の
も
の
は
、
当
該
企
業
の
事
業
（
｝
邑
箏
易
の
）
を
実
現
す
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
組
織
構
造
は
、
当
該
企
業
の
事
業
構
造
に
対
応
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
Ｇ
Ｅ
杜

の
現
在
の
組
織
構
造
を
あ
き
ら
か
に
す
る
に
先
立
っ
て
、
さ
ら
に
そ
の
現
在
の
事
業
構
造
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
○
　
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造

　
す
で
に
冒
頭
の
と
こ
ろ
で
の
べ
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
そ
の
広
範
な
製
品
１
１
事
業
の
多
角
化
の
基
礎
の
上
に
典
型
的
に
精
練
さ

れ
た
事
業
部
制
組
織
を
も
っ
巨
大
企
業
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
あ
き
ら
か
に
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
Ｇ

Ｅ
杜
の
精
練
さ
れ
た
事
業
部
制
組
織
の
基
礎
に
あ
る
事
業
多
角
化
の
構
造
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ｏ
Ｕ
事
業
構
造

　
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造
は
、
現
在
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
六
本
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
¢
　
消
費
者
用
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｏ
◎
易
目
昌
胃
寄
◎
ま
ｏ
試
彗
Ｐ
Ｏ
。
雪
＜
一
〇
９
）
事
業

　
◎
産
業
用
機
器
・
都
品
（
Ｈ
己
邑
ま
－
零
己
暮
誌
彗
｛
Ｏ
§
Ｏ
昌
ｏ
募
）
事
業

　
　
　
動
カ
シ
ス
テ
ム
（
勺
婁
胃
ｏ
。
重
¢
婁
）
事
業

　
　
　
技
術
シ
ス
テ
ム
・
材
料
（
宗
Ｏ
事
一
Ｓ
；
重
¢
婁
彗
｛
く
｝
雪
一
募
）
事
業

　
　
資
源
（
髪
言
』
内
霧
◎
膏
ｏ
易
）
事
業

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
字
篶
量
－
里
９
巨
ｏ
ｏ
◎
．
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
一
九
（
一
九
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
一
九
八
）

　
◎
　
国
際
（
巨
雪
§
ぎ
量
－
）
事
業

　
こ
れ
ら
事
業
構
造
の
六
本
の
柱
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
¢
　
消
讐
者
用
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
こ
の
事
業
分
野
に
は
、
さ
ら
に
っ
ぎ
の
よ
う
な
七
っ
の
事
業
分
野
が
合
ま
れ
て
い
る
。

　
ａ
　
大
型
家
庭
電
気
機
器
（
竃
＆
Ｒ
声
署
豪
９
易
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
　
「
Ｇ
Ｅ
」
お
よ
び
「
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ソ
ト
（
目
◎
吾
◎
ま
）
」
と

い
う
二
っ
の
ブ
ラ
ソ
ド
を
も
っ
た
台
所
お
よ
び
洗
濯
場
設
備
、
す
な
わ
ち
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
電
気
レ
ソ
ジ
、
厨
芥
処
理
機
、
洗

濯
機
、
乾
燥
機
た
ど
の
製
造
・
販
売
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
ｂ
　
空
調
設
備
（
≧
『
ｏ
旨
婁
５
邑
お
向
着
甘
昌
ｏ
募
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
ル
ー
ム
・
タ
イ
ブ
お
よ
び
セ
ソ
ト
ラ
ル
・
タ
イ
プ
、
両

方
の
空
調
設
備
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
　
照
明
器
具
（
－
好
毒
お
串
◎
き
象
）
事
業
…
…
こ
の
事
業
は
、
屋
内
用
白
熱
・
螢
光
両
ラ
ソ
プ
か
ら
写
真
用
ラ
ソ
プ
、
装
飾

用
ラ
ソ
プ
、
街
頭
照
明
器
具
ま
で
、
多
様
な
一
切
の
照
明
器
具
の
事
業
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
に
と
っ
て
は
、
エ

ジ
ソ
ソ
に
よ
る
事
業
開
始
以
来
の
伝
統
的
事
業
で
あ
る
。

　
ｄ
　
家
庭
用
品
・
音
響
機
器
（
｝
◎
易
婁
胃
８
彗
｛
声
邑
５
卑
己
■
ｏ
誌
彗
ｏ
ｏ
．
ｏ
ま
８
。
・
）
事
業
…
…
こ
の
事
業
は
小
型
家
庭
電
気
機
器

事
業
に
相
当
し
、
ト
ー
ス
タ
ー
や
、
ミ
キ
サ
ー
の
よ
う
な
調
理
用
品
、
ア
イ
ロ
ソ
の
よ
う
な
衣
服
手
入
れ
用
品
、
ヘ
ア
・
ド
ラ
イ
ヤ
ー

や
電
気
歯
ブ
ラ
シ
の
よ
う
な
身
繕
い
用
品
、
時
計
（
ク
ロ
ッ
ク
）
、
家
庭
用
各
種
警
報
機
器
、
ラ
ジ
オ
、
ヵ
セ
ッ
ト
ニ
ァ
ー
プ
レ
コ
ー

ダ
ー
や
ブ
レ
ー
ヤ
ー
の
よ
う
た
ポ
ー
タ
ブ
ル
音
響
機
器
な
ど
、
小
型
の
多
様
な
家
庭
電
気
機
器
の
事
業
を
含
ん
で
い
る
。

　
ｅ
　
テ
レ
ビ
受
信
機
（
宗
－
睾
邑
８
寄
８
ぎ
易
）
事
業



　
ｆ
　
無
線
・
有
線
放
送
（
零
◎
邑
ｏ
邑
一
お
彗
｛
ｏ
邑
¢
＜
邑
９
８
胃
註
◎
易
）
事
業
、
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
三
つ
の
Ａ
Ｍ
と
五
つ
の
Ｆ

Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
局
、
三
つ
の
Ｖ
Ｈ
Ｆ
テ
レ
ビ
放
送
局
と
一
三
の
有
線
テ
レ
ビ
放
送
局
を
経
営
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
は
、

二
つ
の
子
会
杜
、
○
向
零
◎
邑
ｏ
娑
饒
馬
Ｏ
◎
．
二
■
Ｐ
と
○
向
Ｏ
き
Ｈ
雲
邑
９
０
◎
昌
◎
§
け
－
§
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
９
　
金
融
（
ヨ
量
昌
一
お
ｏ
り
胃
註
◎
易
）
事
業
…
…
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
と
く
に
以
上
の
諸
事
業
と
の
か
か
わ
り
で
、
販
売
金
融
事
業
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
消
費
者
金
融
だ
げ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
型
機
器
の
販
売
に
か
か
わ
る
商
工
業
者
向
け
の
販
売
金
融
も
行

っ
て
お
り
、
さ
ら
に
規
模
は
小
さ
い
が
、
生
命
保
険
、
火
災
・
損
害
保
険
、
不
動
産
売
買
な
ど
の
事
業
も
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

こ
の
事
業
も
、
子
会
杜
○
向
Ｏ
ｈ
＆
｝
Ｏ
◎
｛
冒
註
Ｓ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
産
業
用
機
器
・
部
品
事
業

　
こ
の
事
業
分
野
に
は
、
さ
ら
に
っ
ぎ
の
よ
う
た
六
っ
の
事
業
分
野
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ａ
　
モ
ー
タ
ー
一
モ
ー
タ
ー
関
連
製
品
（
睾
◎
奪
彗
｛
峯
◎
気
－
寄
罧
＆
勺
『
◎
星
象
）
事
業
、
こ
れ
は
、
大
．
小
の
産
業
用
モ
ー

タ
ー
、
発
電
機
、
お
よ
び
モ
ー
タ
ー
関
連
の
種
々
の
製
品
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ｂ
　
工
事
請
負
業
者
用
設
傭
（
ｏ
◎
旨
註
冒
昼
巨
ｏ
豪
募
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
電
気
工
事
市
場
向
げ
の
配
電
設
備
、
制
御
装
置
、

架
線
器
具
、
電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
な
ど
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
　
輸
送
機
器
（
弓
昌
易
Ｏ
邑
註
８
卑
◎
ま
ｏ
↓
吻
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
電
気
機
関
車
、
車
両
推
進
設
備
、
た
と
え
ぱ
鉱

山
作
業
で
使
わ
れ
る
牽
引
車
な
ど
の
よ
う
な
産
業
用
輸
送
機
器
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
ｄ
　
産
業
用
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
（
Ｈ
己
易
巨
竺
里
８
ぎ
ま
。
・
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
　
コ
ソ
デ
ソ
サ
ー
や
半
導
体
の
よ
う
な
電
子
部

品
、
エ
レ
ク
ト
回
ニ
ク
ス
を
応
用
し
た
産
業
用
制
御
装
置
や
駆
動
装
置
な
ど
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
字
畠
§
－
里
８
巨
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
二
一
（
一
九
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
．
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
二
一
（
二
〇
〇
）

　
ｅ
　
設
備
サ
ー
ピ
ス
（
吉
肩
尋
易
ｏ
．
９
き
易
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
販
売
・
設
置
し
た
電
気
・
機
械
設
備
の
メ
ソ
テ
ナ
ソ
ス
、
点

検
、
補
修
、
取
り
替
え
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
ｆ
　
流
通
（
ｏ
家
き
婁
昌
）
事
業
…
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
産
業
用
製
品
を
ユ
ー
ザ
ー
へ
配
給
す
る
た
め
の
全
国
的
な
物
流
網
を
も
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
は
、
子
会
杜
Ｏ
向
Ｃ
ｏ
｛
Ｏ
｛
Ｏ
◎
．
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
動
カ
シ
ス
テ
ム
事
業

　
こ
の
事
業
分
野
に
は
、
さ
ら
に
っ
ぎ
の
よ
う
た
四
っ
の
事
業
分
野
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ａ
　
蒸
気
タ
ー
ビ
ソ
・
発
電
機
（
ｏ
。
婁
¢
冒
弓
膏
雲
干
０
９
９
９
◎
易
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
蒸
気
タ
ー
ビ
ソ
お
よ
び
蒸
気
タ
ー
ビ
ソ
発

電
機
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
り
、
動
カ
シ
ス
テ
ム
事
業
中
、
最
大
の
事
業
で
あ
る
。
蒸
気
タ
ー
ビ
ソ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ボ
イ
ラ
ー

あ
る
い
は
原
子
炉
か
ら
得
ら
れ
る
蒸
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電
気
、
な
い
し
直
接
機
械
的
動
力
に
転
換
す
る
装
置
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て

そ
れ
は
発
電
用
お
よ
び
船
舶
動
力
の
よ
う
な
機
械
的
動
力
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ｂ
　
ガ
ス
．
タ
ー
ビ
ソ
（
○
轟
弓
員
ま
易
）
事
業
…
…
ガ
ス
・
タ
ー
ビ
ソ
は
小
型
発
電
設
備
や
パ
イ
プ
ラ
イ
ソ
用
ポ
ソ
ブ
の
よ
う
た

機
械
駆
動
用
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｃ
　
原
子
力
発
電
設
備
（
考
９
一
〇
胃
Ｃ
っ
薫
彗
・
・
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
発
電
用
原
子
炉
お
よ
び
そ
の
関
違
設
備
に
か
か
わ
る
事
業
で

あ
る
。

　
ｄ
　
配
電
関
連
機
器
（
｝
婁
胃
Ｏ
堅
き
昌
卑
◎
ま
９
。
・
）
事
業
…
－
・
こ
れ
は
、
変
圧
器
、
遮
断
器
、
電
流
開
閉
装
置
、
メ
ー
タ
ー
た
ど

の
よ
う
な
配
電
機
器
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
　
　
技
術
シ
ス
テ
ム
・
材
料
事
業



　
こ
の
事
業
分
野
に
は
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
五
つ
の
事
業
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ａ
　
航
空
機
エ
ソ
ジ
ソ
（
≧
昌
艮
け
向
お
一
目
邑
事
業
…
…
こ
れ
は
、
民
問
航
空
機
用
、
軍
用
機
用
、
両
方
の
ジ
ニ
ツ
ト
．
ニ
ソ
ジ

ソ
に
か
か
わ
る
事
業
部
で
あ
る
。

　
ｂ
　
航
空
宇
宙
技
術
製
品
（
ぎ
嚢
寝
８
里
８
ぎ
ま
～
目
｛
霞
。
・
｝
弓
８
ぎ
◎
一
◎
撃
軍
◎
２
ｏ
芭
事
業
…
こ
れ
は
、
、
、
、
サ
イ
ル
発
射
．

誘
導
一
回
収
シ
ス
テ
ム
、
人
工
衛
星
、
レ
ー
ダ
ー
お
よ
び
ソ
ナ
ー
・
シ
ス
テ
ム
、
軍
用
シ
ス
テ
ム
、
航
空
宇
宙
用
機
器
、
航
空
機
用

機
器
・
制
御
装
置
な
ど
、
高
度
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
を
応
用
し
た
シ
ス
テ
ム
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
Ｃ
　
工
業
材
料
（
向
お
ぎ
＆
み
竃
箒
｛
註
）
事
業
・
…
－
こ
れ
は
、
高
技
術
加
工
を
ほ
ど
こ
し
た
プ
ラ
ス
チ
ツ
ク
、
シ
リ
コ
ソ
、
切

削
工
具
用
合
金
・
絶
縁
処
理
材
料
、
人
エ
ダ
ィ
ギ
モ
ソ
ド
た
ど
の
工
業
材
料
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
ｄ
　
医
療
機
器
（
竃
＆
§
一
浬
昌
ｏ
墓
募
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
旧
来
の
Ｘ
線
機
器
、
放
射
線
医
療
機
器
、
最
新
の
Ｃ
Ｔ
（
ｏ
。
昌
．

君
一
＆
弓
◎
昌
潟
昌
ｏ
身
）
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
含
む
診
断
シ
ス
テ
ム
に
か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
ｅ
　
通
信
機
器
（
Ｏ
◎
冒
昌
旨
一
〇
註
９
浬
巨
君
竃
け
。
。
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
可
動
式
無
線
機
器
、
コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
問
仲
介
装
置
な
ど
に

か
か
わ
る
事
業
で
あ
る
。

　
ｆ
　
情
報
サ
ー
ビ
ス
（
Ｈ
ま
◎
旨
き
旨
ｏ
っ
９
き
易
）
事
業
…
…
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
現
在
全
世
界
二
四
ケ
国
に
ま
た
が
る
デ
ー
タ
通
信
網
を

も
ち
、
約
六
、
○
○
○
の
顧
客
に
情
報
処
理
サ
ー
ピ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

　
◎
資
源
事
業

　
こ
の
事
業
は
、
主
と
し
て
一
九
七
六
年
に
合
併
し
た
ユ
タ
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
｛
ナ
ル
杜
（
９
き
曇
胃
§
ま
§
；
箏
Ｐ
）
に
よ
っ
て

担
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
八
○
年
に
お
い
て
そ
の
売
上
高
の
約
八
○
％
、
純
利
益
の
七
三
％
が
ア
メ
リ
カ
国
外
か
ら
得

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
、
（
？
竃
§
一
里
８
巨
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
二
三
（
二
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
（
二
〇
二
）

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、
具
体
的
に
っ
ぎ
の
よ
う
な
事
業
分
野
を
含
ん
で
い
る
。

　
ａ
　
．
コ
ー
ク
ス
用
石
炭
（
Ｏ
◎
匡
轟
０
８
一
）
事
業
…
…
こ
れ
は
、
ユ
タ
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
杜
の
主
要
な
売
上
げ
・
利
益
源
で

あ
る
が
、
本
拠
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
・
中
部
ク
イ
ー
ソ
ズ
ラ
ソ
ド
に
あ
る
五
っ
の
鉱
山
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
露
天
掘
り
可
能
な
推

定
埋
蔵
量
が
約
二
億
九
、
五
〇
〇
万
メ
ト
リ
ッ
ク
・
ト
ソ
、
さ
ら
に
地
下
埋
蔵
量
が
約
二
〇
億
ト
ソ
に
の
陵
る
富
鉱
で
あ
る
。

　
ｂ
　
ボ
イ
ラ
ー
用
石
炭
（
ｃ
ｏ
註
§
ｏ
邑
）
事
業
…
…
こ
の
事
業
の
中
心
的
た
拠
点
は
、
　
ニ
ュ
ー
・
メ
キ
シ
コ
州
の
イ
ソ
デ
ィ
ア
ソ

保
留
地
に
あ
る
ナ
バ
ジ
ヨ
鉱
山
で
あ
る
。
そ
の
他
に
、
最
近
コ
ロ
ラ
ド
、
ヶ
ソ
タ
ッ
キ
ー
、
ウ
ェ
ス
ト
・
バ
ー
ジ
ニ
ァ
た
ど
の
諾
州

で
も
鉱
山
を
確
保
し
て
い
る
。

　
Ｃ
　
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
（
９
彗
巨
冒
）
事
業
…
：
こ
の
事
業
は
、
　
ユ
タ
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
杜
の
子
会
杜
蟹
け
監
邑
胃
呂
巨
易

Ｏ
◎
壱
◎
Ｓ
叶
－
旨
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
が
、
本
拠
は
ワ
イ
オ
ミ
ソ
グ
州
に
あ
る
三
つ
の
鉱
山
で
あ
る
。

　
ｄ
　
鉄
鉱
石
（
Ｈ
『
旨
ｏ
８
）
事
業
…
ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ソ
ド
、
お
よ
び
ユ
タ
州
に
事
業
の
拠
点

が
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
事
業
は
、
現
地
の
会
杜
と
の
共
同
出
資
会
杜
ｃ
ｏ
”
昌
胃
８
く
ぎ
¢
ｓ
ｓ
◎
９
戸
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

　
ｅ
　
銅
鉱
石
（
Ｏ
◎
署
９
彗
■
塁
）
事
業
…
こ
の
事
業
の
拠
点
は
カ
ナ
ダ
、
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
・
コ
回
ソ
ビ
ア
州
の
ア
イ
ラ
ソ
ド
銅

鉱
山
に
あ
る
。

　
ｆ
　
石
油
・
天
然
ガ
ス
（
ｏ
－
彗
｛
茅
巨
邑
○
轟
）
事
業
…
：
こ
の
事
業
は
ア
メ
リ
カ
国
内
お
よ
び
カ
ナ
ダ
に
拠
点
を
も
ち
、
子

会
杜
９
竃
雰
河
◎
一
９
昌
Ｏ
◎
｛
◎
５
ま
目
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
。

　
９
　
以
上
の
他
に
、
鉱
山
活
動
を
支
え
る
た
め
の
海
運
（
０
８
竃
弓
昌
易
君
斗
註
８
）
事
業
、
主
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
拠
点

と
し
た
土
地
開
発
（
９
己
宗
至
暑
量
ま
）
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
照
明
機
器
事
業
部
と
共
同
で
ネ
バ
ダ
州
で
タ
ソ
グ
ス
テ



ソ
鉱
山
（
弓
旨
貫
彗
竃
冒
）
の
開
発
を
始
め
て
い
る
。

＠
　
国
際
事
業

　
こ
の
事
業
に
は
、
っ
ぎ
の
四
っ
の
分
野
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ａ
　
ユ
タ
一
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
杜
の
在
外
子
会
杜
を
含
む
、
在
外
単
一
産
業
専
門
子
会
杜
（
オ
。
箏
畠
く
、
、
己
。
事
。
｛
句
。
、
、
尉
一
声
肇
一
．

ｇ
易
）
の
事
業

　
ｂ
　
Ｇ
Ｅ
杜
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出

　
Ｃ
　
技
術
輸
出
（
宗
ｏ
ぎ
〇
一
◎
弩
巨
８
易
一
お
）

　
ｄ
　
在
外
多
産
業
子
会
杜
（
句
◎
邑
竃
冒
鼻
エ
己
易
身
Ｏ
ｏ
胃
註
冒
。
。
）
の
事
業

こ
れ
ら
の
う
ち
で
・
Ｇ
Ｅ
杜
事
業
の
い
わ
ゆ
る
多
国
籍
化
に
と
っ
て
と
く
に
重
蚤
意
義
を
も
つ
て
い
る
の
は
、
・
、
在
外
多
産

業
子
会
杜
の
事
業
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
で
最
大
の
も
の
は
カ
ナ
ダ
Ｇ
Ｅ
杜
（
ｏ
”
一
、
畠
、
、
ｏ
向
ｏ
、
・
■
葦
）
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

杜
は
こ
の
他
に
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
、
ラ
テ
ソ
・
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
で
製
造
子
会
杜
を
も
っ
て
い
る
。

　
　
一
－
一
以
上
現
在
の
・
Ｅ
杜
の
事
業
構
造
に
つ
い
て
は
、
○
§
邑
里
葦
…
ら
、
三
・
．
竃
母
。
、
二
§
、
○
。
一
、
、
凹
；
。
。
一
、
一
。
ｏ
、
．

　
　
　
　
ｏ
◎
ミ
§
§
“
、
§
ミ
ｓ
一
畠
ｏ
◎
◎
に
よ
る
。

　
四
　
事
業
別
売
上
高
．
純
利
益

　
以
上
・
大
分
長
く
な
っ
た
が
、
っ
ぎ
に
組
織
構
造
を
あ
き
ら
か
に
す
る
前
提
と
し
て
、
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造
を
で
き
る
だ

げ
具
体
的
に
た
ど
っ
て
み
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
指
標
で
数
量
的
に
位
置
づ
げ
て
、
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に

す
る
。

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
鶉
毒
；
－
里
８
己
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
二
五
（
二
〇
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）

　
）
　
レ
　
ノ
　
ド
　
万

　
ｏ
０
　
１
）年
位

８
０
単
９
額
－
実
～
（

５７９Ｇ成構高上売ｕ易域領業事杜ＥＧ
７表

０８９１９７９１８７９１７７９１６７９１５７９１域領業事

４１７５

７５１５

３２０４

８２１７

４７３１

４３２３

７０１１一

８４４５

３０８４

４６５，３

１６０，６

０６２１

１０９２

７５０１一

５６８４

４２１，４

６８３３

５４７４

２３０１

７６７２

６４９・

５１２４

８９６３

８１２３

５４１４

５６９

２６５２

４９８一

０１５３

０７２３

８９９２

９８６３

３００１

４３３２

１３８．

９５０３

７２０，３

５８８２

１５２３

３８６

８９１２

３２８・

　
　
　
　
　
　
整

業
　
　
　
　
　
　
調

事
　
　
　
　
　
　
複

ス
　
　
業
　
　
　
重

ピ
業
　
事
　
業
問

一
事
　
料
　
事
業

サ
品
業
材
　
杜
事

・
部
事
・
業
会
び

品
・
ム
ム
　
　
子
よ

製
器
テ
テ
事
業
お

用
機
ス
ス
　
産
通

者
用
シ
シ
源
多
共

費
業
力
術
　
外
杜

消
産
動
技
資
在
全

３２５５２０８９２２３７００２９０９７１２７９５１９７２４１計合

実
　
　
　
額

５１２

４９１

１

５
一

１

８

６
一

２

”１２１

７

２
一

２

０

０
一

２

８

４
・

１

２

５
一

２

”１
２
一

１

１

３
一

２

６
●

９１

６

６
一

１

６

２
・

２

躰２
３
．

１

４

２
一

２

７

９
一

１

１
●

７１

０

２
一

２

阯６
３
一

１

９

０
一

２

５

９
一

１

８

７
一

１

９

１
一

２

舳９
３
一

１

３

０
一

２

０

０
一

２

１
●

９１

５Ｌ２

蝸６
４
一

１

業事ス
　
　
　
業

ピ
業
　
　
事
　
業

一
事
　
料
　
事

サ
品
業
材
　
杜

・
部
事
・
業
会

品
・
ム
ム
　
子

製
器
テ
テ
事
業

用
機
ス
ス
　
産

者
用
シ
シ
源
多

費
業
力
術
　
外

消
産
動
技
資
在

０

０
一

０１０

０
・

０１０

０
一

０１０

０
一

０１０ひ０１０
■

００１計合

構
成
比
（
％
）

　
の
に

　
な
的
　
　
。

　
月
制
　
　
る

　
１
２
擬
　
　
あ

　
年
，
　
て

　
７
６
め
　
　
し

　
１
９
た
　
算

　
，
の
　
　
計

　
は
較
　
　
で

　
の
比
　
　
ろ

。
る
の
　
　
こ

成
れ
と
　
と

作
さ
後
　
の

り
併
以
　
前

０
よ
合
は
　
る

峨
が
“
鮒

乳
岨
こ
　
考

９
７
１
，
　
を

１
ー
カ
　
　
」

　
ｎ
ａ
い
　
整

脈
伽
な
。
調

吻
醐
し
渇
複

Ｒ
ｒ
在
し
重

Ｋ
曲
存
て
間

１
０
１
は
し
業

一
ｈ
業
上
事

舳
ぬ
事
計
び

肋
Ｕ
源
を
よ

　
る
資
績
お

０
．
あ
は
実
通

Ｃ
で
に
の
共

．
１
Ｃ
手
年
業
社

血
い
７
５
事
会

１
ｅ
担
１
９
源
「

Ｅ
の
は
資

訓
業
に
も
は

帥
事
実
に
比

ｎ
源
現
年
成

偽
資
１
７
５
構

　
　
で
１
９

剛
旭
　
　

咄
唯

　
　
　
　
　
　
二
六
（
二
〇
四
）

　
た
お
、
こ
こ
で
は
売
上
高
お
よ
び
純
利
益
に
よ

っ
て
こ
の
よ
う
た
事
業
間
の
数
量
的
な
位
置
づ
げ

を
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の

よ
う
な
作
業
の
た
め
に
使
え
る
数
字
は
、
以
上
で

説
明
し
た
事
業
構
造
の
六
つ
の
柱
の
レ
ベ
ル
で
し

か
得
ら
れ
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
こ

の
よ
う
な
六
っ
の
大
き
な
事
業
領
域
の
レ
ベ
ル
で

の
位
置
づ
げ
を
示
め
す
に
と
ど
め
ざ
る
を
え
な
い
。

　
さ
て
、
六
つ
の
事
業
領
域
に
よ
る
売
上
高
と
純

利
益
の
構
成
を
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
○
年
に

わ
た
っ
て
示
し
て
み
る
と
、
表
７
、
表
８
の
と
お

り
で
あ
る
（
な
お
、
こ
れ
ら
の
表
で
は
、
正
式
に
は
一

九
七
六
年
か
ら
財
務
報
告
に
登
場
し
て
く
る
資
源
事
業

　
　
こ
の
事
業
を
担
う
ユ
タ
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

杜
は
一
九
七
六
年
二
一
月
に
合
併
さ
れ
た
　
　
の
数
字

が
彩
式
的
に
一
九
七
五
年
に
も
逆
の
ぽ
っ
て
記
入
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
表
で
は
存
外
多
産
業
子
会



　
）
　
レ
　
ノ
　
ド
　
万

　
ｏ
ｏ
　
汀
）年
位
○
単

９
８
額
－
実
～
（

５７９Ｇ成構益ｕ禾屯係捌域領業事杜ＥＧ８表

０８９１９７９１８７９１７７９１６７９１５７９１域領業事

７０４

５１３

１４１

３７３

４２２

６
８

１
４一

１０４

２７２

４１１

６５３

８０２

６
５

↓

７７３

３２２

９
３

８７２

０８１

７
６

３

３２３

１９１

７
６

８４２

６９１

７
１

１
６一

１６２

０６１

６
１

１０２

１８１

７
５

↓

４６１

３３１

６
２

０６１

８０１

５
８

４

　
　
　
　
　
　
整

業
　
　
　
　
　
　
調

事
　
　
　
　
　
　
複

ス
　
　
　
業
　
　
　
重

ピ
業
　
事
　
業
問

一
事
　
　
料
　
　
事
業

サ
品
業
材
　
杜
事

・
部
事
・
業
会
び

品
・
ム
ム
　
子
よ

製
機
テ
テ
事
業
お

用
機
ス
ス
　
産
通

者
用
シ
ン
源
多
共

費
業
力
衛
、
、
外
杜

消
産
動
技
資
在
全

４１５１９０４１０３２１８８０１１３９９８６計合

実
　
　
　
額

６

６
一

２

６

０
一

２

”４
４
．

２

７
４
一１

“

３

８
・

２

２

９
・

１

い２工２
７

４
・１

“

８

０
一

３

１

８
一

１

“６
２
．

２

７
４
一１

”

３

９
一

２

３

７
一

１

“４
２
一

２

８
７
一１

４
■

６

７

７
一

２

１

７
一

１

舳４Ｌ２
３

９
一１

”

９

３
一

２

４

９
一

１

１
■

９

４

３
一

２

７
５
一１

阯

業事ス
　
　
　
業

ピ
業
　
事
　
業

一
事
　
料
　
　
事

サ
品
業
材
　
　
杜

・
部
事
・
業
会

品
・
ム
ム
　
　
子

製
器
テ
テ
事
業

用
器
ス
ス
　
産

者
用
シ
シ
源
多

費
業
力
術
　
　
外

消
産
動
技
資
在

０

０
一

０１０

０
一

０１０

０
一

０１０

０
一

０１０

０
一

０１０

０
一

０１計合

構
成
比
（
％
）

○じ同と７表）注（）所出（

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
字
竃
量
－
里
９
ま
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）

杜
の
事
業
以
外
の
国
際
事
業
の
結
果
は
、
そ
れ
以
外
の
各
事
業
領
域

に
割
り
振
ら
れ
て
い
る
）
。

　
こ
れ
ら
の
表
を
み
て
み
る
と
、
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造

の
状
況
お
よ
び
、
そ
の
、
こ
こ
数
年
の
変
化
の
い
く
つ
か
の

特
徴
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
第
一
に
売
上
高
に
よ
っ
て
一
九
七
五
年
以
降
の
構
成

比
率
の
変
化
を
み
て
み
る
と
、
こ
の
よ
う
な
短
期
間
で
あ
る

が
、
事
業
領
域
相
互
間
に
か
な
り
大
き
た
変
化
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
は
技
術
シ
ス
テ
ム
・
材
料

事
業
や
消
費
者
用
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
比
率
を
上
げ
て

お
り
、
と
く
に
前
者
に
こ
れ
が
目
立
つ
の
に
対
し
て
、
他
方

動
カ
シ
ス
テ
ム
事
業
や
在
外
多
産
業
子
会
杜
の
事
業
が
比
率

を
落
し
て
お
り
、
と
く
に
前
者
に
こ
れ
が
目
立
っ
て
い
る
。

　
っ
ぎ
に
売
上
高
と
純
利
益
と
の
関
係
を
み
て
み
る
と
、
事

業
領
域
の
間
に
売
上
高
純
利
益
率
で
か
な
り
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
領
域
の

売
上
高
で
の
比
率
と
純
利
益
で
の
比
率
と
の
ひ
ら
き
か
ら
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
二
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
二
〇
六
）

き
ら
か
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
消
費
者
用
製
品
・
サ
ー
ピ
ス
事
業
、
資
源
事
業
の
場
合
に
は
純
利
益
で
の
比
率
が
売
上
高
で
の
比
率

を
上
回
っ
て
お
り
、
と
く
に
後
者
の
場
合
に
は
そ
れ
が
三
倍
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
他
方
、
動
カ
シ
ス
テ
ム
事
業
と
在
外
多

産
業
子
会
杜
の
事
業
の
場
合
に
は
純
利
益
で
の
比
率
が
売
上
高
で
の
比
率
の
約
半
分
な
い
し
そ
れ
以
下
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

売
上
高
で
の
比
率
と
純
利
益
で
の
比
率
と
が
ほ
ぽ
一
致
し
て
い
る
産
業
用
機
器
・
部
品
事
業
と
技
術
シ
ス
テ
ム
・
材
料
事
業
の
売
上

高
純
利
益
率
を
平
均
と
す
れ
ぱ
、
一
方
で
消
費
者
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
資
源
事
業
、
と
り
わ
げ
後
者
の
売
上
高
純
利
益
率
は
高

く
、
他
方
、
動
カ
シ
ス
テ
ム
事
業
と
在
外
多
産
業
子
会
杜
の
事
業
の
そ
れ
は
目
立
っ
て
低
く
な
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
二
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
全
体
と
し
て
の
売
上
高
純
利
益
率
は
一
九
七
六
年
以
降
少
し
ず

つ
上
昇
し
始
め
、
一
九
七
〇
年
代
前
半
に
は
四
％
台
だ
っ
た
の
が
一
九
七
七
～
八
○
年
に
は
六
％
台
に
上
っ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う

な
変
化
の
事
業
的
基
盤
が
何
で
あ
っ
た
か
、
以
上
の
説
明
か
ら
お
の
ず
か
ら
あ
き
ら
か
で
あ
ろ
う
。
す
た
わ
ち
、
そ
れ
は
、
売
上
高

純
利
益
率
の
高
い
事
業
領
域
の
成
長
と
、
逆
に
そ
れ
が
著
し
く
低
い
事
業
領
域
の
相
対
的
比
重
の
低
下
の
結
果
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
場
合
、
と
く
に
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
あ
き
ら
か
に
一
九
七
六
年
か
ら
合
併
に
よ
っ
て
登
場
す
る
資
源

事
業
の
高
収
益
性
で
あ
ろ
う
。
総
合
電
機
巨
大
企
業
と
し
て
の
伝
統
を
誇
る
Ｇ
Ｅ
杜
の
収
益
性
の
回
復
が
資
源
事
業
の
包
摂
に
大
き

く
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
の
は
一
見
皮
肉
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
た
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
の
行
動
様
式
は
ど
の
よ
う
な
行
動
原
理
に

も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
か
ら
本
稿
で
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
当
杜
の
組
織
変
革
と
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。



　
○
　
現
在
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造

　
以
上
Ｈ
で
は
、
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
を
あ
き
ら
か
に
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
そ
の
基
礎
に
あ
る
事
業
構
造
を
概
観
し
た
。

そ
こ
で
っ
ぎ
に
、
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
、
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
の
骨
組
み
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ｏ
ｏ
事
業
部
制
組
織

　
そ
こ
で
・
ま
ず
は
じ
め
に
Ｇ
Ｅ
杜
の
現
在
の
組
織
構
造
の
全
体
を
概
括
す
る
組
織
図
を
掲
げ
て
み
る
と
、
図
３
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
先
に
・
こ
れ
か
ら
対
象
と
す
る
Ｇ
Ｅ
杜
は
広
範
な
事
業
の
多
角
化
の
基
礎
の
上
に
典
型
的
に
精
練
さ
れ
た
事
業
部
制
組
織
を
も
っ

巨
大
企
業
で
あ
る
と
の
べ
た
が
、
こ
の
図
に
よ
っ
て
Ｈ
で
み
て
き
た
よ
う
た
多
角
化
し
た
事
業
構
造
が
ど
の
よ
う
た
事
業
部
制
組
織

に
よ
っ
て
組
織
的
に
ま
と
め
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
図
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
は
、
ま
ず
大
枠
と
し
て
、

　
¢
　
事
業
部
門
（
８
Ｒ
註
お
Ｏ
◎
旨
Ｏ
旨
彗
芭

　
◎
本
杜
ス
タ
ッ
フ
部
門
（
Ｏ
◎
君
量
試
Ｏ
ｏ
雪
寓
Ｏ
◎
昌
Ｏ
昌
彗
蒜
）

　
　
　
経
営
役
員
室
（
Ｏ
◎
壱
ｏ
曇
¢
異
８
婁
き
○
雷
８
）

と
い
う
三
層
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
事
業
部
制
組
織
の
典
型
的
な
彩
式
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
¢
　
事
業
部
門

　
組
織
構
造
の
土
台
を
な
し
て
い
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
に
研
究
開
発
、
製
造
、
購
入
、
販
売
な
ど
の
基
本
機
能
を
そ
な
え
た

事
業
部
門
か
ら
成
り
立
っ
事
業
部
門
組
織
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
個
々
の
具
体
的
た
事
業
の
経
営
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
、
そ
の

分
野
で
の
市
場
と
利
益
の
責
任
を
も
た
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
事
業
都
制
組
織
の
も
っ
と
も
重
要
な
特
徴
が
あ
る
。

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
鶉
冒
§
－
里
８
巨
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
二
九
（
二
〇
七
）
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．
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箒
舳
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擦
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●

）ＵＢＳ
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ｅ趾

　
　
Ｃ

・
．
９
１

の
蛇

も
蝸
た
駄
れ
（
さ
位
供
単
提
業
り
事
よ
略
社
戦
Ｅ

は

Ｇ
印ホ

所
）
出
注

（
　
（

■
　
■
　
■

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜

（
○
ｏ
■
０
Ｈ
｝
一
向
－
ｏ
ｏ
Ｒ
－
ｏ
Ｏ
◎
一
）

の
組
織
変
革
ｏ

（
坂
本
）

三
一
（
二
〇
九
）
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鮒
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郎

帥ｍ
ｕ蝸
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ｃ
ｂ
す
Ｃ
示

．
舳
を

廊
の
Ｅ
肥
訓
（
帥
位

ｅ
ｎ
単

Ｇ
業
Ｌ
事，略
出
戦
ｄ
は
Ｗ
印

）
。
所
）
出
注
（
（

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
實
胃
巴
里
８
巨
（
ｏ
◎
．
）

の
組
織
変
革
ｏ
（
坂
本
）

三
三
（
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
（
二
二
一
）

　
そ
の
構
造
を
も
う
少
し
具
体
的
に
み
て
み
る
と
、
そ
れ
は
ま
ず
大
枠
と
し
て
、
消
費
者
用
製
品
・
サ
ー
ピ
ス
（
Ｏ
◎
易
■
昌
胃
卑
◎
－

ま
募
彗
｛
０
．
Ｒ
ま
ｏ
星
、
産
業
用
機
器
・
部
品
（
Ｈ
邑
易
ま
当
卑
◎
ま
募
彗
｛
Ｏ
§
君
冒
邑
。
・
）
、
動
カ
シ
ス
テ
ム
（
勺
婁
９
０
０
薫
彗
）
、
技

術
シ
ス
テ
ム
・
材
料
（
弓
８
ヲ
｛
Ｓ
；
ゑ
彗
竃
｛
く
９
¢
『
邑
。
・
）
、
国
際
（
曇
¢
昌
註
旨
巴
）
、
お
よ
び
ユ
タ
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
杜

（
具
註
Ｈ
昌
Ｏ
旨
註
旨
串
Ｈ
鼻
）
と
い
う
六
っ
の
事
業
セ
ク
タ
ー
（
０
。
婁
９
）
に
分
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
　
こ

れ
ら
六
っ
の
事
業
セ
ク
タ
ー
は
先
に
あ
き
ら
か
に
し
た
事
業
構
造
の
六
っ
の
柱
に
そ
の
ま
ま
対
応
し
て
い
る
。
事
業
構
造
に
お
げ
る

六
っ
の
柱
が
組
織
的
に
は
六
っ
の
事
業
セ
ク
タ
ー
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
（
た
だ
し
、
国
際
事
業
の
領
域
に
っ
い
て
は
、

基
本
的
に
在
外
多
産
業
子
会
杜
の
事
業
だ
け
が
国
際
事
業
セ
ク
タ
ー
と
し
て
組
織
さ
れ
て
い
る
）
。

　
と
こ
ろ
で
、
図
３
か
ら
も
あ
き
ら
か
た
よ
う
に
、
各
事
業
セ
ク
タ
ー
は
さ
ら
に
事
業
グ
ル
ー
プ
（
？
◎
君
）
事
業
部
（
９
多
－
旨
）
、

そ
し
て
そ
れ
が
さ
ら
に
場
合
に
よ
っ
て
は
製
品
部
１
１
小
事
業
部
（
Ｕ
召
ま
§
昌
に
分
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
現

在
の
事
業
部
門
は
っ
ぎ
の
よ
う
な
四
層
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
ブ
　
　
部
）
　
部
部
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
つ
　
　
一
の
　
　
　
０
ｎ
　
　
　
　
ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
七
・
　
ル
ｕ
　
　
“
　
　
　
業
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慧
－
篤
－
業
附
－
品
事
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
　
　
事
　
　
事
（
　
製
小
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

こ
の
点
を
さ
ら
に
消
費
者
用
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
セ
ク
タ
ー
の
場
合
を
使
っ
て
も
う
少
し
具
体
的
に
示
し
て
み
る
と
、
図
４
の
と

お
り
で
あ
る
。

全
体
と
し
て
い
え
ば
、
現
在
（
一
九
八
○
年
現
在
）
、
六
つ
の
事
業
セ
ク
タ
ー
の
下
に
、
一
一
の
事
業
グ
ル
ー
プ
、
約
五
〇
の
事
業



部
、
さ
ら
に
約
二
〇
〇
の
製
品
部
１
１
小
事
業
部
、
そ
し
て
一
四
の
子
会
杜
が
ピ
ラ
、
・
・
ツ
ド
状
に
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
本
社
ス
タ
ッ
フ
部
門

　
現
場
部
門
と
本
杜
が
分
離
し
て
い
る
企
業
で
あ
れ
ば
、
本
杜
ス
タ
ッ
フ
部
門
が
お
か
れ
て
い
る
の
は
普
通
の
こ
と
で
あ
る
が
、
分

権
的
た
経
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
さ
ら
に
す
ぐ
あ
と
で
の
べ
る
よ
う
に
各
事
業
に
積
極
的
な
市
場
志
向
性
を
も
た
せ
る
た

め
の
、
い
わ
ゆ
る
戦
略
事
業
計
画
（
ｏ
・
暮
け
晶
ざ
｝
易
９
易
の
曽
ｐ
■
邑
轟
）
を
進
め
て
い
る
Ｇ
Ｅ
杜
の
場
合
に
は
、
本
杜
ス
タ
ッ
フ
部
門

は
そ
の
よ
う
た
目
的
に
沿
う
よ
う
に
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

　
第
一
に
、
全
杜
的
な
経
営
戦
略
に
か
か
わ
る
間
題
を
提
案
す
る
。

　
第
二
に
、
各
事
業
部
門
か
ら
出
さ
れ
る
「
戦
略
事
業
単
位
（
ｏ
ｏ
蔓
片
晶
庁
困
易
－
■
易
。
・
ｄ
邑
一
の
）
」
の
評
価
を
行
っ
て
、
そ
の
侯
補
を
ト

ッ
プ
・
々
ネ
ジ
メ
ソ
ト
ー
１
経
営
役
員
室
へ
提
出
す
る
。

　
　
と
い
う
、
二
っ
の
任
務
を
果
た
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
八
○
年
二
月
現
在
、
Ｇ
Ｅ
杜
に
は
、
財
務
（
里
墨
９
¢
）
、
人
事
（
穿
８
暮
き
峯
彗
君
き
『
）
、
　
シ
ス

テ
ム
管
理
（
Ｏ
ｏ
壱
◎
量
試
黒
◎
ま
茎
旨
冒
｛
Ｏ
ｏ
§
ま
。
・
Ｃ
．
ｏ
ま
婁
）
、
技
術
（
Ｏ
◎
壱
◎
尋
ｏ
宗
ｏ
ぎ
◎
－
◎
零
）
、
計
画
・
開
発
（
Ｏ
◎
壱
◎
曇
ｏ

曽
彗
己
お
竃
｛
Ｕ
ｏ
至
亀
曇
■
け
）
、
対
杜
会
関
係
（
Ｏ
◎
｛
◎
量
試
寄
－
註
◎
易
）
、
総
務
（
○
彗
ｏ
邑
Ｏ
◎
冒
邑
竃
｛
０
０
８
鼻
葛
）
、
以
上
七
つ
の

本
杜
ス
タ
ッ
フ
部
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
、
戦
略
事
業
計
画
推
進
の
中
心
に
た
っ
て
い
る
の
は
、
計
画
・
開
発
ス
タ
ッ

フ
で
あ
る
。

　
　
経
営
役
員
室

　
い
う
ま
で
も
な
く
経
営
役
員
室
は
、
ト
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
組
織
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
企
業
全
体
に
対
す
る
リ
ー

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
睾
巴
里
８
巨
ｏ
ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
三
五
（
二
二
二
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
二
一
四
）

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
握
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
前
段
の
本
杜
ス
タ
ッ
フ
部
門
の
と
こ
ろ
で
の
べ
た
よ
う
な
経
営
方
式
を

と
る
Ｇ
Ｅ
杜
の
場
合
に
は
、
経
営
役
員
室
は
、
個
々
の
事
業
部
門
の
業
務
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
企
業
全
体
の
戦
略
事
業
計
画
の
決
定

と
業
績
の
評
価
、
各
事
業
部
門
の
目
標
や
計
画
と
企
業
全
体
の
そ
れ
と
の
問
の
調
整
、
そ
し
て
さ
ら
に
計
画
的
な
経
営
者
層
の
養
成
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

た
ど
に
責
任
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
２
）
　
以
上
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
○
竃
ｏ
量
一
里
８
ま
ｏ
ｏ
Ｐ
ト
§
§
Ｎ
勾
膏
尋
宕
◎
。
◎
一
「
『
経
営
革
新
の

　
　
　
雄
』
Ｇ
Ｅ
が
導
入
し
た
八
○
年
代
向
げ
組
織
の
全
容
　
　
『
セ
ク
タ
ー
制
』
で
ト
ッ
プ
の
戦
略
機
能
を
強
化
」
『
目
経
ピ
ジ
ネ
ス
』
一
九

　
　
　
七
八
年
二
月
二
七
目
号
、
矢
矧
晴
一
郎
「
Ｇ
Ｅ
の
組
織
蘇
生
学
」
『
季
刊
中
央
公
論
・
経
営
問
題
』
　
一
九
七
九
年
冬
季
号
、
た
ど
を
参

　
　
　
照
。

　
＠
　
戦
略
事
業
単
位
（
Ｓ
Ｂ
Ｕ
）

　
以
上
○
Ｄ
で
は
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
の
も
っ
と
も
基
礎
的
な
特
質
で
あ
る
事
業
部
制
組
織
に
っ
い
て
、
そ
の
基
本
的
た
骨
組
み
を
た

ど
っ
て
み
た
。
し
か
し
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
は
以
上
の
よ
う
た
事
業
部
制
組
織
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
複
雑
な
構
造
を
も

っ
て
お
り
、
そ
の
点
に
Ｇ
Ｅ
杜
の
現
在
の
組
織
構
造
の
よ
り
具
体
的
な
特
徴
を
み
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
そ
れ
が
さ
ら
に
い
わ
ゆ
る
戦
略
事
業
単
位
（
ｏ
。
蔓
け
晶
ざ
｝
易
ぎ
易
。
・
弓
邑
一
婁
略
し
て
Ｓ

Ｂ
Ｕ
）
の
組
織
を
導
入
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
戦
略
事
業
単
位
と
は
、
先
に
本
部
ス
タ
ッ
フ
部
門
の
と
こ
ろ
で
ち
ょ
っ
と
の
べ
た
よ
う
に
、
事
業
部
制
組
織
を
と
る
多
事

業
企
業
が
各
事
業
に
積
極
的
た
市
場
志
向
性
を
も
た
せ
、
成
長
の
有
望
た
事
業
を
重
点
的
に
推
進
す
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ
る
戦
略
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

業
計
画
を
進
め
る
た
め
に
、
基
本
的
計
画
単
位
と
し
て
設
定
し
た
事
業
単
位
の
こ
と
で
あ
る
。



　
Ｇ
Ｅ
杜
で
は
、
先
に
Ｏ
じ
の
Ｏ
で
説
明
し
た
事
業
部
門
組
織
が
具
体
的
に
ば
こ
の
よ
う
な
戦
略
事
業
単
位
組
織
と
し
て
機
能
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
○
年
二
月
現
在
、
こ
の
よ
う
な
戦
略
事
業
単
位
は
四
一
に
１
の
ぼ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
先
の
図
３
と
図

４
の
上
で
示
し
て
み
る
と
、
図
中
の
・
印
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
図
で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
戦
略
事
業
単
位
は
製
品
部
Ｈ
ハ
事
業
部
（
Ｕ
召
胃
ぎ
彗
↓
）
レ

ベ
ル
や
事
業
部
（
９
＜
邑
８
）
レ
ベ
ル
で
と
同
時
に
、
さ
ら
に
上
位
の
、
い
く
っ
か
の
事
業
部
を
包
摂
す
る
事
業
グ
ル
ー
プ
（
？
◎
毛
）

レ
ベ
ル
で
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
図
４
で
示
さ
れ
て
い
る
消
費
者
用
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
セ
ク
タ
ー
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
に
は
七
つ
の
戦
略
事
業
単
位
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
製
品
部
レ
ベ
ル
で

）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

ルデモ（織組）ＵＢＳ（位単業事略戦５図

ｐｕＯＲＧ

Ｎ○引１ＶｌＤ

ＴＮＥＭＴ日ＡｐＥＤ

版出館文同年
７
８

１
９』造構の換

転
。
略
図
戦
↓
［
工
友
第
博
ジ
川
一

石
８
ぺ
）
５所出（

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
０
９
睾
巴
昌
８
ま
ｏ
ｏ
ｏ
・
）

一
っ
、
事
業
部
レ
ベ
ル
で
二
っ
設
げ
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
ー
、
事
業
グ
ル
ー
プ
・
レ
ベ

ル
で
二
っ
設
げ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
他
に
子
会
杜
で
二
っ
設
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
一
般
化
し
て
示
せ
ぽ
、
図
５
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
理
解
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
た
戦
略
事
業
単
位
と
い
う
の
は
、

旧
来
の
製
品
別
に
細
分
化
さ
れ
た
事
業
部
門
組
織
の
市
場
志
向
的
再
編
成
を
指
向
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
来
の
事
業
部
門
組
織
、
と
り
わ
げ

細
分
化
さ
れ
た
製
品
別
事
業
部
門
組
織
は
、
本
来
多
事
業
企
業
に
市
場
志
向
性
を
も
た

せ
る
た
め
に
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
依
然
と
し
て
生
産
志
向
的
な
い

し
技
術
志
向
的
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
戦
略
事
業
単
位
の
設
定
は
、

こ
の
よ
う
た
旧
来
の
事
業
部
門
組
織
に
改
め
て
積
極
的
な
市
場
志
向
性
を
付
与
す
る
た

　
　
　
　
　
　
　
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
三
七
（
二
一
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八
（
二
ニ
ハ
）

め
に
、
市
場
戦
略
を
前
提
と
し
た
柔
軟
な
事
業
計
画
の
単
位
編
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
紙
～

　
　
（
３
）
　
以
上
Ｇ
Ｅ
杜
の
戦
略
事
業
計
画
、
戦
略
事
業
単
位
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
参
照
。

　
　
　
　
　
○
向
．
。
。
オ
婁
ｏ
ｏ
言
ｇ
晶
＜
ぎ
Ｈ
句
落
胃
ｏ
・
８
茸
戸
望
蚤
婁
§
峯
－
邑
Ｋ
０
・
一
岩
鼻

　
　
　
　
　
茅
。
・
、
竺
目
葦
、
庁
０
３
ま
三
ミ
§
§
§
、
き
ミ
・
恕
§
き
§
膏
妻
き
§
§
ｍ
一
旨
君
豪
麦
一
．

　
　
　
　
　
Ｈ
。
一
・
。
。
・
甲
戸
皇
。
向
、
・
一
、
ぎ
■
・
｛
く
彗
晶
彗
彗
；
ぎ
一
・
簑
ｇ
○
彗
§
一
嘗
８
ま
・
一
§
・
掌
き
膏
婁
§
ミ
県
き
ミ
嚢
・

　
　
　
　
§
§
“
岩
轟
一
〇
ｑ
．
げ
｝
§
昌
♀
冒
．
竃
｛
ｏ
５
彗
ミ
８
♀
申

　
　
　
　
　
多
久
安
英
「
Ｓ
Ｂ
Ｕ
（
戦
略
事
業
単
位
）
に
よ
る
事
業
部
制
の
強
化
と
戦
略
ス
タ
ヅ
フ
の
役
割
」
『
経
営
資
料
月
報
』
第
六
四
二
号
、

　
　
　
　
一
九
七
七
年
六
月
七
目
。

　
　
　
　
　
石
川
博
友
『
戦
略
転
換
の
構
造
　
　
八
○
年
代
企
業
の
闘
争
』
一
九
七
八
年
、
同
文
館
出
版
、
第
－
章
六
。

　
　
　
　
　
石
川
博
友
「
一
九
八
○
年
代
を
志
向
す
る
Ｇ
Ｅ
戦
略
　
　
『
セ
ク
タ
ー
』
の
真
の
ね
ら
い
は
何
か
」
『
Ｍ
Ｔ
Ｓ
リ
ポ
ー
ト
』
一
九
七
九
年

　
　
　
　
二
月
二
八
日
号
。

　
　
　
　
　
「
『
経
営
革
新
の
雄
』
Ｇ
Ｅ
が
導
入
し
た
八
○
年
代
向
げ
組
織
の
全
容
　
　
『
セ
ク
タ
ー
制
』
で
ト
ツ
ブ
の
戦
略
機
能
を
強
化
」
『
日
経
ビ

　
　
　
　
ジ
ネ
ス
』
一
九
七
八
年
二
月
二
七
目
号
。

　
　
　
　
　
矢
矧
晴
一
郎
「
Ｇ
Ｅ
の
組
織
蘇
生
学
」
『
季
刊
中
央
公
論
・
経
営
間
題
』
一
九
七
九
年
冬
季
号
。

　
　
　
　
　
加
護
野
忠
男
「
Ｓ
Ｂ
Ｕ
管
理
」
『
国
民
経
済
雑
誌
』
第
一
四
三
巻
第
二
号
、
一
九
八
一
年
二
月
。

　
　
　
　
　
な
お
、
戦
略
事
業
計
画
、
戦
略
事
業
単
位
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
六
章
（
次
稿
）
で
く
わ
し
く
説
明
す
る
。
こ
こ
で
の
説
明
は
、
そ
の

　
　
　
　
基
本
的
位
置
づ
げ
を
あ
き
ら
か
に
し
た
に
と
ど
ま
る
。

　
ゆ
　
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制

　
以
上
吻
で
の
べ
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
で
は
事
業
部
門
組
織
が
具
代
的
に
は
戦
略
事
業
単
位
組
織
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
さ
ら
に
戦
略
事
業
計
画
が
実
行
さ
れ
て
い
く
個
々
の
事
業
単
位
１
１
事
業
部
（
戦
略
事
業
単
位
が
事
業
グ
ル

ー
プ
．
レ
ベ
ル
に
お
か
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
計
画
が
実
際
に
実
行
さ
れ
て
い
く
の
は
個
々
の
事
業
部
レ
ベ
ル
に
お
い
て
で
あ
る
）
レ
ベ
ル
の
内



都
組
織
に
っ
い
て
み
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
や
は
り
組
織
構
造
全
体
に
市
場
志
向
性
を
付
与
す
る
た
め
の
仕
組
み
が
形
づ
く
ら
れ
て

い
る
。

　
す
た
わ
ち
、
個
々
の
事
業
都
の
組
織
は
、
ま
ず
基
礎
構
造
と
し
て
は
研
究
開
発
、
製
造
、
販
売
な
ど
の
経
営
の
基
本
機
能
を
柱
と

し
た
、
機
能
別
部
門
編
成
を
と
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
は
、
事
業
部
が
包
摂
し
て
い
る
製
品
ラ
イ
ソ
、
し
た
が
っ
て
市
場
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
責
任
を
も
っ
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
し
て
、
こ
れ
に
具
体
的
な
市
場
戦
略
の
実
行
を
担
わ
せ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
組
織
上
は
普
通
、
販
売
部
門
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

か
れ
ら
の
実
際
の
活
動
は
研
究
開
発
、
製
造
、
販
売
な
ど
の
諸
機
能
部
門
全
体
を
動
員
し
て
、
担
当
製
品
ラ
イ
ソ
を
市
場
で
成
功
さ

せ
て
い
く
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
先
に
組
織
図
（
図
４
）
を
掲
げ
た
消
費
者
用
製
品
・
サ
ー

ピ
ス
事
業
セ
ク
タ
ー
の
中
の
家
庭
用
品
・
音
響
機
器
事
業
都
（
自
◎
易
婁
胃
塞
彗
ｑ
声
邑
一
◎
団
邑
■
易
。
。
昌
く
邑
８
）
に
は
、

　
調
理
用
品
（
句
Ｏ
◎
ｑ
軍
召
胃
註
旨
串
０
３
０
呂

　
衣
服
手
入
れ
用
品
（
Ｏ
・
胃
昌
９
け
Ｏ
胃
¢
軍
◎
星
９
。
。
）

　
身
繕
い
用
品
（
勺
婁
◎
昌
；
胃
¢
卑
◎
３
募
）

　
時
計
・
家
庭
用
警
報
機
器
（
畠
豪
§
｛
Ｃ
０
８
冒
身
零
◎
星
Ｏ
芭

　
ラ
ジ
オ
（
射
邑
ざ
零
◎
｛
９
誌
）

　
ポ
ー
タ
ブ
ル
音
響
機
器
（
ま
易
◎
§
一
〇
◎
冒
昌
冒
一
〇
註
◎
目
軍
ｏ
ま
象
）

　
　
以
上
の
よ
う
た
製
品
ラ
イ
ソ
が
包
摂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
製
品
ラ
ィ
ソ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
、
か
れ
が
そ
の
担
当
の
製
品
ラ
ィ
ソ
の
市
場
戦
略
に
責
任
を
も
っ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
０
９
胃
巴
里
９
ま
ｏ
ｏ
◎
．
）
の
組
織
変
革
い
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
三
九
（
二
一
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇
（
二
一
八
）

　
こ
う
し
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
は
、
さ
ら
に
事
業
部
レ
ベ
ル
で
は
、
基
礎
構
造
と
し
て
の
機
能
別
部
門
組
織
が
さ
ら
に
細
分
化

さ
れ
た
製
品
ラ
イ
ソ
ー
１
市
場
領
域
ご
と
の
ブ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
組
織
、
Ｌ
た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
・
ブ
ロ

グ
ラ
ム
組
織
に
よ
っ
て
横
断
的
に
お
お
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
組
織
全
体
が
市
場
志
向
的
行
動
を
と
り
う
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
を
も
っ
た
組
織
は
、
一
般
に
マ
ト
リ
ヅ
ク
ス
組
織
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｇ
Ｅ
杜

の
組
織
構
造
は
、
さ
ら
に
事
業
部
レ
ベ
ル
で
み
て
み
る
と
、
単
た
る
機
能
別
部
門
組
織
で
は
た
く
、
そ
の
よ
り
高
次
元
の
、
市
場
志

向
的
組
織
と
し
て
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
わ
げ
で
あ
る
。

　
　
（
４
）
　
以
上
Ｇ
Ｅ
杜
の
プ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
に
つ
い
て
は
、
○
向
、
。
・
オ
ｏ
ミ
ｏ
ｏ
弐
斗
品
＜
｛
Ｒ
句
易
試
Ｈ
？
◎
茸
戸
望
吻
ぎ
婁
§
呉

　
　
　
　
旨
与
ｏ
。
一
畠
ｓ
．

　
　
（
５
）
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
組
織
、
マ
ト
リ
ヅ
ク
ス
組
織
と
そ
れ
が
も
っ
意
義
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
戦
後
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業

　
　
　
　
の
組
織
変
革
　
　
マ
ト
リ
ヅ
ク
ス
組
織
の
彩
成
と
そ
の
意
義
」
『
立
命
館
経
済
学
』
第
二
九
巻
第
六
号
、
一
九
八
一
年
二
月
、
を
参
照
。

四
　
事
業
部
制
組
織
の
形
成
と
そ
の
構
造

　
Ｇ
Ｅ
杜
の
、
と
く
に
戦
後
の
組
織
変
革
を
あ
き
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
じ
め
に
以
上
三
で
、
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
、

さ
ら
に
そ
の
基
礎
に
あ
る
事
業
構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
た
。
一
般
に
過
去
の
歴
史
的
発
展
の
産
物
で
あ
る
現
在
の
組
織
構
造
に
は
、

そ
の
発
展
過
程
の
時
々
に
行
わ
れ
た
変
革
の
成
果
が
移
を
変
え
た
が
ら
も
重
層
的
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
じ
め
に
そ

の
よ
う
な
現
在
の
組
織
構
造
を
あ
き
ら
か
に
し
て
お
く
の
が
、
本
題
の
組
織
変
革
の
説
明
に
好
都
合
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
す
で
に
あ
き
ら
か
に
た
っ
た
よ
う
に
、
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
は
、
Ｏ
じ
事
業
部
制
組
織
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、



そ
れ
が
さ
ら
に
具
体
的
に
、
似
企
業
全
体
レ
ベ
ル
で
の
戦
略
事
業
単
位
（
Ｓ
Ｂ
Ｕ
）
組
織
と
、
ゆ
個
々
の
事
業
部
レ
ベ
ル
で
の
ブ
ロ

ダ
ク
ト
一
マ
ネ
ジ
ャ
ー
制
、
す
な
わ
ち
マ
ー
ヶ
テ
ィ
ソ
グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
組
織
を
導
入
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下

で
は
、
こ
の
よ
う
た
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
を
形
づ
く
る
諾
要
素
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
順
を
追
っ
て
具

体
的
に
み
て
み
る
ご
と
に
す
る
。
そ
し
て
、
ま
ず
本
章
で
は
、
組
織
構
造
の
基
礎
で
あ
る
事
業
部
制
組
織
に
っ
い
て
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
し
て
移
成
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
た
構
造
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
か
を
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ
と
に

す
る
。

　
○
　
事
業
部
制
組
織
の
移
成

　
Ｇ
Ｅ
杜
が
事
業
部
制
組
織
を
本
格
的
に
導
入
し
た
の
は
、
す
で
に
冒
頭
で
も
の
べ
た
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
、
五
代
目
杜
長

（
零
置
宗
鼻
）
コ
ー
デ
イ
ナ
ー
（
Ｏ
◎
葦
冒
■
内
』
）
が
就
任
し
た
直
後
の
一
九
五
一
～
五
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
般
的

に
も
そ
う
で
あ
る
が
「
と
く
に
こ
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
企
業
組
織
の
導
入
は
い
ち
ど
き
に
行
わ
れ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
毛
れ
に
至
る
ま
で
に
第
二
次
大
戦
以
前
の
段
階
か
ら
の
か
た
り
長
い
、
漸
進
的
た
事
業
都
門
自
立
化
、
分
権
化
の

歴
史
が
あ
り
、
第
二
次
大
戦
後
の
組
織
変
革
は
、
い
わ
ば
そ
の
総
仕
上
げ
的
た
意
味
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
こ
の
よ
う
な

過
程
を
具
体
的
に
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
○
〇
　
一
八
九
二
年
成
立
当
時
の
組
織
　
　
機
能
別
部
門
組
織
の
形
成

　
す
で
に
二
で
の
べ
た
よ
う
に
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
一
八
九
二
年
、
当
時
の
ア
メ
リ
ヵ
の
三
大
電
機
企
業
の
う
ち
の
二
っ
、
エ
ジ
ソ
ソ
．
ゼ

ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
と
ト
ム
ソ
ソ
ー
ー
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ソ
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
の
合
同
に
よ
っ
て
成
立
し
た
。

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
０
９
實
巴
里
ｏ
ｏ
己
ｏ
ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
四
一
（
二
一
九
）



織組杜ＥＧの時立成年
９
２

１
８６図

立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
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第
二
号
）
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．
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砧
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刎
５
３

帥
１
９

ｅ
ｎ
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Ｇ
ｎ
ｅ

）
０所出（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二
（
二
二
〇
）

　
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
す
で
に
経
営
諸
機
能
の
垂
直
的
統
合
構
造
を
も
っ
た
大
企
業
同
志
の

合
同
は
、
当
然
経
営
機
能
の
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
大
き
な
重
複
を
っ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

新
し
い
Ｇ
Ｅ
杜
の
経
営
者
た
ち
は
、
こ
の
二
大
垂
直
的
統
合
企
業
の
合
同
体
を
内
実
化
す
る
た
め

に
、
一
方
で
は
製
造
部
門
や
販
売
部
門
組
織
の
集
約
化
・
統
合
化
を
行
い
、
他
方
で
は
企
業
全
体

の
経
営
管
理
組
織
の
整
備
を
行
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
製
造
部
門
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
の
活
動
は
主
要
な
三
っ
の
事
業
所
１
１
工
場

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ス
ヶ
ネ
ク
タ
デ
ィ
（
Ｃ
・
争
彗
８
冨
号
）
工
場
、
　
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
の
リ
ソ

エ
場
（
ｑ
昌
）
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
ハ
リ
ソ
ソ
（
霊
冒
ぎ
目
）
工
場
　
　
に
集
中
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
ス
ヶ
ネ
ク
タ
デ
ィ
エ
場
で
は
大
型
発
電
機
、
モ
ー
タ
ー
、
タ
ー
ビ
ソ
の
よ
う
な
重
電
気

機
器
、
リ
ソ
エ
場
で
は
ア
ー
ク
灯
、
小
型
モ
ー
タ
ー
、
メ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
小
型
の
量
産
電
気
機

器
、
ハ
リ
ソ
ソ
エ
場
で
は
白
熱
電
灯
が
そ
れ
ぞ
れ
製
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ま
た
販
売
部
門
に
つ
い
て
は
、
本
部
レ
ベ
ル
で
も
地
域
支
店
レ
ベ
ル
で
も
各
主
要
製
品
ラ
イ
ソ

ご
と
に
販
売
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
ｏ
．
ｐ
－
易
峯
彗
晶
胃
冒
零
◎
ま
ｏ
け
竃
彗
晶
ｇ
）
を
お
く
と
い
う
先
駆
的
な
、

す
ぐ
れ
た
販
売
組
織
を
す
で
に
確
立
し
て
い
た
ト
ム
ソ
ソ
ー
ー
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ソ
一
エ
レ
ク
ト
リ
ヅ
ク

杜
の
販
売
組
織
を
中
核
と
し
て
組
織
の
整
理
・
統
合
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
販
売
マ
ネ
ジ
ャ

ー
と
い
う
の
は
、
　
「
生
産
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
調
整
と
、
か
れ
ら
の
監
督
下
で
行
わ
れ
る
製
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
た
め
の
新
市
場
の
開
拓
に
責
任
を
負
う
」
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
の
ち
に
第
二
次
大
戦
後
、
個



別
事
業
都
レ
ベ
ル
で
導
入
さ
れ
る
ブ
ロ
ダ
ク
ト
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
さ
き
が
げ
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
企
業
全
体
の
経
営
管
理
組
織
に
っ
い
て
は
、
図
６
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
か
た
ち
の
組
織
、
す
た
わ
ち
典
型
的
な
機
能
別
部

門
組
織
が
構
想
さ
れ
、
高
度
に
集
権
的
た
管
理
機
構
の
確
立
が
め
ざ
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
実
際
に
１
二
〇
世
紀
に
入
る
こ
ろ
ま

で
に
し
だ
い
に
内
実
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
１
よ
っ
て
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
や
は
り
二
〇
世
紀
初
頭
に
多
数
の
企
業
の
合
同
体
を
集
権
的

な
管
理
機
構
を
そ
な
え
た
企
業
と
し
て
確
立
し
た
デ
ュ
ポ
ソ
杜
と
と
も
に
、
垂
直
的
統
合
企
業
を
管
理
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

構
造
を
先
駆
的
に
っ
く
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
に
っ
い
て
、
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー
（
Ｏ
｝
彗
昌
９
戸
Ｐ
汽
）
は
『
経
営
者
の

時
代
（
皇
¢
≦
。
・
量
ｏ
串
彗
｛
）
』
（
一
九
七
七
年
）
の
中
で
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ヅ
ク
杜
の
新
し
い
ト
ヅ
プ
の
管
理
者
は
、
組
織
全
体
を
通
ず
る
有
効
た
意
思
伝
達
と
統
制
を
確
保
す
る
た
め
の
機

　
能
別
部
門
組
織
を
つ
く
り
上
げ
た
。
」
（
Ｏ
｝
彗
昌
員
声
』
・
ヲ
一
婁
～
ミ
勿
“
§
き
ミ
ー
§
～
き
§
篶
ふ
ミ
峯
§
ミ
“
§
“
ミ
ト
§
“
ミ
§

　
望
蚤
婁
一
宕
鼻
ｐ
お
◎
一
鳥
羽
欽
一
郎
・
小
林
袈
裟
治
訳
『
経
営
者
の
時
代
』
一
九
七
九
年
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
下
巻
七
四
三
ぺ
－
ジ
。
）

　
　
「
…
…
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ユ
レ
ク
ト
リ
ヅ
ク
の
創
設
者
は
、
既
存
の
子
会
杜
を
管
理
の
単
位
と
し
て
用
い
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
高
度
に
集
権
的
た

　
管
理
機
構
に
よ
っ
て
代
置
し
た
の
で
あ
る
。
…
…
（
中
略
）
。
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
の
上
級
経
営
者
は
、
企
業
者
企
業
（
８
吋
８
８
・

　
暮
冒
邑
胃
昌
。
・
．
こ
れ
と
対
置
さ
れ
る
の
は
経
営
者
企
業
昌
彗
晶
實
邑
津
冒
。
・
・
〔
引
用
者
注
〕
）
の
ト
ッ
プ
の
経
営
老
に
比
べ
は
る
か
に
注
意

　
深
く
、
ミ
ド
ル
の
管
理
者
の
権
限
と
責
任
、
そ
し
て
彼
ら
の
間
の
意
思
疎
通
の
経
路
に
つ
い
て
明
確
化
し
た
。
彼
ら
は
ま
た
、
は
る
か
に
大
観
模

　
た
中
央
本
杜
の
財
務
な
ら
び
に
助
言
ス
タ
ヅ
フ
の
組
織
を
っ
く
り
上
げ
た
。
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ニ
レ
ク
ト
リ
ヅ
ク
杜
で
は
、
専
任
の
俸
給
管
理
者
が
ト

　
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
機
能
を
遂
行
し
た
が
、
依
然
外
部
の
金
融
業
者
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
た
取
締
役
会
は
、
大
規
模
た
鉄
道
シ
ス
テ
ム
の

　
取
締
役
会
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
強
大
た
拒
否
権
を
も
ち
擶
げ
て
い
た
。
外
部
金
融
業
者
と
の
こ
の
継
続
的
た
関
係
を
除
げ
ば
、
ゼ
ネ
ラ
ル
．
エ
レ

　
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
で
っ
く
ら
れ
た
こ
の
組
織
構
造
は
、
今
目
も
な
お
、
近
代
的
た
統
合
産
業
企
業
を
組
織
す
る
場
合
の
標
準
的
た
方
法
と
し
て
生
き

　
続
け
て
い
る
。
」
（
き
ミ
一
署
．
お
甲
お
Ｏ
。
一
同
上
訳
書
、
下
巻
七
四
五
～
七
四
六
べ
ー
ジ
。
）

　
　
（
１
）
勺
轟
。
・
９
声
９
Ｕ
婁
９
◎
ｏ
昌
ｏ
暮
ｏ
｛
９
轟
ｏ
－
ｃ
ｏ
８
－
ｏ
９
。
・
四
■
“
警
昌
　
嘗
８
巨
８
－
く
彗
■
ま
ｏ
巨
ユ
長
ぎ
昌
邑
Ｈ
８
９

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
Ｏ
・
９
胃
巴
里
９
巨
ｏ
Ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
四
三
（
二
二
一
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）

　
さ
ミ
ミ
ミ
県
由
８
§
§
サ
串
窒
◎
ミ
一
く
◎
－
一
■
自
一
オ
◎
一
仁
一
宕
ｓ
一
ｐ
◎
ｏ
◎
◎
ド

（
２
）
　
以
上
Ｇ
Ｅ
杜
成
立
時
の
組
織
に
つ
い
て
は
、
§
ミ
一
署
．
ｏ
。
べ
ｏ
。
－
ｏ
．
ｏ
◎
ｏ
。
一
〇
罫
■
昌
９

　
営
者
の
時
代
』
七
三
六
～
七
四
六
べ
－
ジ
、
を
参
照
。

四
四
（
二
二
二
）

§
～
ｓ
§
Ｎ
～
§
ミ
一
竃
・
亀
甲
仁
ｏ
。
・
。
一
邦
訳
『
経

　
０
　
二
〇
世
紀
前
半
期
に
お
け
る
製
品
ラ
イ
ン
の
多
様
化
と
分
権
化
の
胎
動

　
こ
う
し
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
二
大
企
業
の
合
同
体
を
真
に
組
織
的
な
統
一
体
と
し
て
内
実
化
す
る
た
め
に
、
製
造
部
門
や
販
売
部
門

組
織
の
統
合
化
を
計
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
企
業
全
体
と
し
て
機
能
別
都
門
組
織
を
導
入
し
て
集
権
的
な
管
理
機
構
を
確
立
し
た
の

で
あ
る
が
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
と
り
わ
げ
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
電
気
・
電
子
技
術
の
急
速
な
発
展
と
歩
調
を
あ
わ
せ
て
そ
れ

が
包
摂
す
る
製
品
ラ
ィ
ソ
が
拡
大
し
て
く
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
機
能
別
部
門
組
織
に
し
だ
い
に
分
権
化
の
要
素
が
部
分
的
に

　
　
）

数
　
年

ン
　
５
２

イ
移
１
９

ラ
推
～

品
の
９
２

製
数
１
８

る
門
（

け
部
お
業
に
事
杜
的
Ｅ
立
Ｇ
自
　
と
９表

杜

数

会子
１
１
１
１
１
“
５
７
２
２
１
１
１
１
１
１
４
４
３
３
４
６
３
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

『
ｒ

１

部業

部

事

業

１
３
３
４
５
４
３
５
４
４
４
６
６
７
９
９
９
０
０

事

１
↓
２

的立

１

自

部品製

９
６
３
〇
一
Ｕ
１
７
ｏ
ｏ
２
　
ー
ム
３
３
Ｑ
一
Ｕ
ｏ
ｏ
４
（
ｏ

ラ
数

品
ソ
製
イ

。
。
・
。
・
。
釦
・
。
肪
螂
醐
醐
捌
、
ホ
、
、
鵬
鵬
鋤
搬
搬
鋤
蜘
蝸

年

湖
概
ｍ
蝸
舳
蝸
卿
螂
蜘
螂
蜘
洲
螂
螂
幽
螂
螂
卿
螂
螂
卿
捌
湖
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

外
ら
　
　
づ
　
字

〃
ｏ
・
　
と
　
数

ｚ
　
　
　
　
も
　
　
る

ｏ
ｋ
　
　
　
　
こ

豊
　
州
枕

鮒
　
，
　
　
区
　
現

げ
・
叱
　
　
理
　
に

〃
肪
　
処
途
一

　
加
　
　
　
の
　
叙
る

鳥
二
杜
駕

．
１
ｃ
〃
１
ｅ
詳
会
　
本
ろ

倣
舳
北
不
は
　
は
こ

１
ｅ
Ｇ
Ｔ
は
数
。
字
と

Ｅ
．
舳
９
・
所
ン
る
数
い

訓
ま
１
個
イ
あ
の
な

ｒ
惚
臥
の
ラ
で
表
し

ｎ
ｅ
閉
，
印
晶
の
の
致

硫
酔
５
３
“
製
も
こ
一

）
慧
）
－
く
－
と

所
　
　
ル
佗
　
個

出
　
　
　
注

（
　
　
　
　
　
　
　
（



取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
機
能
別
部
門
組
織
は
そ
の
本
来
の
姿
を
し
だ
い
に
変
質
さ
せ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
理
解
す
る
た
め
に
ま
ず
表
９
を
み
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
表
は
、
二
〇
世
紀
半
ぱ
に
至
る
ま

で
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
製
品
ラ
イ
ソ
数
と
組
織
上
自
立
的
な
単
位
と
し
て
設
定
さ
れ
た
事
業
部
門
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
っ
て
、
ま
ず
Ｇ
Ｅ
杜
の
製
品
ラ
ィ
ソ
は
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
、
と
く
に
一
九
一
〇
年
代
以
降
急
速
に
増
加
し
て
い
る

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
〇
〇
年
に
は
一
〇
だ
っ
た
製
品
ラ
ィ
ソ
が
一
九
三
〇
年
に
は
一
九
三
に
増
加
し
、
さ
ら
に
一
九

四
〇
年
代
に
な
る
と
三
〇
〇
を
越
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
こ
の
表
は
、
こ
の
よ
う
な
製
品
ラ
ィ
ソ
の
多
様
化
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
分
権
的
に
管
理
さ
れ
る
自
立
的
た

組
織
単
位
と
し
て
の
事
業
都
門
（
冒
多
一
◎
易
）
お
よ
び
子
会
杜
（
声
雪
軍
＆
Ｏ
◎
昌
寝
邑
邑
、
と
く
に
後
老
が
や
は
り
一
九
一
〇
年
代

以
降
急
速
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
九
一
〇
年
に
は
二
っ
だ
っ
た
こ
の
よ
う
な
自
立
的
な
組
織
単
位
が
一
九
三
〇

年
に
は
一
七
に
た
り
、
さ
ら
に
一
九
四
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
二
〇
を
越
え
る
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。

　
¢
　
自
立
的
な
組
織
単
位
の
萌
芽
　
　
全
米
電
球
会
社
（
髪
ぎ
量
－
里
邑
ま
－
彗
ｏ
ｏ
ｏ
冒
寝
暑
）
（
一
九
〇
一
年
）

　
さ
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
自
立
的
な
組
織
単
位
の
走
り
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
〇
一
年
に
設
立
さ
れ
た
全
米
電
球
会

杜
で
あ
っ
た
。
こ
の
会
杜
は
、
す
で
に
一
八
九
六
年
に
Ｇ
Ｅ
杜
の
主
導
の
下
で
作
ら
れ
て
い
た
電
球
カ
ル
テ
ル
（
プ
ー
ル
）
、
白
熱
電

球
製
造
業
者
協
会
一
５
８
己
塁
８
鼻
５
暑
く
彗
■
｛
註
旨
Ｏ
易
ま
。
・
◎
〇
一
註
旨
）
に
対
抗
し
て
弱
小
の
電
球
製
造
企
業
が
自
立
的
な
地
位

を
確
保
す
る
た
め
に
、
シ
ヵ
ゴ
の
サ
ソ
ビ
ー
ム
白
熱
電
球
会
杜
（
Ｏ
。
旨
茅
彗
巨
８
邑
易
８
ま
－
Ｐ
冒
Ｏ
０
９
）
の
テ
リ
ー
（
↓
９
９
戸
¢
）

と
い
う
経
営
者
の
主
導
で
一
五
の
弱
小
企
業
　
　
た
だ
し
こ
の
う
ち
の
一
一
は
白
熱
電
球
製
造
業
者
協
会
に
加
盟
し
て
い
た
　
　
を

糾
合
し
て
設
立
さ
れ
た
株
式
会
杜
で
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
八
九
六
年
の
白
熱
電
球
製
造
業
者
協
会
の
協
定
を
守
る
こ
と
を
条
件

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
０
９
實
巴
昌
¢
ｏ
巨
ｏ
ｏ
◎
．
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
四
五
（
二
二
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
（
二
二
四
）

と
し
て
こ
の
新
企
業
に
一
二
万
ド
ル
を
融
資
し
、
こ
れ
と
引
き
か
え
に
株
式
の
七
二
％
を
取
得
し
て
、
こ
の
新
企
業
を
自
ら
の
支
配

下
に
お
く
こ
と
に
成
功
し
た
（
一
九
一
〇
年
に
は
七
五
％
を
所
有
）
。
そ
こ
で
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
こ
の
企
業
を
自
立
的
な
組
織
単
位
と
し
て
、

分
権
的
に
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
米
電
球
会
杜
は
Ｇ
Ｅ
杜
の
分
権
的
な
管
理
の
下
で
順
調
に
成
長
し
、
一
九
一
〇
年
に
は
そ
の
市
場
シ
ェ
ア
を
三
八

％
に
ま
で
高
め
た
。
こ
の
結
果
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
そ
れ
自
身
の
四
二
劣
の
シ
ェ
ァ
と
合
わ
せ
て
、
八
○
％
の
電
球
市
場
シ
ェ
ァ
を
確
保
す

る
こ
と
に
た
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
一
一
年
三
月
、
合
衆
国
政
府
は
ス
タ
ソ
ダ
ー
ド
・
オ
ィ
ル
杜
、
ア
メ
リ
ヵ
ソ
・
タ
バ
コ
杜
の
両
杜
の
告
訴
に
引
き

続
き
、
Ｇ
Ｅ
杜
を
シ
ャ
ー
マ
ソ
反
ト
ラ
ス
ト
法
（
ｏ
。
ぎ
昌
彗
声
ま
－
宇
邑
ぎ
一
）
に
違
反
す
る
「
こ
の
国
に
お
げ
る
最
強
か
っ
も
っ

と
も
完
壁
な
独
占
体
の
一
つ
」
と
し
て
告
訴
に
ふ
み
切
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
一
〇
月
、
北
部
オ
ハ
イ
オ
巡
回
裁
判
所
は
Ｇ
Ｅ
杜
の

そ
れ
ま
で
の
市
場
行
動
は
反
ト
ラ
ス
ト
法
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
判
決
を
下
し
、
全
米
電
球
会
杜
の
解
体
、
価
格
設
定
の

禁
止
、
製
造
品
目
の
制
隈
撤
廃
次
ど
を
含
む
強
制
命
令
が
Ｇ
Ｅ
杜
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
こ
の
裁
判
の
問
に
残
り
二
五
％
の
株
式
を
取
得
し
て
全
米
電
球
会
杜
を
完
全
な
子
会
杜
に
し
、
さ

ら
に
裁
判
所
の
判
決
が
出
さ
れ
る
と
こ
れ
を
自
杜
の
白
熱
電
球
部
門
に
吸
収
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
裁
判
に
よ
っ
て
は
Ｇ
Ｅ
杜

の
電
球
市
場
に
お
げ
る
地
位
は
全
く
ゆ
ら
ぐ
と
こ
ろ
は
な
く
、
む
し
ろ
こ
う
し
て
全
米
電
球
会
杜
を
完
全
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

従
来
か
ら
の
八
○
％
の
市
場
シ
ェ
ァ
を
よ
り
完
全
な
か
た
ち
で
確
保
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
ま
で
分
権
的
な
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
た
全
米
電
球
会
杜
の
Ｇ
Ｅ
杜
白
熱
電
球
部
門
（
Ｈ
箏
Ｓ
邑
易
８
ま
９
昌
ｏ

○
召
胃
ぎ
彗
↓
）
へ
の
吸
収
は
、
後
者
の
組
織
構
造
上
の
性
格
に
重
要
な
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
白
勲
電



球
部
門
は
そ
の
後
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
が
全
体
と
し
て
依
然
と
し
て
集
権
的
な
機
能
別
部
門
組
織
の
彩
態
を
と
る
中
で
、
例
外
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
分
権
的
な
管
理
下
に
お
か
れ
た
自
立
的
な
事
業
部
門
と
た
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
全
米
電
球
会
杜
の
吸
収
は
、

組
織
的
に
は
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
の
中
に
お
い
て
分
権
的
な
管
理
下
に
お
か
れ
た
組
織
単
位
の
生
成
を
一
歩
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
　
（
３
）
　
以
上
全
米
電
球
会
杜
（
オ
註
◎
墨
一
目
８
匡
ｏ
■
”
昌
り
ｏ
◎
冒
雇
毫
）
に
つ
い
て
は
、
零
ポ
昇
蔓
～
婁
§
ミ
、
．
ト
ミ
ミ
掌
雲
“
ミ
一
Ｈ
違
９

　
　
　
　
０
Ｐ
崖
甲
Ｈ
Ｓ
．

　
　
（
４
）
　
○
¢
■
¢
量
一
里
ｏ
９
｛
ｏ
Ｏ
Ｐ
、
喜
旨
“
§
包
き
ミ
ｓ
潟
§
§
“
“
ミ
Ｏ
§
～
ミ
Ｎ
曽
ミ
キ
ぎ
畠
３
一
巾
◎
◎
斤
Ｏ
目
ｏ
－
○
ｏ
箏
ｏ
§
－
里
ｏ
９
弐
ｏ
．
ｏ
ｏ
０
８
ミ
亭
、

　
　
　
　
ｏ
』
◎
．

　
　
　
製
品
ラ
イ
ン
の
多
様
化
と
自
立
的
な
組
織
単
位
の
増
大
　
　
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代

　
一
九
二
〇
年
代
に
た
る
と
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
製
品
ラ
ィ
ソ
の
多
様
化
政
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
た
っ
た
。
そ
の
こ
と
の
繕
果

は
す
で
に
表
９
で
示
さ
れ
て
い
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
の
場
合
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
こ
の
製
品
ラ
イ
ソ
多
様
化
に
は
、
二
っ
の
流
れ
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
っ
は
消
費
老
向
げ
電
気
機
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ラ
ィ
ソ
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
急
速
に
普
及
し
始
め
た
家
庭
電
気
機
器
、
す
な
わ
ち
電

気
掃
除
機
、
電
気
洗
濯
機
、
電
気
冷
蔵
庫
な
ど
の
相
つ
ぐ
導
入
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
Ｇ
Ｅ
杜
に
お
げ
る
こ
の
よ
う
な
家
庭
電
気
機
器
ラ
ィ
ソ
の
拡
大
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
内
部
か
ら
の
技
衛
・
製
品
開
発
と
既
存

企
業
の
子
会
杜
化
Ｈ
系
列
化
の
両
面
か
ら
進
め
ら
れ
た
。

　
ま
ず
こ
の
よ
う
な
家
庭
電
気
機
器
の
さ
き
が
げ
を
た
し
た
も
の
に
電
気
ア
ィ
回
ソ
と
電
気
レ
ソ
ジ
が
あ
っ
た
が
、
す
で
に
一
九
〇

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
胃
巴
里
８
ま
ｏ
Ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
四
七
（
二
二
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
（
ニ
ニ
六
）

○
～
一
〇
年
代
に
電
気
ア
イ
ロ
ソ
に
つ
い
て
は
「
ホ
ヅ
ト
ポ
イ
ソ
ト
（
目
◎
吾
◎
薫
）
・
ア
イ
厚
ソ
」
　
の
名
で
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ソ
ト
・
エ

レ
ク
ト
リ
ヅ
ク
杜
（
曽
◎
吾
◎
軍
里
８
ま
ｏ
０
９
）
の
製
品
が
好
評
を
得
て
お
り
、
　
ま
た
電
気
レ
ソ
ジ
に
つ
い
て
は
ヒ
ュ
ー
ズ
電
熱
会
杜

（
目
■
管
易
自
８
ヨ
ｏ
患
註
■
胴
０
９
）
の
製
品
が
出
回
っ
て
い
た
。
Ｇ
Ｅ
杜
自
身
も
一
九
〇
六
年
か
ら
あ
る
種
の
電
気
調
理
機
器
を
製

造
し
て
い
た
。
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
九
一
八
年
に
自
杜
の
電
熱
利
用
機
器
事
業
と
前
記
の
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ソ
ト
・
ユ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
お
よ
び

ヒ
ュ
ー
ズ
電
熱
会
杜
の
二
杜
の
事
業
を
合
併
Ｌ
て
子
会
杜
エ
ジ
ソ
ソ
電
気
機
器
会
杜
（
畠
ぎ
箏
里
８
ま
ｏ
害
ｏ
量
■
８
ｏ
◎
．
）
を
設
立

し
、
電
熱
利
用
家
庭
電
気
機
器
ラ
イ
ソ
を
傘
下
に
整
備
し
た
。

　
ま
た
、
一
九
一
九
年
に
は
、
フ
ラ
ソ
ツ
・
ブ
レ
ミ
ア
杜
（
厚
彗
討
串
§
一
胃
０
９
）
の
電
気
掃
除
機
事
業
を
買
蚊
し
、
さ
ら
に
前
記

エ
ジ
ソ
ソ
電
気
機
器
会
杜
の
も
っ
て
い
た
電
気
掃
除
機
事
業
を
吸
収
し
て
、
電
気
掃
除
機
会
杜
（
目
８
ま
ぎ
ｏ
昌
冒
９
¢
彗
９
０
９

Ｈ
鼻
）
を
設
立
し
、
電
気
掃
除
機
事
業
を
傘
下
に
整
備
し
た
。

　
一
九
二
七
年
に
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
内
の
電
気
冷
蔵
庫
部
門
（
目
８
３
ｏ
零
ま
。
・
胃
註
旨
Ｕ
召
ま
墓
９
）
で
「
モ
ニ
タ
ー
・
ト
ッ
プ
」
と
よ

ぱ
れ
る
電
気
冷
蔵
庫
が
製
造
さ
れ
始
め
た
。

　
ま
た
一
九
二
九
年
に
は
、
「
ホ
ヅ
ト
ポ
イ
ソ
ト
」
の
ブ
ラ
ソ
ド
を
も
つ
エ
ジ
ソ
ソ
電
気
機
器
会
杜
が
「
キ
ャ
ロ
ッ
ド
（
Ｏ
箒
己
）
」

式
高
速
加
熱
装
置
を
導
入
し
て
電
気
レ
ソ
ジ
の
ス
タ
イ
ル
を
一
新
し
た
。

　
こ
の
よ
う
た
電
気
冷
蔵
庫
と
電
気
レ
ソ
ジ
の
成
功
の
上
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
大
不
況
」
期
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
さ
ら
に
一
連
の
大
型
家
庭
電
気
機
器
の
製
造
を
始
め
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
三
〇
年
に
は
洗
濯
機
、
一
九

三
二
年
に
は
皿
洗
機
、
、
一
九
三
四
年
に
は
空
調
設
備
、
一
九
三
五
年
に
は
厨
芥
処
理
機
（
向
◎
ａ
事
置
ｏ
Ｕ
吾
８
３
、
な
ど
の
製
造
が

始
め
ら
れ
た
。



　
こ
う
し
て
、
一
九
一
〇
年
代
末
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
か
げ
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
小
型
か
ら
大
型
ま
で
の
一
連
の
家
庭
電
気
機
器
ラ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
（
６
）

ソ
を
順
次
整
備
し
て
い
っ
た
。

　
Ｇ
Ｅ
杜
に
お
げ
る
製
品
ラ
ィ
ソ
多
様
化
の
も
う
一
っ
の
流
れ
を
な
し
て
い
た
の
は
、
無
線
通
信
機
、
ラ
ジ
ォ
受
信
機
、
Ｘ
線
応
用

機
器
、
超
硬
合
金
、
絶
縁
物
質
、
各
種
の
電
子
製
品
な
ど
の
よ
う
な
、
興
隆
す
る
新
技
術
を
応
用
し
た
製
品
の
導
入
に
よ
る
製
品
ラ

ィ
ソ
の
多
様
化
で
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
は
、
事
態
の
展
開
の
基
軸
を
た
し
た
の
は
Ｇ
Ｅ
杜
内
部
に
お
げ
る
技
術
・
製
品
開
発
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
だ
げ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭
電
気
機
器
の
場
合
と
同
じ
ょ
う
に
、
既
存
企
業
の
子
会
杜
化
も
事
態
展
開
の
重
要
た
一
側

面
を
な
し
て
い
た
。
Ｇ
Ｅ
杜
内
部
に
お
け
る
技
術
・
製
品
開
発
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
　
「
こ
れ
ら
の
新
製
品
は
、
電
気
照
明
と
そ
の
関

連
設
備
を
改
良
す
る
た
め
に
、
研
究
所
で
真
空
管
、
電
線
、
絶
縁
体
な
ど
の
研
究
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
生
ま
れ
た
副
産
物
と
も
い

　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
」

　
ま
ず
無
線
通
信
機
に
っ
い
て
い
え
ぼ
、
そ
の
発
端
は
一
九
〇
六
年
Ｇ
Ｅ
研
究
所
の
ア
レ
ク
サ
ソ
ダ
ー
ソ
ソ
（
≧
異
彗
ｑ
婁
◎
Ｐ
貝
『

オ
．
）
が
無
線
通
信
実
験
家
フ
ェ
ッ
セ
ソ
デ
ソ
（
句
婁
彗
ま
Ｐ
申
キ
）
の
た
め
に
開
発
し
た
高
周
波
交
流
機
（
二
Ｋ
Ｗ
）
に
始
ま
る
が
、

そ
の
後
の
引
き
続
く
研
究
の
結
果
、
一
九
一
五
年
ご
ろ
ま
で
に
Ｇ
Ｅ
杜
は
完
全
な
持
続
波
送
信
方
式
を
確
立
し
た
。
そ
し
て
、
一
九

一
八
年
に
は
当
時
ア
メ
リ
ヵ
に
お
げ
る
無
線
通
信
事
業
で
独
占
的
な
地
位
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
ソ
・
ブ
ル
コ
ー
二
杜
（
声
暮
ま
彗

く
胃
８
邑
０
９
）
と
の
問
に
高
周
波
交
流
機
の
独
占
的
供
給
・
利
用
権
に
関
す
る
仮
契
約
を
結
び
、
具
体
的
に
同
杜
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
州
ブ
ラ
ソ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
局
で
の
五
〇
Ｋ
Ｗ
高
周
波
交
流
機
の
設
置
が
予
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
じ
一
九
一
八
年
に
、
同
じ
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ブ
ラ
ソ
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
に
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
海
軍
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
通
信
局
で
二
〇
〇
Ｋ
Ｗ
高
周
波
交
流
機
を
設

置
し
た
。

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
Ｏ
彗
胃
巴
里
８
己
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
四
九
（
二
二
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
（
二
二
八
）

　
と
こ
ろ
で
、
ア
メ
リ
カ
ソ
・
マ
ル
コ
ー
二
杜
と
の
関
係
に
対
し
て
は
、
同
杜
が
イ
ギ
リ
ス
国
籍
で
あ
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
同
杜

の
ア
メ
リ
ヵ
に
お
け
る
国
際
的
無
線
通
信
事
業
の
独
占
を
い
っ
そ
う
強
化
す
る
危
険
の
あ
る
前
記
の
Ｇ
Ｅ
杜
と
同
杜
と
の
交
流
機
に

関
す
る
独
占
的
供
給
・
利
用
契
約
は
国
益
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
ア
メ
リ
ヵ
海
軍
側
か
ら
Ｇ
Ｅ
杜
に
強
力
な
ク
レ
ー
ム
が
っ
き
、

海
軍
側
は
連
邦
政
府
を
動
か
し
て
ア
メ
リ
カ
ソ
・
マ
ル
コ
ー
二
杜
を
身
売
り
の
窮
地
に
追
い
込
ん
だ
。
そ
こ
で
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
同
杜

を
買
収
し
て
、
　
一
九
一
九
年
末
ラ
ジ
オ
・
ア
メ
リ
カ
杜
１
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
（
寄
畠
◎
ｏ
◎
｛
◎
曇
一
旨
◎
｛
ト
８
¢
『
一
Ｓ
）
と
し
て
再
組
織
し
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

ら
は
同
杜
に
対
す
る
通
信
設
備
の
独
占
的
供
給
者
と
し
て
の
地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
無
線
通
信
技
術
の
発
展
を
背
景
に
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
ラ
ジ
オ
放
送
が
爆
発
的
な
勢
い

で
発
展
し
始
め
た
。
一
九
二
〇
年
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
が
ピ
ッ
ツ
バ
ー
ク
で
設
置
し
た
放
送
局
Ｋ
Ｄ
Ｋ
Ａ

が
本
格
的
な
ラ
ジ
オ
放
送
の
幕
開
げ
で
あ
っ
た
が
、
一
九
二
四
年
に
は
開
設
さ
れ
た
放
送
局
は
五
〇
〇
を
越
え
る
と
い
う
ラ
ジ
オ
・

ブ
ー
ム
が
到
来
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ラ
ジ
オ
放
送
の
普
及
の
中
で
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
方
で
は
一
九
二
六
年
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
、
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ

ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
と
の
共
同
出
資
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
放
送
会
杜
１
１
Ｎ
Ｂ
Ｃ
杜
（
オ
き
ｏ
畠
一
零
◎
註
Ｓ
。
・
葦
四
０
９
）
を
設
立
し

て
全
国
的
な
大
放
送
網
を
っ
く
り
上
げ
る
と
同
時
に
、
急
速
に
需
要
の
拡
大
す
る
ラ
ジ
ォ
受
信
機
の
製
造
に
の
り
出
し
た
。
こ
の
点

で
は
、
　
エ
ジ
ソ
ソ
以
来
の
電
灯
研
究
の
伝
統
の
中
で
、
と
り
わ
げ
ラ
ソ
グ
ミ
ュ
ー
ア
（
ｇ
長
昌
巨
■
Ｈ
．
）
が
一
九
一
四
年
に
成
功
し

た
高
真
空
真
空
管
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
真
空
管
の
研
究
・
開
発
の
蓄
積
を
も
っ
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
き
わ
め
て
有
利
な
立
場
に
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
九
二
〇
年
代
を
通
し
て
自
杜
製
ラ
ジ
オ
受
信
機
を
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
に
販
売
さ
せ
、
逆
に
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
に
は
ラ
ジ
オ
受

信
機
を
製
造
さ
せ
な
い
政
策
を
と
っ
た
。
Ｇ
Ｅ
杜
が
自
ら
ラ
ジ
オ
受
信
機
の
販
売
会
杜
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
は
、
一
九
三
二
年

Ｇ
Ｅ
杜
と
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ヅ
ク
杜
の
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
に
対
す
る
支
配
関
係
が
シ
ャ
ー
マ
ソ
法
違
反
に
間
わ
れ
た
た



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

め
、
前
者
が
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
の
持
株
を
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
の
株
主
に
割
り
当
て
て
、
そ
の
関
係
を
断
っ
た
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ラ
ジ
オ
放
送
の
発
展
の
延
長
線
上
で
、
　
一
九
四
〇
年
代
に
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ソ
放
送
の
時
代
が
開
か
れ
た
。
テ
レ

ビ
ジ
ヨ
ソ
技
術
発
展
史
上
の
画
期
を
な
し
た
の
は
、
ほ
ぽ
同
じ
時
期
に
独
立
で
な
さ
れ
た
二
人
の
研
究
者
の
発
明
、
す
な
わ
ち
ツ

ヴ
ォ
リ
キ
ン
（
寒
◎
Ｈ
涛
ぎ
く
．
５
〉
が
一
九
二
八
年
ウ
ェ
ス
チ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
在
職
中
に
開
発
し
、
Ｒ
Ｃ
Ａ

杜
へ
移
籍
（
一
九
三
〇
年
）
後
一
九
三
三
年
に
実
用
化
に
ー
向
け
て
大
幅
に
改
良
し
た
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ソ
送
像
用
光
電
管
ア
イ
コ
ノ
ス

コ
ー
プ
（
走
査
線
が
四
〇
本
か
ら
三
四
三
本
に
改
良
さ
れ
た
）
、
お
よ
び
個
人
発
明
家
フ
ァ
ー
ソ
ス
ワ
ー
ス
（
司
胃
易
き
き
一
雲
．
■
）

が
一
九
三
〇
年
に
発
明
し
た
、
陰
極
線
管
を
用
い
た
，
イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
セ
ク
タ
ー
管
、
で
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
こ
の
点
で
は
か
な

ら
ず
Ｌ
も
あ
ま
り
す
ぐ
れ
た
貢
献
を
し
な
か
っ
た
。
し
か
Ｌ
、
　
一
九
三
六
年
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
に
ょ
る
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ソ
実
験
放
送
が
始
ま

り
、
さ
ら
に
一
九
四
一
年
Ｎ
Ｂ
Ｃ
杜
お
よ
び
コ
ロ
ソ
ビ
ア
放
送
網
会
杜
１
１
．
Ｃ
Ｂ
Ｓ
杜
（
ｏ
ｏ
巨
冒
ま
ｐ
卑
ｏ
邑
ｏ
蒙
一
謁
ｏ
ｏ
¢
Ｈ
ま
撃

Ｈ
鼻
）
の
二
大
放
送
網
に
よ
る
正
式
放
送
が
開
始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
ラ
ジ
オ
受
信
機
が
経
験
し
た
と
同
じ
よ
う
な
テ
レ

ビ
ジ
ヨ
ソ
受
像
機
の
急
激
た
需
要
拡
大
が
お
こ
り
、
Ｇ
Ｅ
杜
も
当
然
の
こ
と
と
し
て
そ
の
製
造
・
販
売
に
の
り
出
す
こ
と
に
な
っ

（
１
０
）

た
。　

Ｘ
線
応
用
機
器
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
そ
の
技
術
的
な
発
端
は
い
う
ま
で
も
な
く
一
八
九
五
年
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
（
内
◎
竃
釘
彗
一
宍
声
）

に
よ
る
Ｘ
線
の
発
見
に
あ
る
が
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
こ
の
レ
ソ
ト
ゲ
ソ
の
発
見
後
一
〇
ヶ
月
と
た
た
な
い
う
ち
に
、
こ
の
Ｘ
線
の
医
療
機
器

へ
の
応
用
可
能
性
を
発
表
し
、
ト
ム
ソ
ソ
（
字
◎
婁
◎
Ｐ
軍
）
に
よ
っ
て
最
初
の
Ｘ
線
医
療
装
置
が
っ
く
ら
れ
た
。
こ
の
最
初
の
装
置

は
き
わ
め
て
ブ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
　
一
九
二
二
年
に
至
っ
て
Ｇ
Ｅ
研
究
所
の
ク
ー
リ
ッ
ジ
（
ｏ
◎
◎
竃
。
・
９
事
．
Ｐ
）
が

加
熱
陰
極
線
（
タ
ソ
グ
ス
テ
ソ
・
フ
ィ
ラ
メ
ソ
ト
）
を
用
い
た
新
し
い
タ
イ
ブ
の
Ｘ
線
管
、
　
い
わ
ゆ
る
ク
ー
リ
ッ
ジ
管
を
開
発
し
、
Ｘ

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
Ｏ
彗
９
竺
里
９
巨
ｏ
Ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
五
一
（
二
二
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
（
二
三
〇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

線
の
医
療
（
診
断
お
よ
び
治
療
）
面
へ
の
応
用
を
確
立
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ク
ー
リ
ッ
ジ
は
そ
の
後
さ
ら
に
Ｘ
線
管
の
出
力
を
高
め
る
た
め
の
研
究
を
続
け
た
が
、
ビ
ク
タ
ー
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
杜
（
く
奪
冒
里
８
ま
ｏ
０
９
）
と
い
う
シ
カ
ゴ
の
あ
る
小
さ
な
Ｘ
線
機
器
製
造
企
業
が
Ｇ
Ｅ
杜
の
求
め
て
い
る
よ
う
な
Ｘ
線
管
用
の

強
力
な
発
電
機
を
開
発
し
た
。
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
一
九
ニ
ハ
年
こ
の
会
杜
の
株
式
の
一
部
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
に
は
こ
れ
と
、

そ
れ
ま
で
Ｇ
Ｅ
杜
の
Ｘ
線
事
業
を
行
っ
て
い
た
Ｘ
線
供
給
会
杜
（
＊
－
寄
く
ｃ
・
君
昌
ｏ
◎
｛
冒
註
旨
）
を
合
同
し
て
、
子
会
杜
ビ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

Ｘ
線
会
杜
（
≦
ｏ
気
肖
－
冒
＜
０
９
）
を
つ
く
っ
た
（
一
九
二
九
年
に
杜
名
を
ｏ
自
■
－
射
嵩
ｏ
◎
｛
冒
註
昌
と
変
え
た
）
。

　
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
さ
ら
に
材
料
生
産
分
野
で
製
品
ラ
イ
ン
の
多
様
化
を
進
め
た
。
そ
の
第
一
は
、
電
気
機
器
の
世
界
で
は
不
可
欠
の
材

料
で
あ
る
種
々
の
絶
縁
物
質
の
製
造
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
の
フ
ヱ
ノ
ー
ル
樹
脂
の
開
発
を
基
礎
に
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
は

じ
め
に
は
、
こ
れ
を
真
空
管
製
造
に
利
用
す
る
た
め
、
そ
の
量
産
体
制
が
っ
く
り
上
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、

Ｇ
Ｅ
研
究
所
で
新
し
い
合
成
樹
脂
、
ポ
リ
塩
化
ビ
ニ
ル
を
電
線
被
覆
と
し
て
利
用
す
る
方
法
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
製
品
化
が
行
わ
れ

（
１
３
）

た
。　

材
料
生
産
分
野
で
の
製
品
ラ
イ
ソ
多
様
化
の
第
二
は
、
シ
リ
コ
ソ
の
製
造
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
野
へ
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
関
与
が
始
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

た
の
は
一
九
三
七
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
本
格
的
な
生
産
が
始
ま
る
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
一
九
四
七
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
金
属
切
削
用
の
超
硬
合
金
、
炭
化
タ
ソ
グ
ス
テ
ソ
「
カ
ー
ボ
ロ
イ
」
の
製
造
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
Ｇ
Ｅ
杜
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

超
硬
合
金
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
子
会
杜
カ
ー
ボ
ロ
イ
杜
（
Ｏ
胃
ず
◎
身
０
９
）
を
つ
く
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
九
二
〇
年
代
を
境
に
１
し
て
急
速
に
製
品
ラ
イ
ソ
の
多
様
化
を
進
め
、
旧
来
の
電
灯
と
、
発
電
・
送

電
設
備
、
電
動
機
お
よ
び
そ
の
応
用
機
器
と
い
っ
た
い
わ
ゆ
る
重
電
気
機
器
を
柱
と
す
る
単
純
な
事
業
構
造
を
多
様
な
製
品
ラ
ィ
ソ



を
内
包
し
た
複
雑
な
事
業
構
造
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
製
品
ラ
ィ
ソ
の
多
様
化
、
事
業
構
造
の
多
角
化
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
毒
造
の
中
に
ま
す
ま
す
分
権
的
に
ー
管
理
さ
れ
る

自
立
的
な
組
織
単
位
の
生
成
を
う
な
が
す
こ
と
に
ー
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
白
立
的
な
組
織
単
位
の
主
要
な
移
態
と
な
っ

た
の
は
、
子
会
杜
で
あ
っ
た
。
そ
の
主
要
な
も
の
の
い
く
っ
か
は
、
す
で
に
１
以
上
の
製
品
ラ
ィ
ソ
の
多
様
化
の
説
明
の
中
で
あ
き
ら

か
に
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
う
一
度
ま
と
め
て
お
く
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
エ
シ
ソ
ソ
電
気
機
器
会
杜
（
向
｛
雪
目
目
８
ヨ
ｏ
声
暑
－
量
目
８
０
◎
）
（
一
九
一
八
年
設
立
）
　
　
家
庭
電
気
機
器

　
　
電
気
掃
除
機
会
杜
（
日
８
３
ｏ
く
８
…
冒
９
墨
冒
『
０
９
）
（
一
九
一
九
年
設
立
）
　
　
電
気
掃
除
機

　
　
ピ
ク
タ
ー
Ｘ
線
会
杜
（
≦
９
冒
■
由
毫
０
９
）
（
一
九
二
〇
年
設
立
）
↓
Ｇ
Ｅ
Ｘ
線
会
杜
（
Ｏ
竃
ｏ
５
一
目
ｏ
９
ユ
ｏ
■
、
宛
昌
ｏ
ｏ
｛
冒
註
８
）
（
一

　
九
二
九
年
杜
名
変
更
）
　
　
Ｘ
線
応
用
機
器
（
と
く
に
医
療
用
）

　
　
カ
ー
ボ
ロ
イ
杜
（
Ｏ
胃
げ
ｏ
－
◎
＜
０
９
）
（
一
九
二
八
年
設
立
）
　
超
硬
合
金
「
カ
ー
ポ
ロ
イ
」

　
　
　
〔
た
お
、
Ｒ
Ｃ
Ａ
杜
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
杜
に
つ
い
て
は
、
前
者
は
一
九
三
二
年
以
降
、
Ｇ
Ｅ
杜
と
の
関
係
を
断
ち
独
立
企
業
と
た
る
の
で
、
ま
た
後
者

　
は
他
の
競
争
巨
大
企
業
と
の
共
同
出
資
企
業
で
あ
り
、
Ｇ
Ｅ
杜
単
独
の
支
配
下
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
の
で
、
子
会
杜
の
範
囲
に
は
入
れ
て
い
た

　
い
。
〕

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
説
明
の
中
で
は
登
場
し
な
か
っ
た
が
、
さ
ら
に
伝
統
的
な
事
業
領
域
に
属
す
る
と
こ
ろ
で
も
い
く
っ
か
の
子

会
杜
が
形
成
さ
れ
た
り
、
傘
下
に
お
さ
め
ら
れ
た
り
し
た
。
そ
れ
ら
の
主
要
な
も
の
を
か
ん
た
ん
に
ま
と
め
て
お
く
と
、
っ
ぎ
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
　
ク
ー
パ
ー
・
ヘ
ウ
ィ
ッ
ト
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
（
ｏ
◎
暑
實
｝
¢
三
暮
里
ｏ
ｏ
ま
ｏ
ｏ
９
）
（
一
九
一
〇
年
設
立
）
↓
Ｇ
Ｅ
水
銀
ラ
ソ
プ
会
杜
（
Ｏ
・
ｏ
．

　
竃
量
一
目
８
ヨ
ｏ
く
君
冒
９
昌
Ｏ
０
９
）
（
一
九
三
〇
年
杜
名
変
更
）
　
　
工
業
用
な
い
し
映
画
や
写
真
用
の
水
銀
ラ
ソ
プ
、
　
工
業
用
な
い
し
医
療

　
用
の
紫
外
線
ラ
ソ
プ
を
製
造
。

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
胃
当
里
ｏ
９
ユ
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
五
三
（
ニ
ゴ
ニ
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）

五
四
（
二
三
二
）

　
　
ト
ラ
ソ
ブ
ル
．
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
杜
（
弓
昌
昌
げ
昌
目
８
ま
ｏ
０
９
）
（
一
八
九
九
年
設
立
）
↓
ト
ラ
ソ
ブ
ル
電
気
製
造
会
杜
（
弓
昌
昌
ぎ
目
目
８
寸

　
｛
ｏ
く
§
■
貯
ｏ
巨
ユ
お
０
９
）
（
一
九
〇
三
年
杜
名
変
更
）
　
　
電
気
ス
イ
ヅ
チ
、
配
電
盤
、
制
御
盤
、
碍
子
な
ど
の
送
・
配
電
機
器
を
製
造
。

　
　
ロ
ッ
ク
絶
縁
体
会
杜
（
■
◎
ｏ
ぎ
Ｈ
易
巨
斗
冒
Ｏ
◎
む
Ｒ
註
◎
■
）
（
一
九
二
〇
年
、
■
◎
ｏ
ぎ
Ｈ
易
邑
９
冒
峯
彗
昌
８
９
『
｛
謁
０
９
を
買
収
し
て
設
立
）

　
　
　
送
電
用
絶
縁
機
器
、
変
圧
器
用
高
圧
碍
子
、
遮
断
器
、
避
雷
器
な
ど
を
製
造
。

　
　
ウ
ォ
ー
レ
ソ
．
ク
ロ
ッ
ク
杜
（
事
胃
『
彗
９
◎
鼻
０
９
）
（
一
九
一
四
年
設
立
）
↓
ウ
ォ
ー
レ
ソ
ニ
ア
レ
ク
ロ
ソ
杜
（
事
胃
『
彗
弓
９
８
～
８
５
Ｐ
）

　
（
一
九
二
六
年
杜
名
変
更
）
↓
テ
レ
ク
ロ
ソ
杜
（
宗
－
８
マ
旨
Ｈ
鼻
）
（
一
九
四
六
年
杜
名
変
更
）
　
同
期
モ
ー
タ
お
よ
び
同
期
モ
ー
タ
を
利
用
し

　
た
家
庭
用
お
よ
び
営
業
用
の
時
計
、
種
々
の
時
間
記
録
装
置
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
機
器
や
部
品
な
ど
を
製
造
。

さ
ら
に
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
製
造
活
動
以
外
の
領
域
で
も
種
々
の
子
会
杜
を
設
立
し
て
、
活
動
領
域
を
拡
大
し
た
。
そ
れ
ら
の
主
要
た
も

の
に
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
Ｇ
Ｅ
配
給
会
杜
（
○
竃
胃
当
里
８
ま
ｏ
ｃ
ｏ
君
口
く
ｏ
◎
壱
Ｒ
警
昌
）
　
　
一
九
二
九
年
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
全
国
的
な
配
給
セ
ソ
タ
ー
網
を
管
理
す
る
会

杜
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
別
々
に
活
動
し
て
い
た
一
四
の
Ｇ
Ｅ
杜
系
列
の
配
給
会
杜
を
統
合
し
て
設
立
さ
れ
た
。
一
九
三
五
年
現
在
約
八
○
の
配
給

セ
ソ
タ
ー
を
維
持
し
て
い
た
（
な
お
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
当
杜
の
他
に
、
株
丸
所
有
関
係
を
も
た
な
い
、
二
八
の
指
定
配
給
会
杜
を
傘
下
に
も
っ
て
い

た
）
。

　
Ｇ
Ｅ
不
動
産
会
杜
（
○
彗
ｏ
量
一
ヨ
８
ま
ｏ
内
＄
岸
く
ｏ
ｏ
壱
冒
註
旨
）
　
　
一
九
三
〇
年
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
も
っ
て
い
た
、
製
造
部
門
関
係
の
も
の
以

外
の
不
動
産
を
管
理
す
る
会
杜
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
最
大
の
資
産
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
Ｇ
Ｅ
ビ
ル
デ
ィ
ソ
グ
で
あ
っ
た
。

　
Ｇ
Ｅ
販
売
金
融
会
杜
（
○
彗
ｏ
邑
里
８
婁
ｏ
ｏ
８
茸
｝
ｏ
房
Ｏ
ｏ
召
Ｒ
註
旨
）
　
　
一
九
三
二
年
、
　
Ｇ
Ｅ
杜
系
列
の
配
給
会
杜
や
販
売
会
杜
が
も
つ

分
割
払
い
債
務
証
書
を
買
取
り
、
こ
れ
ら
の
会
杜
へ
の
販
売
金
融
を
行
う
会
杜
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
　
一
九
四
六
年
、
Ｇ
Ｅ
販
売
信
用
会
杜

（
○
竃
Ｒ
昌
自
８
ま
ｏ
０
５
畠
け
Ｏ
◎
壱
冒
註
旨
）
と
杜
名
変
更
。

　
電
気
証
券
会
杜
（
里
８
ヨ
８
一
Ｃ
０
８
冒
三
易
Ｏ
◎
壱
◎
『
註
８
）
　
　
一
九
〇
四
年
、
電
気
鉄
道
会
杜
、
電
灯
・
発
電
会
杜
な
ど
の
、
電
気
関
連
公

益
会
杜
の
証
券
を
所
有
す
る
た
め
の
会
杜
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

　
Ｇ
Ｅ
従
業
員
証
券
会
杜
（
Ｏ
彗
ｏ
Ｓ
－
里
８
巨
ｏ
向
冒
旦
◎
壱
易
ｏ
ｏ
８
膏
竃
易
ｏ
◎
『
ｏ
◎
『
註
旨
）
　
　
一
九
二
三
年
、
Ｇ
Ｅ
杜
従
業
員
へ
債
券
を
売

る
、
従
業
員
の
た
め
の
投
資
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
一
九
三
五
年
現
在
、
当
杜
は
Ｇ
Ｅ
杜
普
通
株
の
最
大
所
有
者
で
あ
っ
た
。



　
ま
た
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
と
く
に
第
一
次
大
戦
後
、

再
編
成
し
、
二
つ
の
子
会
杜
を
整
備
し
た
。

国
外
で
の
活
動
を
積
極
化
す
る
必
要
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
国
外
関
係
の
事
業
組
織
を

　
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ
ル
Ｇ
Ｅ
杜
（
Ｈ
巨
胃
量
暮
量
－
○
竃
ｏ
§
－
向
一
〇
〇
３
ｏ
Ｏ
◎
）
　
　
一
九
一
九
年
、
そ
れ
ま
で
Ｇ
Ｅ
杜
内
の
一
部
門
と
し
て
存
在

し
て
い
た
海
外
事
業
都
を
分
離
し
て
別
会
杜
Ｉ
Ｇ
Ｅ
杜
が
っ
く
ら
れ
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
国
外
で
の
（
カ
ナ
ダ
を
除
く
）
投
資
、
製
造
べ
販
売
に
か
か
わ

る
す
べ
て
の
組
織
を
そ
の
管
理
下
に
お
い
た
。

　
カ
ナ
ダ
Ｇ
Ｅ
杜
（
ｏ
彗
邑
－
彗
○
竃
胃
巴
里
¢
９
Ｈ
旨
ｏ
Ｐ
■
己
）
　
　
こ
の
会
杜
は
、
　
は
じ
め
一
八
九
二
年
に
Ｇ
Ｅ
杜
と
ア
リ
ス
・
チ
ャ
プ
ー

ズ
杜
（
≧
豪
－
Ｏ
ぎ
ぎ
ｏ
易
竃
彗
監
｝
９
冒
－
謁
Ｏ
ｑ
．
）
に
よ
っ
て
、
両
杜
の
製
品
の
カ
ナ
ダ
で
の
製
造
・
販
売
権
を
専
一
的
に
担
わ
せ
る
た
め
に
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
二
三
年
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
完
全
支
配
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
〔
以
上
で
あ
げ
ら
れ
た
子
会
杜
に
対
す
る
Ｇ
Ｅ
杜
の
株
式
所
有
は
、
一
九
四
〇
年
末
現
在
で
、
ト
ラ
ソ
ブ
ル
電
気
製
造
会
杜
の
場
合
が
七
五
劣
、

ウ
ォ
ー
レ
ソ
ニ
ァ
レ
ク
ロ
ソ
杜
の
場
合
が
八
二
・
三
劣
、
ヵ
ナ
ダ
Ｇ
Ｅ
杜
の
場
合
が
九
五
・
四
％
、
お
よ
び
電
気
掃
除
機
会
杜
の
場
合
が
不
詳
で

あ
る
（
た
だ
し
支
配
す
る
の
に
十
分
有
効
な
％
に
の
ぽ
っ
て
い
る
）
以
外
は
、
す
べ
て
の
場
合
、
一
〇
〇
劣
で
あ
る
。

　
な
お
、
以
上
で
あ
げ
た
子
会
杜
の
他
に
、
一
九
四
〇
年
現
在
で
株
式
所
有
一
〇
〇
％
の
子
会
杜
に
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

　
モ
ノ
ウ
ォ
ツ
ト
・
エ
レ
ク
ト
リ
ヅ
ク
杜
（
く
ｏ
昌
奉
牡
け
里
８
巨
ｏ
Ｏ
ｏ
壱
冒
｝
ま
箏
）

　
マ
ク
ア
杜
（
↓
訂
く
８
§
Ｏ
ｏ
．
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

　
東
エ
リ
ー
貨
物
鉄
道
会
杜
（
墨
。
・
↓
卑
庁
Ｏ
ｏ
昌
昌
胃
ｏ
邑
肉
～
一
Ｈ
８
邑
Ｏ
ｏ
・
）
〕

　
し
か
し
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
の
中
に
お
げ
る
分
権
的
に
管
理
さ
れ
る
自
立
的
な
組
織
単
位
の
形
成
は
、
以
上
の
よ
う
な
子
会
杜

形
態
の
も
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｅ
杜
本
体
の
組
織
構
造
に
お
け
る
自
立
的
な
事
業
部
門
（
９
多
一
〇
易
）
と
い
う
形
態
で
も

進
ん
だ
。
Ｇ
Ｅ
杜
の
経
営
管
理
史
の
上
で
、
組
織
変
革
の
必
要
性
を
全
杜
的
に
打
ち
出
し
た
こ
と
で
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ

た
一
九
二
九
年
の
、
オ
ソ
タ
リ
オ
湖
ア
ソ
シ
ェ
ー
シ
ヨ
ソ
・
ア
イ
ラ
ソ
ド
で
の
最
高
・
中
問
経
営
者
の
会
議
（
若
。
。
Ｏ
〇
一
註
９
匡
彗
ｑ

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
雪
胃
巴
里
ｏ
ｏ
巨
ｏ
ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
五
五
（
二
三
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
（
二
三
四
）

く
８
葦
。
・
）
の
記
録
に
よ
れ
ぱ
、
　
一
九
二
九
年
の
段
階
で
は
、
も
ち
ろ
ん
Ｇ
Ｅ
杜
本
体
の
組
織
構
造
は
基
本
的
に
中
央
集
権
的
な
機

能
別
部
門
組
織
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
が
、
例
外
的
に
三
っ
の
自
立
的
な
事
業
部
門
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

一
っ
は
、
す
で
に
前
項
◎
で
紹
介
し
た
白
熱
電
球
部
門
（
Ｈ
９
彗
亭
。
・
８
ま
～
冒
り
Ｏ
召
葦
冒
彗
け
）
で
あ
り
、
そ
の
他
の
二
っ
は
、
家

庭
電
気
機
器
を
あ
つ
か
う
マ
ー
チ
ャ
ソ
ダ
イ
ズ
部
門
（
峯
Ｒ
争
冒
豪
¢
Ｕ
君
葦
暮
■
け
）
と
電
気
冷
蔵
庫
部
門
（
里
８
３
０
零
ま
。
・
Ｏ
昌
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

け
｛
ｇ
Ｕ
昌
貧
昌
彗
け
）
で
あ
っ
た
（
こ
れ
ら
の
事
業
部
門
は
一
九
五
一
年
の
組
織
変
革
後
は
９
多
一
◎
■
の
レ
ベ
ル
に
相
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
ま
で
は
一
Ｕ
ｏ
寝
斗
昌
彗
け
の
呼
称
が
っ
け
ら
れ
て
い
る
）
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
三
っ
の
自
立
的
な
事
業
部
門
の
う
ち
、
研
究
開
発
、
製
造
、
販
売
の
三
っ
の
基
本
機
能
を
備
え
た
、
実
質
的
に
自

立
的
な
事
業
部
門
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
白
熱
電
球
部
門
だ
げ
で
あ
っ
た
。
あ
と
の
二
つ
の
事
業
部
門
は
、
少
く
と
も
一
九
三
〇
年

代
末
ま
で
は
販
売
機
能
だ
げ
を
果
た
す
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
は
財
務
的
自
立
性
を
与
え
ら
れ
た
単
な
る

販
売
部
門
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
部
門
に
か
か
わ
る
研
究
開
発
、
製
造
（
部
品
製
造
．
組
み
立
て
）
の
機
能
は
、
従
来
の
機
能
別

部
門
で
行
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
自
立
的
な
販
売
部
門
と
従
来
の
機
能
別
部
門
の
間
の
製
品
の
流
れ
を
調
整

す
る
仕
事
や
、
市
場
動
向
を
製
品
設
計
や
製
造
の
段
階
に
反
映
す
る
仕
事
は
し
だ
い
に
煩
雑
さ
を
増
し
、
コ
ス
ト
の
嵩
む
も
の
に
な

っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
　
「
Ｇ
Ｅ
杜
の
幹
部
た
ち
は
、
一
九
三
九
年
に
な
る
ま
で
、
こ
の
マ
ー
チ
ャ
ソ
ダ
ィ
ズ
部
門
や
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
９
）

の
独
立
事
業
部
門
の
業
務
を
、
旧
来
の
機
能
部
門
や
本
杜
と
結
び
っ
げ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
」

　
な
お
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
先
に
の
べ
た
三
つ
の
自
立
的
な
事
業
都
門
に
加
え
て
、
さ
ら
に
絶
縁
用
、
被
覆
用
の
化
学
合
成
物

質
や
シ
リ
コ
ソ
な
ど
の
材
料
を
あ
つ
か
う
化
学
製
品
部
門
（
Ｏ
ぎ
邑
Ｓ
一
Ｕ
８
葦
豪
昌
お
よ
び
空
調
設
備
部
門
（
≧
『
Ｏ
◎
己
曇
邑
謁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
）

Ｕ
｛
胃
ぎ
彗
け
）
が
自
立
的
な
事
業
部
門
と
し
て
分
離
さ
れ
て
い
る
。



（
５
）
　
ｏ
｝
竃
昌
貫
望
ミ
守
簑
§
～
吻
ぎ
ミ
ミ
ｐ
Ｐ
・
。
竃
一
邦
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
三
五
八
ぺ
ー
ジ
。

（
６
）
　
以
上
家
庭
電
気
機
器
ラ
イ
ソ
の
発
展
に
つ
い
て
は
、
○
彗
胃
』
里
９
巨
ｏ
ｏ
Ｐ
掌
ミ
冬
）
く
ｏ
Ｆ
Ｐ
オ
◎
・
。
。
一
〇
〇
潟
ｏ
邑
Ｏ
彗
訂
；
邑

　
　
Ｈ
。
・
。
つ
冒
－
句
Ｏ
冒
ｑ
註
旨
｛
冒
？
婁
艘
一
Ｈ
○
◎
■
＄
易
◎
｛
Ｏ
彗
０
邑
里
８
Ｒ
｛
Ｏ
宗
Ｏ
～
◎
一
〇
。
・
ざ
霊
－
二
彗
・
。
一
署
．
き
－
鼻

（
７
）
　
Ｏ
プ
彗
昌
９
吻
ぎ
汀
豊
§
～
吻
キ
§
ぎ
§
り
』
震
一
邦
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
三
五
八
ぺ
ー
ジ
。

（
８
）
　
以
上
無
線
通
信
機
事
業
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
峯
き
９
旨
ヌ
奉
．
宛
二
掌
ミ
ミ
“
§
§
～
掌
§
ｅ
き
§
ぎ
ぎ
由
ｓ
き
ｏ
掌
き
包
；

　
　
宕
お
一
山
崎
俊
雄
・
大
河
内
正
陽
訳
『
電
子
工
業
史
』
一
九
六
二
年
、
白
楊
杜
、
一
二
四
～
二
二
三
ぺ
－
ジ
、
○
彗
胃
』
里
９
ま
ｏ
０
９
一

　
§
§
ミ
一
く
◎
－
．
Ｐ
≠
◎
・
・
。
一
〇
・
８
一
小
林
袈
裟
治
『
Ｇ
Ｅ
』
一
一
八
２
一
二
一
ぺ
ー
ジ
。

（
９
）
　
竃
曽
■
警
ユ
Ｐ
ぎ
ｅ
§
§
ミ
ｓ
ミ
ぎ
§
§
ぎ
ミ
邦
訳
『
電
子
工
業
史
』
一
二
四
～
二
一
八
、
一
四
一
～
一
四
六
、
一
六
二
～
一
七
九

　
　
べ
ー
ジ
、
Ｏ
ｏ
目
ｏ
Ｓ
Ｈ
向
一
〇
９
ユ
ｏ
０
９
一
ぎ
ミ
艮
ミ
一
〇
』
Ｈ
』
ド

（
１
０
）
　
呂
８
■
き
ユ
Ｐ
掌
ミ
§
一
ぎ
§
～
掌
§
§
一
“
§
一
邦
訳
『
電
子
工
業
史
』
二
二
八
～
二
四
九
ぺ
ー
ジ
、
域
阪
俊
吉
『
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク

　
　
ス
を
中
心
と
し
た
年
代
別
科
学
技
術
史
』
一
九
七
八
年
、
目
刊
工
業
新
聞
杜
、
一
七
一
、
一
七
七
ぺ
ー
ジ
。

（
ｕ
）
（
ｕ
）
　
Ｏ
・
Ｏ
目
¢
Ｈ
～
一
向
－
¢
ｏ
け
｛
ｏ
　
０
９
．
ま
ｅ
Ｓ
ざ
）
　
Ｏ
Ｐ
Ｎ
０
◎
１
０
０
０
．

（
１
３
）
（
１
４
）
（
１
５
）
掌
ミ
一
〇
り
』
Ｎ
山
○
。
．

（
１
６
）
（
１
７
）
　
以
上
Ｇ
Ｅ
杜
の
子
会
杜
群
に
つ
い
て
は
、
き
ｏ
身
。
い
き
§
ミ
県
掌
§
ぎ
§
茸
宕
Ｎ
岬
－
Ｈ
竃
Ｈ
・

（
蝸
）
　
０
６
箏
ｏ
Ｈ
凹
－
向
－
ｏ
ｇ
Ｈ
｛
ｏ
０
９
一
、
§
“
蟹
＆
ミ
ミ
き
ミ
ｓ
恕
§
～
ミ
｝
ミ
Ｏ
～
ミ
～
、
ミ
臭
～
ミ
こ
９
　
団
◎
ｏ
斤
Ｏ
目
９
　
り
Ｐ
ｏ
ｏ
〇
一
〇
〇
印
．

（
１
９
）
（
２
０
）
　
Ｏ
巨
目
昌
９
婁
ミ
汀
弩
§
～
吻
キ
ミ
ミ
§
Ｐ
ｃ
。
雷
一
邦
訳
『
経
営
戦
略
と
組
織
』
三
五
九
～
三
六
〇
ぺ
－
ジ
。

　
　
　
一
九
四
〇
年
代
の
組
織
変
革
　
　
事
業
部
制
組
織
第
一
段
階

　
◎
で
み
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
急
速
な
製
品
ラ
イ
ソ
の
多
様
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
管
理

す
る
た
め
に
、
そ
の
組
織
構
造
の
中
に
分
権
的
に
管
理
さ
れ
る
自
立
的
な
組
織
単
位
を
ま
す
ま
す
広
く
っ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
と
く
に
Ｇ
Ｅ
杜
本
体
の
組
織
構
造
に
つ
い
て
い
え
ぼ
、
依
然
と
し
て
機
能
別
部
門
組
織
の
形
態
を
維
持
し
た
上
で
、
部
分

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
Ｏ
彗
睾
巴
里
９
巨
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
五
七
（
二
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
（
二
三
六
）

的
に
自
立
的
な
組
織
単
位
１
１
事
業
部
門
を
導
入
す
る
と
い
う
仕
方
は
、
白
熱
電
球
部
門
の
場
合
を
除
げ
ば
、
旧
来
の
機
能
別
部
門
と

の
問
の
製
品
や
情
報
の
流
れ
を
調
整
す
る
と
い
う
点
で
逆
に
よ
り
複
雑
な
組
織
状
況
を
っ
く
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
す
で
に
一
九
二
九
年
の
段
階
で
、
よ
り
徹
底
し
た
分
権
化
に
よ
る
組
織
変
革
の
方
向
を

打
ち
出
し
始
め
て
い
た
。
一
九
二
九
年
オ
ソ
タ
リ
オ
湖
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ソ
・
ア
イ
ラ
ソ
ド
で
約
二
〇
〇
人
の
最
高
・
中
間
経
営
者

を
集
め
て
開
か
れ
た
会
議
で
、
企
業
成
長
の
た
め
の
長
期
組
織
計
画
が
論
議
さ
れ
、
分
権
化
に
よ
る
組
織
変
革
の
必
要
が
多
く
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
１
）

要
な
発
言
者
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
た
と
え
ぱ
一
九
四
〇
年
に
ス
ウ
ォ
ー
プ
（
ｏ
。
事
◎
ｏ
９
９
）
に
代
っ
て
杜
長
に

就
任
し
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
変
革
の
推
進
者
と
な
る
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
（
ミ
豪
ｏ
Ｐ
９
．
甲
）
　
　
一
九
二
九
年
当
時
か
れ
は
マ
ー
チ
ャ
ソ
ダ

イ
ズ
部
門
担
当
副
杜
長
の
ア
シ
ス
タ
ソ
ト
で
あ
っ
た
　
　
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
菱
言
を
し
て
い
る
。

　
　
「
垂
直
的
な
、
あ
る
い
は
分
権
的
な
組
織
捗
態
の
き
わ
立
っ
た
利
益
は
、
そ
の
単
純
さ
、
任
務
と
責
任
の
観
定
の
明
確
さ
、
お
よ
び
行
動
と
結

　
果
の
関
係
を
明
確
に
す
る
こ
と
の
容
易
さ
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
点
を
提
案
す
る
。

　
　
第
一
。
現
在
部
分
的
に
分
権
化
さ
れ
て
い
る
事
業
部
門
の
よ
り
完
全
な
分
権
化

　
　
第
二
。
現
在
ま
だ
機
能
的
・
集
権
的
な
組
織
形
態
の
下
で
運
営
さ
れ
て
い
る
事
業
部
門
へ
の
可
能
な
限
り
で
の
垂
直
的
・
分
権
的
な
組
織
形
態

　
の
採
用
。
」

　
　
「
当
杜
の
事
業
の
急
速
で
広
範
な
多
角
的
拡
大
に
と
も
な
う
諸
問
題
の
多
様
化
は
、
従
来
の
機
能
的
な
形
態
の
組
織
を
指
揮
す
る
人
々
が
、
こ

　
れ
ま
で
と
は
系
統
を
異
に
す
る
多
く
の
種
類
の
わ
れ
わ
れ
の
努
力
を
不
可
避
的
に
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
特
有
の
問
題
を
、
知
る
べ
き

　
時
に
知
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
い
る
。
」

　
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
大
体
一
な
い
し
三
種
類
ぐ
ら
い
の
顧
客
グ
ル
ー
プ
を
相
手
に
」
て
お
り
、
そ
の
製
品
の
性
格
が
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
同
質
性

　
を
も
っ
て
い
る
事
業
部
門
に
と
っ
て
の
理
想
的
な
組
織
彩
態
は
、
そ
の
『
事
業
（
吋
易
巨
易
。
・
）
』
に
つ
い
て
完
全
た
責
任
を
も
っ
た
副
杜
長
た
い

　
し
ゼ
ネ
ラ
ル
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
そ
れ
を
率
い
る
よ
う
な
組
織
彩
態
で
あ
る
。
Ｌ

　
　
「
も
し
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
が
た
く
さ
ん
の
垂
直
的
組
織
か
ら
っ
く
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
た
れ
ぱ
、
業
績
に
っ
い
て
の
誇
り
と
な
ら
ん
で
、
協
同



意
識
や
責
任
感
の
高
揚
が
、
現
在
の
体
制
の
下
で
な
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
た
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
は
る
か
に
よ
い
企
業
パ
フ
ォ
ー
マ
ソ
ス
を
生
み

出
す
で
あ
ろ
う
。
」
（
以
上
、
○
彗
胃
邑
日
８
巨
ｏ
ｏ
◎
二
、
喜
邑
§
ミ
き
§
鴇
§
ミ
ぎ
ｏ
§
～
ミ
Ｎ
婁
ミ
ぎ
９
団
ｏ
ｏ
斤
○
昆
１
０
彗
胃
邑
目
８
け
－

ま
、
。
。
Ｏ
・
↓
婁
芦
畠
鼻
君
』
甲
・
。
・
。
．
）

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
の
組
織
構
造
そ
の
も
の
に
は
一
九
四
〇
年
代
を
迎
え
る
ま
で
根
本
的
な
変

化
は
な
か
っ
た
。
　
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
を
通
し
て
Ｇ
Ｅ
杜
を
卒
い
た
の
は
、
取
締
役
会
会
長
ヤ
ソ
グ
（
Ｋ
ｏ
旨
讐
○
．
Ｐ
）
と
杜
長

ス
ウ
ォ
ー
ブ
（
０
。
き
潟
９
）
　
　
一
九
二
二
年
代
に
就
任
　
　
で
あ
り
、
と
り
わ
け
杜
長
の
ス
ウ
ォ
ー
プ
で
あ
っ
た
が
、
ス
ウ
ォ
ー

プ
は
こ
の
時
代
、
先
に
　
で
み
た
よ
う
な
積
極
的
な
製
品
ラ
イ
ソ
の
多
様
化
を
押
し
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
多
角
化
し
、
肥

大
化
し
た
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
構
造
を
ワ
ソ
マ
ン
的
に
切
り
回
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
一
方
で
は
事
業
範
囲
・
事
業
観
模
が
急
激
に
拡
大
し
始
め
在
状
況
の
中
で
、
Ｇ
Ｅ
杜

の
従
来
の
集
権
的
な
機
能
別
部
門
組
織
の
制
約
は
誰
の
目
に
も
あ
き
ら
か
に
－
な
っ
て
き
て
い
た
。
一
九
三
八
年
、
杜
長
ス
ウ
ォ
ー
プ

は
、
先
に
紹
介
し
た
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
を
新
た
に
設
け
た
経
営
副
杜
長
（
異
ｏ
昌
芽
ｏ
５
８
軍
邑
宗
目
け
）
の
ポ
ス
ト
に
抜
擢
し
、
本
格
的
な

組
織
変
革
へ
の
取
り
組
み
を
命
じ
た
。

　
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
こ
の
よ
う
な
組
織
変
革
を
研
究
す
る
た
め
に
、
主
要
な
事
業
部
門
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
～
二
人
の
中
心
的
な
人
物
を

集
め
て
計
画
委
員
会
（
自
彗
己
お
ｏ
◎
旨
昌
葦
８
）
を
つ
く
り
、
Ｇ
Ｅ
杜
組
織
の
徹
底
的
な
自
己
点
検
を
行
わ
せ
た
。
こ
の
委
員
会
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
を
効
果
的
に
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
二
っ
の
大
原
則
、
す
な
わ
ち
経
営
管
理
に
お
げ
る
分
権
化
と
生
産
に
お

　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

け
る
多
角
化
と
専
門
化
を
徹
底
し
て
採
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

　
一
九
四
〇
年
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
ス
ウ
ォ
ー
プ
の
あ
と
を
継
い
で
新
し
い
杜
長
に
就
任
し
た
。
そ
し
て
、
早
速
に
先
の
計
画
委
員
会

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
ｏ
量
Ｈ
里
９
ま
ｏ
ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
五
九
（
二
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
（
二
三
八
）

の
結
論
に
も
と
づ
く
組
織
再
編
成
の
具
体
的
な
計
画
が
っ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
第
二
次
大
戦
が
進
行
す
る
中

で
、
政
府
に
協
力
す
る
た
め
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
も
、
ま
た
新
し
く
取
締
役
会
会
長
に
な
っ
た
リ
ー
ド
（
零
鼻
雲
．
Ｏ
．
）
も
一
九
四
二
～

四
四
年
の
問
ワ
シ
ン
ト
ソ
の
戦
時
生
産
局
（
考
胃
零
◎
３
９
９
団
８
邑
）
の
要
職
に
出
向
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
こ
の
間
、
前
杜
長
ス
ゥ

ォ
ー
プ
、
前
取
締
役
会
会
長
ヤ
ソ
グ
の
コ
ソ
ビ
が
ヵ
ム
バ
ヅ
ク
し
て
い
る
）
。
そ
こ
で
、
　
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
、
組
織
変
革
の
仕
事
を
進
め
る
た

め
に
、
一
時
（
一
九
三
二
～
三
九
年
の
問
）
Ｇ
Ｅ
杜
に
在
籍
し
た
こ
と
が
あ
り
、
　
一
九
三
九
年
か
み
そ
り
製
造
企
業
で
あ
る
シ
ヅ
ク
杜

（
０
。
巨
鼻
０
９
）
の
杜
長
に
転
出
し
て
い
た
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
（
Ｏ
◎
婁
冒
■
甲
）
を
一
九
四
三
年
副
杜
長
兼
杜
長
補
佐
（
≦
８
勺
曇
巨
ｏ
算

彗
｛
若
。
・
茸
彗
；
◎
亭
ｏ
勺
冨
。
・
豪
ｇ
）
に
す
え
、
か
れ
に
組
織
変
革
の
計
画
化
の
仕
事
を
ま
か
せ
た
。

　
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
三
年
問
の
組
織
研
究
の
の
ち
、
一
九
四
五
年
、
図
７
に
１
示
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
計
画
を
ね
り
上
げ
た
。
．
こ
の
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
２
）

織
計
画
は
そ
れ
ま
で
Ｇ
Ｅ
杜
が
も
っ
た
こ
と
の
な
い
、
全
体
的
で
、
整
備
さ
れ
た
、
明
解
な
組
織
計
画
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
組
織
設
計
に
よ
れ
ば
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
は
ま
ず
そ
１
れ
ま
で
の
機
能
別
部
門
組
織
の
形
態
が
解
体
さ
れ
て
、
ラ
ィ
ソ
と
し
て
の

六
つ
の
事
業
部
門
　
　
機
器
（
害
混
昌
募
）
、
家
庭
電
気
機
器
（
宮
呂
彗
８
彗
ｑ
く
胃
ｏ
迂
己
一
。
・
¢
）
、
　
電
球
（
５
昌
邑
、
電
子
機
器

（
里
８
ぎ
昌
８
）
、
空
調
設
備
（
≧
『
Ｏ
昌
睾
一
〇
邑
長
）
、
お
よ
び
化
学
製
品
（
Ｏ
ぎ
昌
邑
）
　
　
と
、
そ
こ
で
の
現
場
活
動
を
支
え
る
九
っ

の
ス
タ
ッ
フ
部
門
　
　
技
術
対
策
（
向
お
巨
Ｏ
彗
お
勺
◎
一
・
２
）
、
研
究
（
雰
。
・
８
冒
｝
）
、
技
衛
コ
ソ
サ
ル
テ
ィ
ソ
グ
（
穿
。
・
ぎ
８
ま
胴
冒
｛

Ｏ
◎
易
享
冒
。
・
）
、
労
働
関
係
（
－
き
冒
寄
一
註
◎
易
）
、
購
買
（
害
昌
｝
萱
潟
）
、
法
務
・
特
許
（
－
婁
竃
ｏ
｝
箒
募
）
、
広
告
・
宣
伝
（
声
守

き
『
芽
昌
囚
竃
｛
～
雲
ｏ
岸
Ｋ
）
、
顧
客
関
係
（
Ｏ
易
８
昌
胃
零
－
註
◎
易
）
、
お
よ
び
関
係
会
杜
（
声
雪
罧
＆
Ｏ
ｏ
冒
Ｏ
彗
曇
）
　
　
か
ら
成
る
よ
う

に
設
計
さ
れ
、
杜
長
は
い
ま
や
そ
れ
ま
で
か
れ
が
も
っ
て
い
た
広
範
た
権
限
を
、
以
上
一
五
の
部
門
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す
る
副
杜
長

（
く
｛
８
勺
曇
巨
ｏ
募
）
を
含
む
一
七
人
の
副
杜
長
と
三
人
の
財
務
担
当
経
営
者
（
ヨ
量
冒
邑
Ｏ
註
ｏ
¢
易
）
に
大
幅
に
移
譲
す
る
こ
と
に
な
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０
９
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８
ま
ｏ
Ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）

　
〉
＝
’
一
く
一
８
耳
２
工
ｏ
３
弓

○
で
ｏ
『
“
乞
Ｏ
コ
ｏ
Ｏ
Ｏ
『
『
・
コ
一
一
メ
０
０

　
～
＆
ユ
ｓ
一
票
｝
竺
，
ヨ
ｓ

　
８
ヨ
暮
６
：
零

　
「
◎
Ｅ
『
ｏ
ｏ
５
ミ
く
庁
ｏ
、
ヨ
ユ
計
『
一
３
”

　
ｍ
昌
コ
鶉
「
亘
Ｂ
：
｛

　
Ｆ
０
７
０
『
，
〇
一
〇
９
０
コ
ｍ

　
〉
；
＝
２
ｏ
旦
８
ヨ
℃
豊
一
雲

　
＞
易
テ
５
コ
一
５
手
ｏ
、
『
３
こ
ｏ
８
一

　
〇
〇
ヲ
◎
混
『
き
暑
≦
８
～
８
こ
昌
蔓

　
吾
ｏ
ｏ
８
冒
甘

　
〉
℃
旦
７
８
ｏ
厘
；
薯
ｎ
７
ｓ
｝
８

　
「
ｏ
ヨ
ｐ

　
ｍ
一
８
言
◎
『
二
８

　
≧
『
ｎ
◎
コ
ａ
三
◎
コ
，
ｏ

　
ｇ
一
〇
ヨ
一
８
一

六
一
（
二
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
（
二
四
〇
）

っ
て
い
た
（
な
お
、
以
上
で
あ
げ
た
一
五
の
部
門
の
担
当
副
杜
長
の
他
の
二
人
の
副
杜
長
と
は
、
　
一
人
は
機
器
事
業
部
門
担
当
第
二
副
杜
長
で
あ

り
、
も
う
一
人
は
杜
長
補
佐
芸
。
・
季
彗
；
◎
艘
¢
零
邑
｛
ｏ
鼻
と
し
て
の
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
自
身
で
あ
る
）
。

　
さ
ら
に
こ
の
組
織
設
計
で
は
、
図
７
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
取
締
役
会
（
豪
¢
｝
８
ａ
◎
｛
９
５
ｏ
け
婁
）
を
含
め
て
、
七
つ
の

最
高
経
営
者
層
に
よ
る
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
毎
月
杜
長
は
こ
れ
ら
の
委
員
会
の
会
議
を
通
し
て
会
杜
全
体
の
運
営
状
況
を
把
握
し
、

そ
の
活
動
を
調
整
す
る
こ
と
に
た
っ
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
各
種
委
員
会
の
う
ち
で
、
杜
長
が
Ｇ
Ｅ
杜
の
広
範
な
事
業
を
具
体
的
に
運
営
し
て
い
く
上
で
決
定
的
に
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
た
の
は
、
杜
長
自
ら
が
議
長
を
っ
と
め
る
事
業
運
営
委
員
会
（
Ｏ
潟
邑
一
◎
易
Ｏ
◎
冒
昌
ま
８
）
と
諮
問
委
員
会
（
き
多
◎
｛

Ｏ
◎
冒
邑
箒
ｏ
）
で
あ
っ
た
。
事
業
運
営
委
員
会
は
文
字
通
り
事
業
運
営
の
状
況
を
具
体
的
に
把
握
し
、
調
整
す
る
た
め
の
機
関
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
当
然
六
つ
の
事
業
部
門
　
　
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
製
品
設
計
、
製
造
、
販
売
に
責
任
を
も
っ
て
い
る
　
　
に

直
接
責
任
を
も
つ
六
人
の
事
業
部
門
担
当
（
８
胃
註
お
）
副
杜
長
が
中
心
に
な
り
い
　
こ
れ
に
四
人
の
ス
タ
ヅ
フ
部
門
担
当
（
Ｃ
。
↓
筆
）

副
杜
長
　
　
技
術
対
策
、
労
働
関
係
、
関
係
会
杜
担
当
副
杜
長
お
よ
び
杜
長
補
佐
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
　
　
と
財
務
担
当
経
営
者
一

人
（
Ｏ
旨
葺
昌
胃
）
が
加
わ
っ
て
い
た
。
他
方
、
諮
間
委
員
会
の
方
は
、
会
杜
全
体
と
し
て
の
活
動
状
況
を
把
握
し
、
調
整
す
る
た

め
の
機
関
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
取
締
役
会
会
長
、
事
業
部
門
、
ス
タ
ッ
フ
部
門
を
担
当
す
る
一
七
人
の
副
杜
長
、
三
人
の
財
務
担
当

経
営
者
と
い
っ
た
最
高
経
営
者
層
が
全
員
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
な
お
、
委
員
会
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
な
杜
長
が
主
宰
す
る
最
高
レ
ベ
ル
の
委
員
会
の
他
に
副
杜
長
お
よ
び
財
務
担
当
経
営
者

の
う
ち
の
何
人
か
が
問
題
別
に
集
っ
て
も
っ
各
種
委
員
会
が
合
計
二
一
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
３
）

図
７
に
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。



　
第
二
次
大
戦
終
了
と
同
時
に
１
、
こ
の
よ
う
な
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
設
計
に
も
と
づ
く
組
織
変
革
が
早
速
実
行
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
。

一
九
四
七
年
の
『
フ
ォ
ー
チ
ュ
ソ
』
の
記
事
「
働
く
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
氏
（
冒
■
ミ
豪
９
牡
事
◎
鼻
）
」
に
よ
れ
ぱ
、
杜
長
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は

自
分
の
仕
事
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
私
は
仕
事
な
ん
か
し
て
い
な
い
。
私
は
二
〇
人
の
副
杜
長
を
も
っ
て
い
る
。
私
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
っ
な
ぎ
合
わ
せ
て
い
る
だ
げ
だ
。
そ

　
の
領
域
の
人
た
ち
が
本
当
の
仕
事
を
み
ん
な
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
」
（
冒
■
ミ
豪
昌
９
ミ
冒
斤
ぎ
ユ
§
“
竃
昌
畠
ミ
一
Ｐ
Ｈ
鼻
）

　
ま
た
組
織
設
計
の
当
事
者
で
あ
る
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
白
身
は
、
事
態
を
か
ん
げ
っ
に
っ
ぎ
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　
「
当
杜
は
、
個
別
的
な
権
限
と
責
任
の
よ
り
一
層
徹
底
し
た
組
織
構
造
に
向
っ
て
発
展
し
て
い
る
。
」
（
き
ミ
一
Ｐ
Ｈ
鼻
）

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
四
〇
年
代
の
前
半
か
ら
後
半
に
か
げ
て
以
上
の
よ
う
に
手
早
く
組
織
変
革
が
取
り
組
ま
れ
て
い
っ
た
背
景
を
考

え
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
、
こ
の
時
期
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
特
徴
的
な
収
益
構
造
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
二
の

の
で
み
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
末
か
ら
一
九
四
〇
年
代
半
ば
に
１
か
け
て
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
収
益
構
造
は
、
一
方
で
は
事
業
範
囲
・
事

業
規
模
の
拡
大
に
１
よ
っ
て
売
上
高
が
急
速
に
上
昇
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
売
上
高
に
対
す
る
純
利
益
の
比
率
１
－
売
上
高
純
利
益
率
が

一
九
三
〇
年
代
半
ぼ
ま
で
の
一
〇
％
を
越
え
る
水
準
か
ら
一
九
四
〇
年
代
半
ぼ
に
は
三
％
台
ま
で
低
落
す
る
と
い
う
状
況
を
は
ら
む

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ぼ
「
利
益
な
き
成
長
」
と
い
う
状
況
の
出
現
が
Ｇ
Ｅ
杜
の
最
高
経
営
者
陣
、

と
り
わ
げ
杜
長
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
と
そ
の
補
佐
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
迅
速
な
組
織
変
革
の
実
行
を
迫
る
こ
と
に
－
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
利
益
な
き
成
長
」
と
い
う
事
態
は
、
あ
き
ら
か
に
事
業
範
囲
・
事
業
規
模
の
拡
大
に
ー
対
し
て
企
業
の
内
部
体
制
、
と
り
わ
げ
組
織

構
造
の
対
応
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
一
九
四
五
年
の
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
設
計
に
も
と
づ
い
て
実
施
さ
れ
た
組
織
変
革
の
結
果
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
一
九
五
〇
年
の
段
階

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
Ｏ
昌
撃
巴
目
８
ま
ｏ
Ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
六
三
（
二
四
一
）



立
命
館
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済
学
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第
三
十
巻
・
第
二
号
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六
四
（
二
四
二
）

図
ｏ
。
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２
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；
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ｑ
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三
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；
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専
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９
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＆
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９
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ｇ
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８
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；
…
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；

ｏ
ｓ
ｇ
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ミ
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一

一
１
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ヨ
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Ｏ
書
一
ヨ
Ｓ
一

２
で
旦
く
ｏ
ｇ
ｏ
ｇ
き
ｇ

○
雪
雪
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一
ｍ
一
８
三
ｎ

一
一
一
〇
…
｝
８
一
８

吾
旦
訂
弓
厚
一
３
．

〈
ｏ
；
｛
◎
Ｕ
ヨ
℃
ｇ
く

（
庄
票
）

Ｏ
ｏ
目
ｏ
『
”
－
向
Ｈ
ｏ
〇
一
『
－
ｏ
Ｏ
◎
．
１

、
、
◎
さ
¢
之
◎
ミ
ｓ
Ｎ
き
ミ
Ｑ
票
§
“
ミ
吊
｝
Ｓ
Ｏ
“
ミ
～
、
勺
Ｎ
向
忘
＆
工
Ｐ
団
ｏ
◎
片
Ｏ
箏
ｏ
－

宕
轟
一
ヨ
０
ｑ
．
－
９



で
は
図
８
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
組
織
構
造
を
も
っ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
一
九
五
〇
年
の
組
織
図
は
、
そ
れ
を
公
表
し
た
コ
ー

デ
ィ
ナ
ー
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
歴
史
の
上
で
公
表
さ
れ
た
最
初
の
公
式
の
全
杜
組
織
図
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
組
織
図
に
ー
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
段
階
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
は
、
設
計
当
初
の
そ
れ
が
六
っ
の
事
業
都
門
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
九
つ
の
事
業
部
門
を
も
つ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
（
２
１
）
　
一
九
二
九
会
議
で
の
主
要
な
発
言
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
・
彗
ｏ
轟
一
里
８
３
ｏ
ｏ
Ｐ
、
喜
色
§
良
き
§
恕
§
§
朴
“
ミ
９
§
§
Ｎ
嚢
ミ
ふ
Ｐ

　
　
　
　
｝
◎
◎
斥
Ｏ
目
９
　
ｏ
ｏ
．
い
り
１
０
◎
ｏ
．

　
　
（
２
２
）
　
以
上
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
お
よ
び
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
ょ
る
組
織
変
革
へ
の
取
り
組
み
の
い
き
さ
っ
に
っ
い
て
は
、
竃
■
ミ
豪
旨
島
ミ
９
〆

　
　
　
　
掌
ミ
§
や
く
嵩
畠
き
君
．
Ｈ
鼻
Ｈ
塞
－
ミ
◎
一
〇
§
毫
Ｏ
Ｏ
♀
甲
Ｐ
ミ
§
・
§
ミ
皇
§
ぎ
茅
き
・
ミ
ー
ト
吻
ミ
告
県
§
Ｏ
§
§
一

　
　
　
　
曽
§
ミ
〔
掌
“
Ｎ
８
９
ミ
一
畠
虐
一
〇
Ｐ
崖
－
Ｈ
Ｏ
。
．

　
　
（
２
３
）
　
以
上
一
九
四
五
年
の
組
織
設
計
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
竃
■
オ
豪
昌
９
ミ
冒
ぎ
き
ミ
§
や
睾
嵩
宕
き
君
・
ミ
ｏ
，
Ｈ
富
・

　
　
　
　
　
な
お
、
二
〇
世
紀
前
半
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
状
況
に
か
か
わ
る
、
雑
誌
き
ユ
§
“
掲
載
の
記
事
と
し
て
、
前
掲
竃
い
ミ
豪
旨
９
ミ
ｏ
寿
の

　
　
　
　
他
に
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
巨
守
◎
－
○
考
ｇ
一
Ｕ
．
■
◎
旨
。
ｑ
一
勺
胃
け
－
忘
づ
．
Ｈ
竃
－
勺
胃
け
ド
霊
９
Ｈ
８
Ｈ
．

　
　
　
　
　
○
．
向
．
、
。
・
弓
巨
ａ
○
竃
胃
註
９
一
オ
ー
。
。
昌
彗
｛
肉
８
♀
－
竃
．
Ｈ
置
Ｈ
．

　
　
　
　
　
○
．
貝
Ｕ
◎
易
Ｈ
け
ー
岸
｝
易
Ｏ
つ
ぎ
巨
｛
胃
Ｏ
声
¢
己
Ｐ
烏
買
胃
３
－
旨
Ｈ
ｑ
竃
ミ
葦
◎
巨
≧
雪
－
お
豪
Ｏ
つ
け
ま
９
罧
胃
旨
畠
§

　
　
　
　
　
ま
た
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
の
Ｇ
Ｅ
杜
を
率
い
た
三
代
目
杜
長
ス
ウ
ォ
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
書
を
参
照
。

　
　
　
　
　
－
◎
芦
ｐ
一
吻
ミ
忌
～
県
ｏ
．
単
－
掌
～
吻
ざ
ミ
県
９
§
ミ
吻
§
魯
～
§
～
９
§
§
Ｎ
曽
ミ
ミ
ぎ
ト
§
“
、
汁
§
吋
§
ぎ
婁
一
Ｈ
竃
ｏ
。
．

働
　
一
九
五
一
～
三
年
の
組
織
変
革
　
　
事
業
部
制
組
織
の
完
成

一
九
四
〇
年
代
後
半
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
以
上
似
の
　
で
み
た
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
よ
る
一
九
四
五
年
の
図
７
の
よ
う
な
設
計
を
出

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
胃
竺
目
８
ま
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
い
（
坂
本
）
　
　
　
　
六
五
（
二
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
（
二
四
四
）

発
点
と
し
て
、
一
九
五
〇
年
に
は
図
８
の
よ
う
な
事
業
部
制
形
態
の
組
織
を
っ
く
り
上
げ
た
。

　
Ｌ
か
し
、
こ
び
段
階
に
っ
く
ら
れ
た
事
業
部
制
組
織
は
、
そ
の
目
的
で
あ
る
経
営
管
理
の
分
権
化
を
徹
底
さ
せ
る
と
い
う
点
か
ら

す
れ
ば
、
実
際
に
は
ま
だ
き
わ
め
て
未
成
熟
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
部
制
組
織
の
捗
式
は
基
本
的
に
は
で
き
上
っ

て
き
て
い
た
が
、
そ
れ
が
十
分
に
本
来
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
と
こ
ろ
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
　
　
と
は
い
え
、
旧
来
の
機
能
別

部
門
組
織
が
再
編
成
さ
れ
て
事
業
部
制
組
織
の
形
式
が
と
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
一
九
四
〇
年

代
後
半
の
段
階
で
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
活
動
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
が
。

　
一
九
五
〇
年
末
、
杜
長
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
、
そ
の
半
年
前
に
起
っ
た
「
朝
鮮
戦
争
」
へ
の
軍
需
物
資
調
達
の
た
め
の
政
府
の
要
職
に

っ
く
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
Ｇ
Ｅ
杜
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
後
任
の
新
杜
長
に
は
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
が
就
任
し
た
。
コ
ー

ブ
ィ
ナ
ー
は
、
早
速
新
た
な
組
織
変
革
に
取
り
組
み
、
翌
一
九
五
一
年
一
月
に
は
分
権
化
の
徹
底
に
新
段
階
を
切
り
開
く
、
新
し
い

組
織
改
革
案
を
全
杜
に
提
起
し
、
実
施
に
移
し
た
。
そ
れ
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
内
部
に
－
と
ど
ま
ら
ず
、
ア
メ
リ
ヵ
巨
大
企
業
の
事
業
部
制

組
織
の
歴
史
に
お
い
て
画
期
的
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
で
は
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
内
容
と
特
徴
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
か
。

　
こ
の
段
階
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
に
お
い
て
間
題
で
あ
っ
た
の
は
、
す
で
に
前
段
で
の
べ
た
よ
う
に
、
一
九
四
〇
年
代
後
半
の
段

階
で
一
応
形
式
と
し
て
は
事
業
部
制
組
織
の
形
態
を
と
る
よ
う
に
転
換
し
て
き
て
い
た
組
織
構
造
を
真
に
そ
の
本
来
の
機
能
で
あ
る

分
権
化
を
実
現
で
き
る
も
の
に
い
か
に
変
革
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
自
身
が
い
う
よ
う
に
、

こ
の
時
点
に
お
い
て
「
Ｇ
Ｅ
杜
の
経
営
理
念
の
も
っ
と
も
重
要
な
局
面
は
、
意
志
決
定
に
対
す
る
責
任
（
曇
君
易
ま
－
茸
）
と
権
隈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
）

（
彗
亭
冒
身
）
と
を
徹
底
的
に
分
化
す
る
こ
と
（
宗
Ｏ
彗
９
註
Ｎ
註
旨
）
」
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
全
体
の
仕
事
の
い
く
っ
か
の
部
分



に
っ
い
て
の
責
任
（
と
権
限
…
〔
引
用
老
〕
）
を
組
織
上
の
チ
ャ
ソ
ネ
ル
を
通
し
て
そ
れ
を
果
た
す
の
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
と
知
識
を
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
５
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

っ
た
人
々
に
委
譲
（
宣
晶
箒
）
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
間
題
は
こ
れ
を
い
か
に
し
て
実
行
す
る
か
で
あ
っ
た
が
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
そ
の
場
合
に
考
慮
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い

原
則
と
し
て
一
〇
の
点
を
あ
げ
た
。
以
下
、
少
Ｌ
長
く
な
る
が
引
用
で
こ
れ
を
示
し
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
一
、
分
権
化
（
宗
０
９
斥
竺
Ｎ
註
旨
）
と
は
、
意
志
決
定
の
権
限
を
、
実
際
、
に
必
要
な
行
為
が
行
わ
れ
る
場
所
に
で
き
る
だ
け
近
い
と
こ
ろ
に

　
お
く
こ
と
で
あ
る
。

　
　
二
、
分
権
化
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
意
志
決
定
に
対
し
て
現
実
に
役
に
立
っ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
、
で
き
る
だ
げ
直
接
的
に
適
用
可
能
た

　
知
識
と
、
で
き
る
だ
げ
タ
ィ
ム
リ
ー
た
理
解
力
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
最
良
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
三
、
分
権
化
は
、
真
の
権
隈
が
委
譲
さ
れ
る
場
合
は
じ
め
て
効
果
を
発
揮
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
細
都
の
こ
と
ま
で
が
一
い
ち
報
告
さ
れ

　
た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
よ
う
で
は
効
果
は
あ
が
ら
な
い
。
ま
し
て
一
ぱ
ん
悪
い
の
は
、
い
っ
も
事
前
の
チ
ェ
ヅ
ク
を
受
げ
た
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
よ
う

　
な
場
合
で
あ
る
。

　
　
四
、
分
権
化
は
、
責
任
と
権
限
の
委
譲
を
受
げ
る
地
位
の
人
々
が
ほ
と
ん
ど
ど
ん
な
場
合
で
も
し
っ
か
り
し
た
意
志
決
定
を
行
う
能
力
を
も
っ

　
て
い
る
と
い
う
上
位
の
人
々
の
信
頼
感
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
信
頼
感
は
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
の
レ
ベ
ル
か
ら
ま
ず
は
じ
ま

　
ら
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
も
し
杜
長
以
下
す
べ
て
の
役
員
が
意
志
決
定
の
責
任
と
権
限
を
完
全
に
分
権
化
し
よ
う
と
い
う
、
下
位
の
人
六
の
能
力

　
に
対
す
る
深
い
確
信
と
積
極
的
な
意
欲
を
も
た
た
か
っ
た
ら
、
真
の
分
権
化
は
決
し
て
実
現
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ト
ヅ
プ
の
役
員
が
ま
ず
責
任
と

　
権
限
の
委
譲
の
範
を
示
さ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な
い
。

　
　
五
、
分
権
化
は
、
ス
タ
ッ
フ
あ
る
い
は
サ
ー
ピ
ス
都
門
の
主
要
た
役
割
は
、
比
較
的
少
数
の
経
験
の
深
い
人
六
を
と
お
」
て
ラ
イ
ソ
担
当
者
に
、

　
か
れ
ら
自
身
が
正
確
た
意
志
決
定
を
下
す
の
に
有
用
な
援
助
と
堕
言
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　
　
六
、
分
権
化
は
、
中
央
で
計
画
さ
れ
、
統
制
さ
れ
た
意
志
決
定
よ
り
も
、
多
く
の
個
別
的
た
健
全
た
意
志
決
定
の
自
然
の
集
合
の
方
が
企
業
に

　
と
っ
て
も
杜
会
に
と
っ
て
も
よ
り
良
い
結
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
理
解
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　
　
七
、
分
権
化
は
、
一
般
的
な
会
杜
の
目
標
、
組
織
構
造
、
人
間
関
係
、
経
営
政
策
、
業
務
評
価
基
準
た
ど
を
全
杜
的
に
周
知
徹
底
さ
せ
、
こ
れ

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
竃
睾
巴
自
８
巨
ｏ
ｏ
◎
．
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
六
七
（
二
四
五
）
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）

　
に
し
た
が
わ
せ
る
こ
と
を
当
然
必
要
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
経
営
政
策
が
全
杜
的
に
明
確
に
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
分
権
化
さ
れ
た
個
別
部
門

　
で
そ
の
よ
う
な
政
策
を
執
行
す
る
方
法
ま
で
画
一
的
で
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
必
ず
し
も
意
味
し
な
い
と
い
う
理
解
が
大
切
で
あ
る
。

　
　
八
、
分
権
化
は
、
上
位
の
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
が
、
下
位
の
人
々
に
真
に
委
譲
さ
れ
た
権
限
は
順
次
下
位
の
人
々
に
再
委
譲
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

　
と
い
う
こ
と
を
よ
く
理
解
す
る
と
き
は
じ
め
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
ま
だ
自
分
へ
の
権
限
の
委
譲
は
あ
り
え
て
も
そ
れ
は
自

　
分
ど
ま
り
で
、
よ
り
下
位
へ
の
委
譲
は
あ
り
え
な
い
と
信
じ
て
い
る
役
員
や
マ
ネ
ジ
ャ
ー
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
。
こ
の
よ
う
た
人
六
は
、
分
権

　
化
を
口
先
で
は
い
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
細
い
仕
事
や
意
志
決
定
に
一
い
ち
口
出
し
し
、
自
分
の
部
下
の
人
々
の
や
っ
た
こ
と
を
批
判
し
続
げ

　
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
を
混
乱
さ
せ
、
独
立
性
の
あ
る
人
々
の
成
長
を
阻
害
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
九
、
分
権
化
は
、
意
志
決
定
の
権
限
に
照
応
し
た
責
任
が
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
の
人
々
に
よ
っ
て
真
に
受
げ
入
れ
ら
れ
、
遂
行
さ
れ
る
と
き
は
じ

　
め
て
よ
く
そ
の
効
果
を
発
揮
す
る
。

　
　
一
〇
、
分
権
化
は
、
一
定
の
義
務
づ
げ
ら
れ
た
業
績
達
成
水
準
、
業
績
優
秀
者
に
対
す
る
報
酬
、
無
能
力
者
や
業
績
を
達
成
で
き
な
い
者
の
更

　
迭
と
い
う
よ
う
た
、
業
績
評
価
を
基
礎
と
す
る
人
事
政
策
を
必
要
と
し
て
い
る
。
Ｌ
（
Ｏ
◎
ａ
巨
８
甲
■
き
ミ
句
§
ミ
“
§
さ
、
、
喜
乏
◎
§
Ｎ

　
き
§
鷺
婁
Ｈ
竃
９
署
．
ｍ
Ｏ
－
Ｓ
一
川
村
欣
也
訳
『
こ
れ
か
ら
の
経
営
者
』
一
九
五
八
年
、
東
洋
経
済
新
報
杜
、
五
二
～
五
三
べ
ー
ジ
。
た
だ
し
、

　
訳
文
は
上
記
訳
書
に
ほ
と
ん
ど
よ
っ
て
い
た
い
。
）

　
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
、
さ
ら
に
以
上
の
よ
う
な
分
権
化
の
原
則
を
生
か
し
て
、
具
体
的
に
Ｇ
Ｅ
杜
の
新
し
い
組
織
構
造
を
っ
く
り
上

げ
る
方
法
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
七
つ
の
点
を
あ
げ
た
。

　
「
一
、
ま
ず
会
杜
全
体
の
た
め
の
、
さ
ら
に
そ
の
上
で
会
杜
の
各
構
成
部
門
の
た
め
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
明
確
に
し
、
そ
し
て
そ
の
目
標

を
も
っ
と
も
効
果
的
に
達
成
す
る
よ
う
な
経
営
政
策
、
経
営
計
画
、
そ
し
て
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
す
る
こ
と
。

　
二
、
決
定
さ
れ
た
経
営
政
策
に
．
も
と
づ
い
て
そ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
実
際
に
た
さ
れ
る
べ
き
仕
事
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
。

　
三
、
た
さ
れ
る
べ
き
仕
事
を
分
割
、
分
類
し
て
、
単
純
で
、
論
理
的
で
、
わ
か
り
や
す
い
、
そ
し
て
包
括
的
な
組
織
構
造
を
っ
く
り
上
げ
る
こ

と
。　
四
、
重
要
な
仕
事
を
組
織
構
造
の
多
く
の
部
門
や
職
位
に
明
確
に
割
り
ふ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
五
、
組
織
構
造
の
そ
れ
ぞ
れ
の
職
位
を
占
め
る
の
に
満
た
さ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
人
物
の
要
件
と
資
格
を
明
確
に
す
る
こ
と
。



　
　
六
、
組
織
を
そ
の
よ
う
な
要
件
・
資
格
を
も
っ
た
人
六
で
編
成
す
る
こ
と
。

　
　
七
、
組
織
の
目
標
を
達
成
す
る
の
に
必
要
な
方
法
や
手
続
き
を
確
立
す
る
こ
と
。
」
（
掌
ミ
一
署
・
Ｓ
ふ
Ｏ
。
・
）

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
分
権
化
の
原
則
と
組
織
建
設
の
具
体
的
な
手
続
き
に
も
と
づ
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
ど
の
よ
う
な
構
造

を
も
っ
た
組
織
を
具
体
的
に
っ
く
り
出
し
た
か
。
っ
ぎ
に
こ
れ
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
こ
で
、
ま
ず
こ
う
し
て
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
ょ
っ
て
っ
く
り
出
さ
れ
た
新
た
な
事
業
部
制
組
織
を
一
九
五
一
年
か
ら
二
年
を
経
過

し
た
一
九
五
三
年
の
姿
で
示
し
て
み
る
と
、
図
９
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

　
こ
の
図
か
ら
、
私
た
ち
は
新
た
に
っ
く
り
出
さ
れ
た
Ｇ
Ｅ
杜
事
業
部
制
組
織
の
基
本
構
造
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
約
す

れ
ぼ
、
そ
れ
は
二
重
の
枠
組
み
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
そ
れ
は
経
営
役
員
室
（
異
ｏ
２
芽
¢
○
雷
ｏ
ｏ
）
、
事
業
部
門
（
８
９
註
お
Ｏ
◎
冒
君
畠
募
）
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
（
Ｃ
。
〇
三
８
０
◎
昌
－

君
量
募
）
と
い
う
三
つ
の
構
成
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
れ
と
三
つ
の
構
成
部
分
は
責
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
６
）

分
担
の
観
点
か
ら
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

　
ｍ
　
経
営
役
員
室
…
…
こ
れ
は
、
個
々
の
事
業
活
動
の
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
企
業
全
体
の
戦
略
に
か
か
わ
る
意
志
決
定
に
責

任
を
も
っ
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ぼ
、
企
業
全
体
の
目
標
、
政
策
、
長
期
計
画
の
決
定
、
業
績
の
評
価
、
各
事
業
部
門
の
目

標
や
計
画
と
企
業
全
体
の
そ
れ
と
の
問
の
調
整
、
さ
ら
に
計
画
的
な
経
営
者
層
の
養
成
な
ど
に
責
任
を
も
っ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
の
事
業
部
門
…
…
こ
れ
は
、
企
業
に
お
げ
る
具
体
的
な
事
業
活
動
の
担
い
手
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分
野
で
の
市
場
と
利

益
に
つ
い
て
の
責
任
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
ゆ
　
サ
ー
ビ
ス
都
門
…
…
こ
れ
は
、
種
々
の
機
能
的
な
諸
分
野
に
っ
い
て
、
そ
こ
で
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
業
務
遂
行
の
様
式
を

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
ｏ
・
彗
胃
巴
里
９
ま
ｏ
ｏ
◎
．
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
　
六
九
（
二
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
（
二
四
八
）

研
究
開
発
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
方
法
で
経
営
役
員
室
お
よ
び
事
業
部
門
の
両
サ
イ
ド
に
適
切
な
援
助
・
助

言
を
行
う
責
任
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ｅ
杜
事
業
部
制
組
織
の
構
造
を
形
づ
く
る
も
う
一
っ
の
枠
組
み
は
、
さ
ら
に
事
業
部
門
の
仕
組
み
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
製
品
都
１
ー
ハ
事
業
部
（
Ｕ
召
邑
暮
昌
↓
事
業
都
（
一
Ｕ
具
邑
８
）
↓
事
業
グ
ル
ー
プ
（
ｏ
・
Ｈ
◎
｛
）
と
い
う
三
層
の
構
造
を
も
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
図
に
示
さ
れ
た
一
九
五
三
年
の
段
階
で
具
体
的
に
い
え
ほ
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
全
事
業
分
野
は
二
三

の
事
業
部
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
一
方
で
は
さ
ら
に
一
一
〇
を
越
え
る
製
品
部
１
ー
ハ
事
業
部
に
細
分
割
さ
れ
、
他
方
で
は
五
っ
の

事
業
グ
ル
ー
プ
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
こ
の
よ
う
な
組
織
構
造
を
も
っ
事
業
部
門

に
具
体
的
な
事
業
活
動
の
市
場
と
利
益
に
つ
い
て
の
責
任
と
権
隈
が
移
譲
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
組
織
構
造
の
中

で
さ
ら
に
具
体
的
に
利
益
に
関
す
る
責
任
単
位
（
卑
◎
ま
ｏ
彗
雪
）
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
そ
こ
で
の
最
小
単
位
で
あ
る
製
品
部
１
１
小

　
　
　
　
　
　
（
２
７
）

事
業
都
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
は
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
よ
る
一
九
五
一
年
の
組
織
変
革
に
よ
っ
て
、
現
在
み
る
当
杜
の
そ
れ
　
　
三
の
Ｏ
の
Ｃ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
８
）

で
概
観
し
て
お
い
た
も
の
と
基
本
的
に
同
じ
枠
組
み
を
も
っ
た
分
権
的
な
事
業
部
制
組
織
を
っ
く
り
出
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
分
権
的
な
組
織
が
実
質
的
に
会
杜
全
体
に
定
着
す
る
ま
で
に
は
、
約
五
年
の
歳
月
を
要
し
た
。
コ

ー
デ
ィ
ナ
ー
自
身
、
一
九
五
六
年
に
書
か
れ
た
著
書
（
講
演
集
）
、
き
ミ
勺
、
§
ざ
葛
さ
、
、
、
書
乏
ｏ
ミ
ミ
き
§
恕
さ
（
前
出
）
の
中

で
こ
の
過
程
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る
。

　
「
十
分
想
像
さ
れ
う
る
よ
う
に
、

自
已
分
析
と
教
育
を
必
要
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
（
組
織
変
革
の
…
「
引
用
者
」
）
の
全
過
程
は
、
組
織
全
体
を
と
お
し
て
の
お
び
た
だ
し
い
量
の

新
し
い
考
え
方
だ
げ
で
は
た
く
、
新
し
い
行
動
様
式
が
発
展
さ
せ
ら
れ
、
受
げ
入
れ
ら
れ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な



か
っ
た
。
従
来
か
ら
の
多
く
の
職
位
や
組
織
が
廃
止
さ
れ
、
そ
し
て
多
く
の
新
し
い
責
任
あ
る
職
位
や
部
門
が
っ
く
り
出
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
た
激
し
く
変
化
す
る
環
境
の
下
に
あ
っ
て
は
、
人
々
は
と
も
す
れ
ぱ
、
か
れ
ら
の
職
歴
や
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
る
と
感
じ
、

新
し
い
理
念
が
完
全
に
受
げ
入
れ
ら
れ
、
練
ら
れ
て
、
確
立
さ
れ
る
ま
で
は
、
い
ろ
い
ろ
疑
い
深
く
な
り
、
あ
る
い
は
少
く
と
も
過
度
に
神
経
質

に
な
り
が
ち
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
時
機
を
選
ぶ
と
い
う
こ
と
が
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
私
個
人
と
し
て
は
（
組
織
変

革
の
実
施
を
開
始
し
た
…
「
引
用
者
」
）
一
九
五
一
年
に
は
、
新
し
い
組
織
構
造
を
発
展
さ
せ
、
そ
れ
を
人
六
の
問
に
十
分
な
理
解
と
熱
意
を
も
っ

て
受
げ
入
れ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
五
年
は
必
要
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
た
。
事
実
、
今
日
（
一
九
五
六
年
の
今
日
…
「
引
用
老
」
）
組

織
変
革
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
よ
う
や
く
軌
道
に
の
り
出
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
掌
ミ
一
竃
・
艶
－
軍
）

（
２
４
）

（
２
５
）

（
２
６
）

（
２
７
）

（
２
８
） 　

Ｏ
◎
、
｛
－
箏
ｏ
■
　
肉
．
］
。
二
　
」
く
～
ミ
、
§
ミ
“
守
葛
さ
、
、
、
蕎
富
♂
ミ
ミ
ー
ミ
ミ
Ｑ
鴇
葛
一
　
Ｈ
ｏ
閉
９
　
Ｐ
ら
べ
．

　
き
ミ
一
〇
．
お
．

　
以
下
、
掌
ミ
一
署
．
賢
－
冒
．

　
§
ぎ
一
君
．
岬
Ｏ
。
－
震
一
〇
お
彗
幸
◎
◎
♀
き
§
鴇
、
ミ
ｂ
ミ
§
“
§
Ｎ
“
き
ぎ
ミ
Ｐ
Ｓ
．

　
一
九
四
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
半
ぱ
に
至
る
、
以
上
で
説
明
し
て
き
た
よ
う
た
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
組
織
変
革
に
っ
い
て
は
、
以
上
で
引

用
し
た
も
の
の
他
に
、
さ
ら
に
っ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
を
参
照
。

　
Ｏ
◎
、
ｑ
｛
目
¢
■
　
申
．
Ｈ
二
　
弓
｝
ｏ
Ｈ
昌
も
－
ｏ
ｐ
弐
◎
箏
ｏ
ｏ
◎
｛
Ｈ
目
｛
■
ｏ
◎
旨
－
』
Ｕ
¢
ｏ
¢
箏
斥
』
庁
～
饒
ｏ
Ｐ
　
ト
昌
¢
｛
ｏ
ｐ
箏
峯
｝
■
｝
囚
ｏ
昌
Ｉ
ｏ
■
一
ト
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
９
～
饒
◎
■
一
　
〇
～
ミ
～
－

§
Ｎ
き
§
鴇
§
§
“
吻
ミ
雲
一
オ
◎
．
Ｈ
Ｏ
。
ト
畠
畠
１

　
０
◎
Ｈ
｛
－
目
¢
■
　
勺
Ｈ
◎
一
Ｕ
庁
冒
ｏ
ｏ
ｏ
｛
冒
ｐ
目
～
ｏ
ｑ
ｏ
昌
ｏ
■
け
－
目
　
声
－
胃
・
ｏ
ｑ
ｏ
Ｏ
ｏ
ｏ
¢
箏
旨
邑
“
¢
ｑ
　
Ｏ
Ｈ
０
ｑ
｝
目
｛
Ｎ
～
饒
ｏ
Ｐ
　
Ｏ
～
ミ
～
、
ミ
ミ
ｓ
ミ
ｓ
恕
§
～
ミ
吻
ミ
ざ
ク

オ
◎
．
Ｈ
８
一
岩
ｓ
．

　
Ｏ
◎
『
｛
｛
箏
¢
■
　
竃
ｐ
■
ｐ
ｏ
ｑ
ｏ
｛
』
Ｃ
つ
斤
－
－
尿
　
｛
◎
ｈ
　
声
　
宕
¢
考
　
ト
ｏ
ｑ
９
　
ト
、
、
、
“
易
　
ぴ
“
さ
、
“
　
、
“
“
　
掌
～
○
ミ
、
ざ
婁
。
Ｏ
ぎ
）
ｏ
，
Ｏ
ぎ
、
Ｑ
電
－
竃
ｐ
Ｈ
０
｝
ｏ
〇
一

崖
害
一
君
巨
オ
｝
＆
耳
ｏ
・
．
戸

　
Ｏ
◎
Ｈ
Ｏ
－
箏
¢
■
　
声
オ
ｏ
尋
Ｏ
－
昌
ｄ
■
ｏ
ｏ
－
◎
目
｛
目
］
〈
［
～
目
～
ｏ
ｑ
ｏ
昌
１
¢
目
け
　
　
ト
、
、
、
～
旨
　
｝
“
さ
、
“
　
、
ぎ
～
　
ミ
ぎ
Ｑ
、
ざ
ミ
６
ｏ
専
◎
ミ
ト
Ｎ
ミ
§
｛
ミ
“
９
０
守
ｑ
－
　
≠
ｏ
く
．

冨
一
畠
雪
一
冒
巨
。
・
｝
＆
耳
○
．
向
．

　
Ｏ
◎
目
斥
◎
－
¢
Ｈ
０
０
｝
－
ｏ
司
◎
■
箏
｛
９
－
ｏ
箏
一
Ｈ
目
ｏ
．
一
ト
Ｏ
Ｑ
竃
６
、
§
誉
へ
き
ミ
ｓ
篶
§
～
§
“
曳
Ｑ
ミ
ミ
“
鳶
ｓ
ミ
、
Ｏ
ｏ
ミ
“
§
Ｎ
Ｓ
“
Ｏ
～
ミ
“
、
ｓ
Ｎ
曽
～
ミ
、
○
Ｏ
◎
二
　
Ｈ
０
切
蜆
．

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
實
巴
里
９
ま
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
い
（
坂
本
）
　
　
　
　
七
一
（
二
四
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）

　
冒
－
赤
一
勺
．
貝
一
く
凹
斤
－
■
囚
Ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
自
斥
』
庁
９
－
◎
■
事
◎
『
斤
一
〇
目
¢
Ｏ
◎
昌
ｂ
”
■
＜
、
ｏ
ｏ
向
メ
ｏ
ｏ
『
５
目
ｏ
ｇ

　
Ｏ
◎
『
｛
｛
■
ｏ
Ｈ
◎
｛
○
ｏ
■
ｏ
『
～
一
向
－
ｏ
ｏ
↓
｛
９
　
ぎ
ミ
ミ
ミ
“
　
峯
｝
＜
Ｈ
０
蜆
ド

　
弓
｝
ｏ
Ｏ
く
ｏ
『
｝
ｐ
■
－
◎
｛
○
¢
■
ｏ
『
当
向
－
ｏ
ｏ
け
ユ
９
　
き
エ
ミ
ミ
～
一
Ｕ
ｏ
ｏ
．
Ｈ
ｏ
閉
閉
．

　
○
ｏ
■
ｏ
『
Ｐ
－
向
－
ｏ
ｏ
↓
ユ
ｏ
Ｏ
◎
一
．
　
ト
ミ
ミ
ミ
ミ
完
魯
◎
ミ
ー
　
Ｈ
ｏ
岬
Ｈ
．

七
二
（
二
五
〇
）

き
ミ
嚢
§
§
“
完
§
帝
§

－
■
■
９
　
お
岬
べ
一

　
○
　
事
業
部
制
組
織
の
構
造

　
以
上
Ｏ
で
は
、
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
を
彩
づ
く
る
第
一
の
要
素
で
あ
る
事
業
都
制
組
織
が
ど
の
よ
う
に
Ｌ
て
形
成
さ
れ
て

き
た
か
を
、
一
九
五
一
年
の
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
ょ
る
組
織
変
革
に
焦
点
を
あ
て
な
が
ら
あ
き
ら
か
に
し
て
き
た
。
し
か
し
、
以
上
で

は
、
こ
う
し
て
形
づ
く
ら
れ
た
事
業
部
制
組
織
に
っ
い
て
そ
の
枠
組
み
を
ご
く
か
ん
た
ん
に
の
べ
た
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
構
造
が
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
う
し
て
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
成
立

を
み
た
Ｇ
Ｅ
杜
の
泰
業
部
制
組
織
の
構
造
に
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
、
そ
の
特
徴
を
説
明
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
○
い
経
営
役
員
室

　
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
Ｇ
Ｅ
杜
事
業
部
制
組
織
の
全
体
構
造
は
三
っ
の
構
成
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
が
、
そ
の
ま
ず
第
一
の

部
分
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
組
織
の
中
枢
部
分
で
あ
る
経
営
役
員
室
で
あ
る
。

　
こ
の
経
営
役
員
室
が
、
個
々
の
事
業
活
動
の
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
企
業
全
体
の
戦
略
に
か
か
わ
る
意
志
決
定
に
責
任
を
負
う

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
の
ぺ
た
と
お
り
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
そ
れ
は
、
企
業
全
体
の
目
標
、
政
策
、
長
期
計
画
の
決
定
、

業
績
の
評
価
、
各
事
業
部
門
の
目
標
や
計
画
と
企
業
全
体
の
そ
れ
と
の
問
の
調
整
、
さ
ら
に
計
画
的
な
経
営
者
層
の
養
成
た
ど
に
責

任
を
負
う
も
の
で
あ
っ
た
。



　
図
９
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
経
営
役
員
室
は
、
具
体
的
に
は
杜
長
室
（
卑
置
ま
算
．
。
。
Ｏ
雷
ｏ
¢
）
↓

経
営
役
員
室
（
穿
ｏ
９
芽
ｏ
Ｏ
雪
ｏ
ｏ
）
と
い
う
二
重
構
造
を
も
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
。

　
ま
ず
杜
長
室
は
、
杜
長
自
身
、
取
締
役
会
会
長
（
Ｏ
罫
一
旨
彗
◎
二
ぎ
団
８
ａ
◎
｛
〇
一
昌
§
易
）
と
五
っ
の
事
業
グ
ル
ー
プ
を
そ
れ
ぞ

れ
担
当
す
る
五
人
の
経
営
副
杜
長
（
穿
８
皇
き
≦
８
勺
嚢
己
Ｏ
箏
け
）
、
以
上
七
人
の
役
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
杜
長
室
を
構
成
す

る
こ
れ
ら
の
メ
ソ
バ
ー
は
、
取
締
役
会
会
長
の
場
合
に
は
、
取
締
役
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
固
有
の
任
務
と
あ
わ
せ
て
、
財
政
間
題
、

公
共
関
係
や
対
政
府
関
係
の
問
題
、
国
際
間
題
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
ま
た
五
人
の
経
営
副
杜
長
の
場
合
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

す
る
事
業
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
関
す
る
問
題
に
お
い
て
、
杜
長
の
ラ
ィ
ソ
権
限
を
代
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ぱ
か
れ
ら
は
杜
長

の
「
経
営
上
の
腕
」
（
勺
曇
巨
９
け
，
。
・
昌
彗
嵩
Ｏ
Ｈ
邑
胃
婁
）
を
延
長
す
る
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
よ
れ
ぱ
、

「
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
組
織
上
の
工
夫
は
、
ど
ん
な
人
で
も
Ｇ
Ｅ
杜
の
よ
う
に
大
規
模
で
多
角
化
し
た
企
業
で
の
多
方
面
の
事
業
に
対

し
て
十
分
効
果
的
な
経
営
上
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
を
発
揮
す
る
の
に
必
要
な
時
間
と
知
識
を
一
人
で
も
ち
合
わ
せ
る
こ
と
は
不
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
９
）

で
あ
る
と
い
う
認
認
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
組
織
に
よ
っ
て
、
「
各
経
営
副
杜
長
は
、
企
業
全

体
の
成
功
の
た
め
に
取
締
役
会
か
ら
課
せ
ら
れ
て
い
る
杜
長
の
窮
極
の
責
任
を
何
ら
損
う
こ
と
な
し
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分
野
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
０
）

杜
長
の
役
割
を
代
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
」

　
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
す
で
に
以
上
の
説
明
で
も
あ
き
ら
か
で
あ
る
が
、
五
人
の
事
業
グ
ル
ー
プ
担
当
経
営
副
杜
長
（
、
？
◎
君

異
Ｏ
昌
享
易
、
）
の
職
位
は
、
　
た
と
え
ぱ
の
ち
に
説
明
す
る
事
業
部
門
組
織
に
お
げ
る
事
業
部
総
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
職
位
に
対
応
す
る

よ
う
な
独
自
の
経
営
階
層
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
杜
長
が
各
事
業
部
門
に
対
し
て

果
た
す
べ
き
責
任
と
権
限
の
代
行
者
で
あ
り
、
各
事
業
部
門
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対
し
て
は
杜
長
の
立
つ
べ
き
立
場
と
同
一
の
レ
ベ
ル

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
０
９
胃
肖
里
ｏ
ｏ
ま
ｏ
ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
七
三
（
二
五
一
）



　
　
　
立
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学
（
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七
四
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五
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に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｌ
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
業
グ
ル
ー
プ
担
当
経
営
副
杜
長
（
通
称
「
グ
ル
ー
プ
・
エ
ク
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
」
）

の
職
位
の
設
置
は
、
決
し
て
事
業
部
総
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
移
譲
さ
れ
た
事
業
活
動
上
の
責
任
と
権
限
か
ら
、
そ
の
一
部
を
留
保
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
っ
ぎ
に
経
営
役
員
室
に
っ
い
て
い
え
ぱ
、
こ
れ
は
杜
長
室
の
構
成
メ
ソ
バ
ー
七
人
に
、
の
ち
に
説
明
す
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
各
部

門
を
担
当
す
る
副
杜
長
（
≦
８
串
¢
。
・
己
彗
け
）
一
〇
人
を
加
え
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
経
営
役
員
室
を
構
成
す
る
こ
れ
ら
の
メ
ソ
バ
ー

は
、
普
通
か
れ
ら
の
執
務
時
問
の
二
〇
劣
ほ
ど
を
割
い
て
、
そ
の
問
は
そ
れ
ぞ
れ
が
本
来
担
当
し
て
い
る
事
業
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
活

動
に
か
か
わ
る
業
務
か
ら
は
な
れ
て
、
企
業
全
体
の
経
営
に
か
か
わ
る
問
題
に
っ
い
て
杜
長
の
諮
問
に
答
え
る
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
経
営
役
員
室
は
、
杜
長
が
企
業
全
体
の
一
〇
年
な
い
し
そ
れ
以
上
先
に

も
わ
た
る
長
期
の
経
営
戦
略
を
立
て
る
の
に
役
に
立
っ
幅
広
い
事
業
上
の
経
験
と
最
新
の
経
営
諸
分
野
の
知
識
を
準
備
す
る
役
割
を

　
　
　
　
　
　
（
３
１
）

担
わ
さ
れ
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
Ｇ
Ｅ
杜
の
経
営
役
員
室
の
歴
史
は
、
初
代
杜
長
コ
ー
フ
ィ
ソ
（
ｏ
◎
由
Ｐ
９
．
声
）
が
一
九
一
三
年
取
締

役
会
会
長
に
な
り
、
後
任
杜
長
に
ラ
ィ
ス
（
霞
８
一
甲
ミ
．
）
が
選
出
さ
れ
た
と
き
、
　
こ
の
二
人
が
、
、
向
巻
９
饒
き
○
宙
Ｏ
Ｏ
、
、
と
み
ら

れ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぽ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
ま
だ
イ
ソ
フ
ォ
ー
マ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
機
能
的
に
も
以
上
で
説
明
し
た
も
の
か
ら

全
く
遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
九
二
二
年
～
四
〇
年
の
間
の
三
代
目
杜
長
ス
ウ
ォ
ー
プ
の
体
制
下
で
は
、
そ
の
最
後
の
段
階
に
近
く
な
る
ま
で
は
、
旧
来
ど
お

り
杜
長
が
主
席
経
営
役
員
（
Ｏ
巨
ｏ
｛
黒
ｏ
§
芽
ｏ
Ｏ
哉
ｏ
ｏ
『
）
で
あ
る
と
同
時
に
主
席
事
業
マ
ネ
シ
ャ
ー
（
Ｏ
巨
臥
○
潟
量
暮
四
峯
彗
晶
胃
）

で
あ
る
と
い
う
状
態
が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
杜



長
と
そ
れ
に
直
属
す
る
ご
く
少
数
の
経
営
役
員
が
直
接
に
事
業
活
動
の
運
営
に
責
任
を
も
っ
、
す
た
わ
ち
利
益
責
任
を
も
っ
と
い
う

組
織
の
あ
り
方
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
よ
う
な
大
規
模
で
多
角
化
し
た
企
業
に
は
不
適
切
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
そ
こ
で
、
ス
ウ
ォ

ー
プ
は
一
九
三
六
年
向
曽
Ｏ
鼻
享
Ｏ
Ｏ
昌
胃
け
旨
竃
け
を
設
置
し
て
経
営
機
能
の
強
化
を
計
ろ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
、
の
ち
の
経
営
役

員
室
の
形
成
へ
の
大
き
な
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

　
さ
ら
に
四
代
目
杜
長
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
は
、
一
九
四
九
年
に
ー
向
き
Ｏ
鼻
－
き
一
Ｕ
｛
胃
け
昌
彗
一
の
考
え
方
を
発
展
さ
せ
、
す
べ
て
の
サ
ー

ビ
ス
部
門
担
当
副
杜
長
ま
で
メ
ソ
バ
ー
に
含
む
向
曽
ｏ
巨
写
ｏ
Ｏ
ｏ
旨
邑
箒
¢
を
設
置
し
た
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
改
革
は
、

実
質
的
に
は
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
手
で
進
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
は
こ
れ
を
一
九
五
一
年
、
さ
ら
に
・
先
に
説
明
し
た
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
）

な
経
営
役
員
室
向
曽
９
饒
き
○
＄
０
０
に
発
展
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
ｍ
川
“
）
　
Ｏ
◎
Ｈ
Ｐ
｛
箏
ｏ
■
　
＞
“
§
、
§
ミ
“
、
Ｓ
さ
、
、
慧
ｃ
。
巴
◎
§
ミ
き
ミ
嚢
葛
一
　
Ｐ
ｏ
ｏ
◎
・

　
　
（
３
０
）
　
掌
ミ
一
〇
．
ｏ
ｏ
。
・

　
　
（
３
１
）
　
以
上
経
営
役
員
室
に
つ
い
て
は
、
皇
ミ
一
君
．
彗
－
ベ
ガ
○
竃
ｏ
§
－
目
８
ま
ｏ
ｏ
～
、
喜
色
ｏ
§
Ｎ
ミ
、
、
恕
§
、
ミ
ニ
ミ
Ｏ
、
ミ
、
、
、
一
曽
、
、
“
、
“
、
・

　
　
　
　
団
ｏ
◎
斤
弓
峯
◎
１
０
ｏ
箏
０
ｈ
邑
向
－
ｏ
９
｛
ｏ
，
ｏ
Ｄ
Ｏ
『
囚
｝
目
庁
９
－
◎
Ｐ
　
Ｈ
０
岬
ｏ
◎
一
〇
｝
｝
Ｐ
　
蜆
…
Ｏ
・
Ｈ
¢
ｏ
箏
事
◎
◎
♀
　
き
ミ
Ｑ
鴨
こ
ミ
ｂ
～
○
～
ミ
、
ｓ
ミ
～
ミ
サ
き
　
ｏ
Ｐ
Ｎ
ｏ
．

　
　
　
　
ｏ
ｏ
Ｎ
．

　
　
（
３
２
）
　
以
上
経
営
役
員
室
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
・
８
彗
考
ｏ
ｏ
戸
ミ
§
Ｑ
鴇
、
ミ
ｂ
§
§
ぎ
茅
き
◎
、
、
一
Ｐ
ｏ
．
ｏ
・

の
事
業
部
門

　
事
業
部
制
組
織
の
第
二
の
構
成
部
分
は
、
事
業
部
門
で
あ
る
。
っ
ぎ
に
、
こ
の
部
分
に
っ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
に
・
み
て
み
る
こ

と
に
す
る
。

　
こ
の
事
業
部
門
が
、
企
業
に
お
げ
る
具
体
的
な
事
業
活
動
の
担
い
手
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分
野
で
の
市
場
と
利
益
に
っ
い

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
睾
巴
里
ｏ
９
ユ
ｏ
ｏ
◎
・
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
七
五
（
二
五
三
）
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－
魯
ｕ
セ
ー
８
一
５
『
ｏ
言
‘
ビ
ｏ
．
…
８

】
、

】

．
－
§
２
ｏ
…
薫
８
■
責
ヨ
ヒ
；

■１

－

．
ヒ
岩
彗
彗
ト
螢
葦

Ｕ

．
－
塞
婁
一
蔓
一
暑

１

Ｕ

．
－
婁
；
雪
星
ｅ
蟹
一
竃
一
ｓ
１
妄
２
ｉ

１

ｎ

．
ヒ
山
ｏ
曽
量
ヨ
ｏ
山
竃
三
是
〇
一
１
ｏ
…

じ同こ９図）注（）所出（



の杜ＥＧ年
５
５

１
９

１
０図

ｐＵＯＲＧＮ◎ＩＴＵ８ＩＲＴＳ１Ｏ

に

鷺
搬

一
婁
。
。
百
Ｆ
奮
告
２
崖
き

ま
］
ｏ
↑
嚢
竈
岨
８
ｄ
竃
＝
房
§

ピ
］
ｏ
唇
要
二
８
目
忙
臼
コ
８
竃

６

一
呂
５
旧
き
請
巴
麦
出

器
ピ
岩
；
冒
琶
監
３
」
畠
ｏ
妻
窒
睾
『
皇
暑

註
岩
３
ま
竃
臣
冒
…
．
Ｌ
岩
Ｏ
葦
竃
…
妻

崔
曽
罰
」
あ
．
匝
院
一
〇
．
ｏ
］
妻
肖
；
皇
二
５
彗
ユ
蕎
〕

”

ぎ
〕
篶
巴
話
冊
山
匡
雪
婁
；
出
」

ぎ
岩
皇
薗
■
裏
山
凶
妻
明
ｏ
ヨ
葛
蔓
一
」
書
…

ｒ

ビ
山
ｏ
」
昌
］
一

Ｕ

℃

）

薫

．
Ｈ
缶
ｏ
」
｛
婁
婁
一
」

ｎｕ

岨
膏
畠
匝
－

、１

）

ま
岩
岬
』
葦
■
ｏ
…
隻
竃
：

Ｕ

６

一
缶
ｏ
皇
…
竃
ら

ｏ
１
【
●

琶
日
匝
麦
崖
一
；

ｏ
１
Ｕ

一
一

召
ヨ
匝
妻
］
声
冒
…

；
冨
匝
壼
］
…
匿
－

驚

．
Ｅ
岩
」
葛
］
一

－
出
ｏ
山
百
…
竈
６

ま
］
２
；
芦
５
崔
■
さ
」
皇
山

概

ま
岩
」
４
婁
皇
〔

－
婁
皇
皇
ｓ
一
里
さ
吻
山
葛
轟

蔓
葛
－
亨
３
蟹
巴
，
」
：
８

８
…
塞
皇
」
－
あ
・
出
匿
巴
，
」
：
８

ｓ

≦
エ
ら
山
畠
コ
呈
午
刎
山
壬
８
，
」
－
８

“刊

舳

】
５
’
，
］
苧
轟
医
與
，
」
，
８

舳

２
コ
一
≦
二
山
麦
』
，
■
：
８

９
ｕ

２
５
■
］
ｄ
邊
王
臼
１
一
１
８

８
５
一
草
‘
臣
困
，
■
，
８

≦
書
■
亨
臼
窒
ビ
，
」
；
〕

ＰＵ◎ＲＧＳｕＴＡＲＡＰＰＡ

．
ま
岩
隻
］
１
皇
；
］
竃
Ｏ
Ｏ
…
ｕ
≧
ト
量
０
８
一

．
ま
曽
卜
匿
彗
ｏ
」

Ｏ州
醐

鳥
ヒ
岩
缶
ｏ
彗
毒
竃
き
血
宴
‘
窒
要
コ
ト
一
」
妻
山

．
に
岩
雪
ｏ
ｏ
ｏ
…
彗
－
畠
嵩
ｏ
・
山
…
窒
；
ｉ
５
冨
日
－

．
ヒ
さ
匠
ｏ
↑
量
雲
岩
・
望
一
霊
…
－
ｏ
↑
岬
山
星
５

ｖ
ｏ

．
ま
曽
崔
一
霊
コ
↑
竃
ｏ

舳
一
一

．
ト
婁
山
）
８
一

一
婁
竃
，
５
峯
匡
竃
葦
一

鮒
閉
肌

．
旨
さ
匝
崔
曽
窒
｛
厚
百
；
里
農
一
〇

ｍ
　
　
酬

．
↑
婁
匡
↑
暑
ユ
５

Ｆ

崖
岩
ｄ
匿
§
仁
」
き
山
肪

）

○
口
…

）

鶯

ピ
岩
白
匡
§
ト
覧
言
…

ｈ－

．
に
岩
要
〕
葦
蓑
８
鼻
皇
竃
一

９Ｕ

ピ
岩
彗
８
♂
－
嘉
皇
↑
皇
；
一
〇
当

１＾Ｎ

．
』
婁
匝
蔓
自
轟
〕
…
皇
重
工

＾ＦＦ

ｍ
固

一
§
曽
…
§
三
姜
争
富
『
日

＾

篤
一
婁
一
■
ｏ
葦
姜
…
一
書
山
＆
ｏ
…
隻
あ

．
重
姜
琶
匿
８
…
；
冒
皇

ピ
岩
曽
ト
皇
雲
〕
ｏ
董
曽
旨
：
■
昏
一

ピ
岩
］
一
罰
山
一
呈
；

同旺

．
↑
」
さ
皇
蔓
ｏ
葦
－
崖
誉

ｃ
　
舳

一
鷺
・
。
榊
一
舳

一
缶
ｏ
工
：
５

と
岩
岩
２
皇
＝
竃
三
暮
］
９
；
竃
］
」
山

一
婁
匿
８
星
匹
葛
芦
曇
舅
５
ｏ
…
↑
竃
冒
隻
８

ピ
さ
缶
蔓
〇
一
琶
セ
書
一
」
毒

ｏ
　
　
　
　
５
　
　
　
Ｅ

閉

ざ
山
ｏ
窒
｛
コ
ま
４

ま
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岨
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皇
ま
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ｏ
窒
ｏ
ま
き
ま
ｏ
妻
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；
江
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一
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印

．
崖
さ
帥
］
山
轟
ｏ
…
竃
５
」
皇
５

一
総

、
↑
３
ｏ
山
２
」
ｏ
工
＝
５

．
に
岩
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；
〕
昌
呈
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９

．
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臼
ｏ
工
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〕
］
彗
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．
↑
畠
己
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５
岩
雪
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．
ま
］
ｏ
婁
百
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］
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鷺

．
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］
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百
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．
ヒ
岩
笥
竈
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．
に
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竃
一
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５
崔
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川
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．
に
曽
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一
↑
碧
コ
さ
８
；
ｏ
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．
↑
巴
Ｏ
婁
↑
５
工
｛
一
彗
岬
呂
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．
ヒ
岩
竃
，
匡
ｏ
」
望
皇
－
こ
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三
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〕
易

ＦＭ
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．
ヒ
岩
弩
ト
§
…
崔
８
書
二
；
一
ｓ
易

＾Ｌ

驚
　
　
　
刊
ｏ

．
巨
当
彗
－
婁
｛
竃
山
…
」
■
…
蜆

リ、

．
－
婁
匝
昌
２
ｏ
言
毒
皇

１＾

．
重
き
－
；
…
雲
§
８
鴉
婁
星
量
山
竃
ｏ

５・し

．
－
３
０
５
－
量
山
婁
｛
星
２

ｕＵＵ

．
↑
魯
…
皇
雲
蔓
８
一
一
冨
書
賃

Ｎト

菰
．
ヒ
岩
Ｊ
星
…
８
嵩
星
－
星
一
皇
崔
岩

」＾

．
毎
岩
閉
山
夏
竃
｝
２
；
；
囮
彗
塞

１尺Ｔ

．
↑
嘗
－
…
５
曼

５

｝
ｏ

ｕ

．
ヒ
岩
一
２
…
８
阯
婁
≦
峯

ｏＮ１

．
．
ｏ
〇
一
］
］
お
む
尋
｝
窒
－
星
葦
山
葦

　
　
　
　
Ｒ
絆
一
撚
榊
ｃ
　
　
　
　
　
　
ｏ
－

．
に
岩
皇
峯
ユ
；
〇
一
註
８
３
８
４

．
宝
岩
山
ｏ
；
岩
皇
一
『
；

．
Ｅ
岩
〕
」
害
ｏ
２
４
豊
一
‘

．
ま
岩
呪
５
呂
ｏ
監
－
５
皇
８

一
ｓ
ｏ
着
匝
．
日

．
に
さ
き
」
畠
彗
ｏ

滋
．
Ｅ
き
蜆
５
８
ｏ
匿
皇
８
コ
昂

ー
ヒ
岩
隻
涜
蔓

．
－
島
ｏ
貧
§
ｏ
監
茎
－
５
毒
…
呈
｛
８
↑
；
三
５

．
Ｅ
岩
ヨ
’
冨
－
…
一
；
ヨ
；

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
ｏ
箏
Ｑ
Ｈ
｝
Ｈ
向
Ｈ
ｏ
ｏ
耳
－
ｏ
Ｏ
◎
．
）

の
組
織
変
革
Ｈ

（
坂
本
）

七
七
（
二
五
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
（
二
五
六
）

て
の
責
任
を
も
っ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
は
組
織
構
造
全
体
の
土
台
を
形
成

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
先
に
掲
げ
た
図
９
の
中
の
事
業
部
門
の
部
分
を
も
う
少
し
拡
大
し
て
示
Ｌ
て
み
る
と
、
図
１
０
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
図
９
と
図
１
０
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
ま
の
べ
た
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
事
業
部
門
は
、
一
九
五
三
年
の
段
階
で
は
、
ま
ず

二
三
の
事
業
部
（
皇
＜
邑
旨
）
に
分
割
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
一
方
で
は
さ
ら
に
一
一
〇
を
超
え
る
製
品
部
Ｈ
小
事
業
部
（
Ｕ
昌
葦
冒
鼻
）

に
細
分
割
さ
れ
、
他
方
は
五
っ
の
事
業
グ
ル
ー
プ
ベ
ｏ
・
昌
君
）
、
す
な
わ
ち
、

　
機
器
事
業
グ
ル
ー
プ
（
喜
寝
註
易
？
◎
君
）

　
産
業
用
機
器
ニ
フ
ソ
プ
事
業
グ
ル
ー
ブ
（
Ｈ
邑
易
ま
』
零
◎
ま
Ｏ
誌
彗
｛
■
彗
Ｏ
？
◎
眉
）

　
家
庭
電
気
機
器
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
（
ト
Ｏ
呂
彗
８
竃
｛
里
８
ぎ
■
一
易
？
◎
君
）

　
原
子
カ
ェ
ネ
ル
ギ
ー
・
軍
事
用
機
器
事
業
グ
ル
ー
プ
（
≧
◎
邑
ｏ
要
９
弩
彗
｛
Ｏ
昏
易
ｏ
零
◎
星
ｏ
誌
Ｏ
・
８
君
）

　
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ
（
９
。
・
巨
げ
婁
冒
？
◎
君
）

　
　
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
業
グ
ル
ー
プ
単
位
に
ま
と
め
ら
れ
る
事
業
部
－
製
品
部
の
構
造
を
具
体
的
に
み
る
た
め
に
、
こ
こ
で
た
と
え
ば
家

庭
電
気
機
器
・
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
の
場
合
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
五
っ
の
事
業
部
か

ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

　
空
調
設
備
事
業
部
（
≧
Ｈ
Ｏ
◎
己
巨
◎
邑
お
９
多
｛
旨
）

　
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ソ
ト
杜
事
業
部
（
｝
◎
吾
◎
薫
０
９
９
多
一
９
）



　
大
型
家
庭
電
気
機
器
事
業
部
（
呂
昔
Ｈ
害
呂
彗
８
９
ま
一
９
）

　
小
型
家
庭
電
気
機
器
事
業
部
（
ｃ
。
蔓
－
喜
呂
彗
８
冒
く
邑
◎
目
）

　
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
部
（
里
８
ぎ
庄
８
冒
多
一
９
）

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
事
業
部
が
ど
の
よ
う
に
製
品
部
に
分
割
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、
た
と
え
ぼ
大
型
家
庭
電
気
機
器

事
業
部
の
場
合
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、
そ
れ
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
五
っ
の
製
品
部
に
分
か
れ
て
い
た
。

　
皿
洗
機
・
厨
芥
処
理
機
都
（
Ｕ
肇
奉
易
｝
胃
竃
＝
Ｕ
喜
８
ｐ
一
Ｕ
８
ぎ
暮
昌

　
家
庭
用
洗
濯
設
備
部
（
目
◎
墓
９
旨
亀
｝
Ｕ
暑
胃
ぎ
彗
↓
）

　
家
庭
用
冷
蔵
庫
部
（
｝
◎
易
｝
◎
巨
雰
ま
。
・
胃
ｇ
冒
ｏ
ｏ
り
葦
昌
ｇ
一
）

　
レ
ソ
ジ
・
温
水
器
部
（
霊
お
ｏ
冒
ｐ
オ
ｇ
胃
患
ｇ
胃
ｏ
ｏ
寝
Ｈ
ぎ
雪
一
）

　
ル
ー
ム
空
調
設
備
部
（
内
◎
◎
冒
≧
ｈ
Ｏ
◎
己
ま
９
胃
Ｕ
¢
り
胃
ぎ
竃
け
）

　
〔
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
具
体
的
に
は
の
べ
な
い
が
、
図
１
０
か
ら
あ
き
ら
か
た
よ
う
に
家
庭
電
気
機
器
．
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
グ
ル
ー
プ
以
外

　
の
四
つ
の
事
業
グ
ル
』
プ
も
全
く
同
じ
構
造
を
し
て
い
る
。
〕

　
と
こ
ろ
で
、
図
１
０
を
み
て
気
が
っ
く
こ
と
は
、
先
に
Ｈ
の
吻
で
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
に
お
け
る
分
権
化
へ
の
脂
動
を
示
す
も

の
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
多
数
の
子
会
杜
群
が
、
一
九
五
一
年
の
組
織
変
革
に
よ
っ
て
以
上
で
説
明
し
た
よ
う
な
構
造
を
も
つ
Ｇ
Ｅ
杜

本
体
の
事
業
部
門
組
織
の
一
構
成
部
分
と
し
て
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
組
織
変

革
以
前
は
分
権
化
が
進
ん
で
い
る
反
面
で
、
統
一
的
な
管
理
体
制
が
弱
く
な
っ
て
い
た
子
会
杜
群
の
事
業
に
・
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な

体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
み
て
お
く
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
鶉
毒
Ｓ
－
昌
８
己
ｏ
０
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
七
九
（
二
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
（
二
五
八
）

エ
ジ
ソ
ソ
電
気
機
器
会
杜
（
向
象
昌
目
８
ま
ｏ
害
官
宣
づ
８
０
９
）
↓
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ソ
ト
杜
事
業
部
（
向
◎
吾
◎
ま
Ｏ
◎
・
９
＜
邑
旨
）

電
気
掃
除
機
会
杜
（
目
８
ま
ｏ
ぎ
ｏ
；
冒
９
＄
冒
Ｈ
０
９
）
↓
小
型
家
庭
電
気
機
器
事
業
部
・
電
気
掃
除
機
部
（
０
・
冒
昌
害
呂
彗
８

　
Ｕ
－
く
オ
ー
◎
目
・
く
四
〇
■
昌
Ｂ
ｌ
Ｏ
－
¢
凹
■
ｏ
『
Ｕ
ｏ
Ｏ
ｐ
斗
昌
¢
■
け
）

Ｇ
Ｅ
Ｘ
線
会
杜
（
ｏ
・
彗
ｏ
邑
里
８
ま
ｏ
苧
内
四
＜
ｏ
◎
｛
◎
昌
籏
旨
）
↓
産
業
用
機
器
・
ラ
ソ
プ
事
業
グ
ル
ー
プ
・
Ｘ
線
部
（
Ｈ
己
邑
『
邑
卑
◎
－

　
｛
９
誌
彗
Ｐ
■
Ｐ
昌
Ｏ
○
『
冒
Ｏ
・
Ｈ
－
射
嵩
Ｕ
｛
胃
け
昌
彗
一
）

カ
ー
ボ
ロ
イ
杜
（
Ｏ
胃
げ
◎
身
Ｏ
ｑ
．
）
↓
化
学
・
冶
金
事
業
部
・
カ
ー
ボ
ロ
イ
部
（
９
ｏ
邑
Ｓ
；
己
峯
ｏ
邑
巨
お
一
〇
』
９
多
一
昌
・
Ｏ
胃
げ
◎
身

　
ｏ
ｏ
ｏ
胃
け
８
ｏ
昌
）

Ｇ
Ｅ
水
銀
ラ
ン
プ
会
杜
（
○
窒
ｏ
邑
昌
８
ま
ｏ
く
亀
冒
■
彗
ｏ
０
９
）
↓
ラ
ソ
プ
事
業
部
・
写
真
用
ラ
ン
プ
部
（
９
昌
ｏ
９
く
邑
９
・
雲
◎
ざ

　
■
四
昌
ｏ
Ｕ
召
胃
↓
冒
ｏ
暮
）

ト
ラ
ン
ブ
ル
電
機
製
造
会
杜
（
↓
昌
昌
ぎ
－
里
８
ま
ｏ
峯
彗
■
｛
碧
巨
ユ
長
０
９
）
↓
産
業
用
動
力
機
器
部
品
事
業
部
・
ト
ラ
ソ
ブ
ル
部
品

　
部
（
Ｈ
己
易
ま
当
巾
婁
胃
Ｏ
◎
冒
り
昌
¢
箏
誌
９
多
｝
旨
・
弓
昌
昌
ぎ
－
－
Ｏ
◎
昌
君
屋
暮
Ｕ
昌
胃
ぎ
彗
↓
）

ロ
ツ
ク
絶
縁
体
会
杜
（
■
◎
ｏ
ぎ
Ｈ
易
邑
き
『
Ｏ
◎
壱
Ｒ
｝
ま
箏
）
↓
変
圧
器
事
業
部
・
ロ
ヅ
ク
部
（
弓
量
易
｛
◎
昌
胃
９
＜
邑
８
・
■
◎
ｏ
ぎ
Ｕ
召
ま
－

　
昌
ｇ
一
）

テ
レ
ク
ロ
ソ
杜
（
宗
一
９
～
昌
Ｈ
９
‘
）
↓
小
型
家
庭
電
気
機
器
事
業
部
・
時
計
／
時
間
記
録
装
置
部
（
Ｃ
っ
昌
昌
害
忌
彗
８
９
く
邑
◎
■

　
・
Ｏ
－
◎
ｏ
斤
～
■
｛
弓
－
昌
ｏ
『
Ｕ
¢
Ｏ
ｐ
饒
昌
．
¢
■
け
）

。
Ｇ
Ｅ
配
給
会
杜
↓
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ
・
Ｇ
Ｅ
配
給
会
杜
事
業
部
（
Ｕ
奉
ユ
げ
ま
旨
？
ｏ
毛
・
○
ｏ
目
¢
邑
里
８
匡
ｏ
ｏ
。
目
署
気
ｏ
◎
．
９
亭

　
。
・
－
旨
）



、
Ｇ
Ｅ
販
売
信
用
会
杜
↓
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ
・
Ｇ
Ｅ
販
売
信
用
会
杜
事
業
部
（
ｏ
奉
き
婁
旨
９
多
一
旨
・
○
彗
ｏ
邑
里
８
ま
ｏ
ｏ
号
ま
け

　
　
Ｏ
◎
、
ｏ
◎
Ｈ
”
饒
◎
箏
Ｏ
写
オ
｛
◎
目
）

　
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｇ
Ｅ
杜
↓
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ
・
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
Ｇ
Ｅ
杜
事
業
部
（
ｏ
奉
ま
ま
８
ｏ
・
８
毛
・

　
　
Ｈ
目
試
『
目
ｐ
弐
ｏ
旨
～
一
〇
〇
箏
¢
、
｝
－
向
－
ｏ
ｏ
旨
ざ
Ｏ
◎
．
Ｕ
写
オ
｝
ｏ
目
）

。
カ
ナ
ダ
Ｇ
Ｅ
杜
↓
機
器
事
業
グ
ル
ー
プ
・
カ
ナ
ダ
Ｇ
Ｅ
杜
事
業
部
（
宮
葛
§
募
？
◎
毛
・
ｏ
竃
邑
一
彗
○
彗
¢
邑
目
８
三
〇
〇
◎
．
Ｕ
三
－

　
　
。
。
－
昌
）

。
マ
ク
ア
杜
↓
公
共
関
係
サ
ー
ビ
ス
部
・
マ
ク
ア
杜
（
～
巨
ｏ
雰
一
註
◎
易
０
．
９
ま
ｏ
塁
・
皇
¢
冒
８
§
０
９
）

。
Ｇ
Ｅ
家
庭
電
気
機
器
会
杜
（
一
九
四
六
年
設
立
）
↓
大
型
家
庭
電
気
機
器
事
業
部
・
Ｇ
Ｅ
家
庭
電
気
機
器
会
杜
（
竃
ど
冒
宮
忌
彗
８

　
　
０
－
色
ｏ
ｏ
｝
◎
■
・
○
¢
目
０
Ｈ
』
向
－
ｏ
９
ユ
ｏ
声
ｏ
Ｏ
－
ｐ
目
ｏ
ｏ
の
０
９
）

。
マ
ホ
ー
ニ
ソ
グ
・
バ
ー
レ
イ
製
鋼
会
杜
（
一
九
四
六
年
買
収
）
↓
建
設
資
材
事
業
部
・
マ
ホ
ー
ニ
ソ
グ
・
バ
ー
レ
イ
製
鋼
会
杜
（
Ｏ
◎
宇

　
　
ｏ
ｏ
Ｒ
目
ｏ
昌
◎
目
峯
｝
け
¢
ユ
巴
ｏ
ｏ
Ｕ
｛
く
オ
｛
◎
■
・
、
Ｈ
｝
ｏ
竃
～
｝
◎
目
｝
目
旧
く
邑
庁
＜
０
０
訂
９
０
９
）

　
　
〔
な
お
、
以
上
で
掲
げ
ら
れ
た
子
会
杜
の
う
ち
、
杜
名
の
頭
都
に
・
印
の
っ
い
て
い
る
も
の
は
、
以
上
の
よ
う
に
Ｇ
Ｅ
杜
事
業
部
門
組
織
の
一

　
構
成
都
分
と
な
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
一
九
五
二
年
に
Ｇ
Ｅ
配
給
会
杜
（
○
彗
胃
昌
里
８
巨
ｏ
ｏ
っ
君
亘
＜
Ｏ
◎
｛
冒
註
冒
）
を
杜
名
変
更
し
た
Ｇ
Ｅ

　
流
通
会
杜
（
○
竃
胃
』
目
ｏ
９
ユ
ｏ
Ｕ
奪
Ｈ
｛
巨
旨
謁
Ｏ
◎
｛
９
註
昌
）
の
事
業
都
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
Ｇ
Ｅ
流
通
会
杜
の
杜
長
兼
取
締
役
会
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
）

　
長
と
た
っ
て
い
る
の
は
、
流
通
事
業
グ
ル
ー
プ
担
当
経
営
副
杜
長
で
あ
る
。
〕

さ
て
、
こ
う
し
て
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
門
は
製
品
部
↓
事
業
部
　
事
業
グ
ル
ー
ブ
と
い
う
三
層
の
構
造
を
も
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
す
で
に
か
ん
た
ん
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
組
織
構
造
の
中
で
具
体
的
に
利
益
に
関
す
る
責
任
単
位
、
す
た

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
９
巴
里
８
巨
ｏ
ｏ
ｏ
．
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
八
一
（
二
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二
（
二
六
〇
）

わ
ち
い
わ
ゆ
る
プ
回
フ
ィ
ッ
ト
・
セ
ソ
タ
ー
（
零
◎
ま
０
９
雪
）
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
こ
こ
で
の
最
小
単
位
で
あ
る
製
品
部
Ｈ
ハ
事

業
部
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
製
品
部
の
総
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
ｏ
ｏ
冒
邑
峯
彗
晶
胃
）
が
利
益
に
つ
い
て
の
完
全
た
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
４
）

任
と
権
隈
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
、
一
九
五
三
年
段
階
で
一
一
〇
を
越
え
る
よ
う
な
細
分
化
さ
れ
た
製
品
部
の

レ
ベ
ル
に
利
益
に
っ
い
て
の
完
全
な
責
任
と
権
限
が
移
譲
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
、
　
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い

る
。

　
「
こ
の
よ
う
な
、
そ
れ
ぞ
れ
が
あ
る
限
定
さ
れ
た
事
業
の
運
営
に
っ
い
て
明
確
た
利
益
責
任
を
も
っ
よ
う
次
、
統
合
的
な
経
営
単
位
を
通
し
て
、

わ
れ
わ
れ
は
、
組
織
の
柔
軟
性
、
活
力
、
そ
し
て
事
業
運
営
の
目
常
的
た
諸
問
題
へ
の
構
成
員
の
直
接
的
た
参
加
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
『
人

間
的
な
触
れ
合
い
』
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
Ｏ
◎
邑
ぎ
９
き
§
旬
§
ミ
｝
§
さ
、
、
慧
勿
ぎ
§
Ｎ
き
§
恕
貫
Ｏ
．
軍
）

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
利
益
に
っ
い
て
の
責
任
と
権
限
が
い
か
に
製
品
部
レ
ベ
ル
に
移
譲
さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
た
め
に
、
こ

の
点
に
っ
い
て
引
き
続
き
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
説
明
を
き
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
、
製
品
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
も
っ
価
格
決
定
に

っ
い
て
の
責
任
・
権
限
に
っ
い
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
あ
る
製
品
の
価
格
は
、
そ
れ
を
製
造
し
て
い
る
製
品
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
ょ
っ
て
自
由
に
上
げ
、
下
げ
で
き
る
こ
と
に
次
っ
て
い
る
。
そ
の

際
、
各
製
品
部
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
自
分
の
製
品
部
で
の
価
格
変
化
が
他
の
製
品
部
の
製
品
に
ど
の
よ
う
な

イ
ソ
バ
ク
ト
を
与
え
る
か
を
自
ら
の
責
任
で
慎
重
に
配
慮
す
る
こ
と
だ
げ
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
分
野
の
一
つ
、
冷
蔵
庫
、
レ
ソ
ジ
、
家
庭
用

洗
濯
設
備
な
ど
の
よ
う
な
大
型
家
庭
電
気
機
器
の
分
野
で
は
、
互
に
直
接
に
競
争
し
合
っ
て
い
る
二
つ
の
事
業
部
（
皇
く
邑
ｏ
易
）
が
存
在
し
て
い

る
。
シ
ヵ
ゴ
に
本
拠
を
も
っ
ホ
ヅ
ト
ポ
ィ
ソ
ト
杜
事
業
部
と
ル
ィ
ス
ビ
ル
に
本
拠
を
お
く
大
型
家
庭
電
気
機
器
ニ
ァ
レ
ピ
受
信
機
事
業
部
が
そ
れ

で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
製
造
施
設
、
独
自
の
製
品
デ
ザ
ィ
ソ
、
独
自
の
流
通
網
、
そ
し
て
狙
自
の
価
格
を
も
っ
て
、
互
い
市
場
で

激
烈
た
競
争
を
展
開
し
て
お
り
、
し
か
も
互
に
ょ
く
利
益
を
上
げ
て
い
る
。
ま
た
別
の
製
品
都
の
場
合
に
は
、
本
質
的
に
同
じ
機
能
を
果
た
す
ち



）ルデモ（織組）ｔ
ｎｅ
ｍ
ｔｒａＰｅｐ部品製ｕ図

漱
岬
Ｓ

的

－
Ｃａ汕

Ｍ
炉舳

Ｍ

伽
岬
Ｓ

榊
Ｍ

鮒

脇

曲

附

岬

脳

Ｓ

“

Ｍ

雌

崩

的
ｅ

枇Ｍ
附砒

Ｍ

鵬
ｔ
ｕ
　
Ｓ

鳩

６
・
－７去６如Ｅ〃卯吻

Ｇ２ゐ‘グ０ツ７加８五
一舳

．
幻０２

・
，
●

ｚ０７去〃２”刀〃
．
〃

砕舳
ｏ

〃～見
，

耐岬
ｅ
ｅ吐醐咄

４
一

．３
９
一

●
１
■
・

Ｆ

７
，

４ハ

４
，

９
７１，ツゐク

００
ｓ〃ゐｐ

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
睾
竺
里
９
巨
ｏ
ｏ
９
）

　
が
っ
た
タ
イ
プ
の
製
品
を
製
造
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
互
に
競
争
し
て
い
る
。

　
た
と
え
ぱ
、
真
空
管
と
ト
ラ
ソ
ジ
ス
タ
の
間
の
競
争
や
、
　
ル
ー
ム
空
調
設
備
と
セ

　
ソ
ト
ラ
ル
空
調
設
備
の
間
の
競
争
な
ど
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
」
（
き
ミ
一
〇
．
睾
）

　
も
う
一
つ
、
製
品
都
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
移
譲
さ
れ
て
い
た
利
益
に
つ
い
て
の

責
任
・
権
限
の
内
実
を
な
し
て
い
た
の
は
、
事
業
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
の

そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
っ
い
て
は
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
、
っ
ぎ
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
「
分
権
化
に
よ
っ
て
製
品
部
に
与
え
ら
れ
た
自
由
裁
量
権
の
も
う
一
つ
の
証
拠

　
と
し
て
、
Ｇ
Ｅ
杜
で
は
事
業
予
算
が
決
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
経
営
役
員
室
に
よ

　
っ
て
作
成
さ
れ
る
一
片
の
文
書
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
思
い
起

　
こ
し
て
欲
し
い
。
そ
れ
は
、
製
品
部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
事
業
部
マ
ネ
ジ
ャ
ｉ
や
事
業

　
グ
ル
ー
プ
担
当
役
員
の
同
意
を
得
な
が
ら
作
成
し
た
予
算
の
ト
ー
タ
ル
で
あ
る
。

　
こ
の
予
算
に
は
、
販
売
計
画
、
製
品
開
発
計
画
、
設
備
投
資
計
画
、
目
標
市
場
占

　
拠
率
、
資
本
回
転
率
、
純
収
入
、
組
織
計
画
、
そ
の
他
関
連
項
目
が
合
ま
れ
て
い

　
る
。

　
　
会
杜
が
中
央
集
権
的
た
組
織
を
も
っ
て
い
た
時
代
に
は
、
事
業
部
門
は
本
杜
経

　
営
役
員
に
よ
っ
て
さ
ん
ざ
ん
文
句
を
い
わ
れ
、
修
正
さ
れ
た
予
算
に
従
う
の
を
常

　
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
事
業
部
門
の
人
々
は
予
算
の
立
案
を
あ
ま
り
真
剣
に

　
考
え
な
い
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
　
し
か
し
、
今
で
は
、
か
れ
ら
は
、
自
分
た
ち
が
自
ら
自
分
た
ち
の
組
織
の
固
有

　
の
目
標
と
し
て
予
算
化
し
た
計
画
に
も
と
づ
い
て
そ
の
業
績
を
評
価
さ
れ
る
こ
と

　
　
　
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
八
三
（
二
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
（
二
六
二
）

　
を
よ
く
心
得
て
い
る
の
で
、
予
算
の
立
案
に
っ
い
て
真
剣
に
な
ら
ざ
る
を
え
た
く
た
っ
て
い
る
。
」
（
掌
箪
一
君
．
８
－
８
．
）

　
さ
て
、
こ
う
し
た
三
層
構
造
を
も
っ
事
業
部
門
の
組
織
構
造
の
中
で
、
そ
こ
で
の
最
小
単
位
で
あ
る
製
品
部
Ｈ
小
事
業
部
が
利
益

に
つ
い
て
の
責
任
と
権
限
を
も
っ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
利
益
責
任
単
位
と
し
て
の
製

品
部
そ
の
も
の
の
組
織
構
造
を
み
て
み
る
と
、
そ
れ
は
普
通
図
ｕ
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
構
造
を
も
っ
こ
と
に
１
な
っ
て
い
た
。
す
た
わ

ち
、
そ
れ
は
典
型
的
な
機
能
別
部
門
組
織
の
彫
態
を
と
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
で
に
あ
き
ら
か
に
し
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
ー

ー
そ
し
て
本
稿
も
そ
の
よ
う
た
視
角
で
作
業
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
　
　
、
一
般
に
事
業
部
制
組
織
を
導
入
し
た
現

代
巨
大
企
業
の
組
織
構
造
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
個
別
事
業
部
門
レ
、
ベ
ル
↓
企
業
全
体
レ
ベ
ル
と
い
う
二
重
の
構
造
を
も
つ
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
の
個
別
事
業
部
門
に
は
機
能
別
都
門
組
織
が
内
蔵
さ
れ
る
こ
と
に
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て

一
九
五
一
年
の
組
織
変
革
の
結
果
で
き
上
っ
た
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
機
能
別
部
門
組
織
が
製
品
部

１
ー
ハ
事
業
部
の
単
位
で
存
在
し
て
い
た
わ
げ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
製
品
部
が
こ
の
段
階
の
事
業
部
制
組
織
の
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
５
）

責
任
単
位
を
な
し
て
い
た
こ
と
と
表
裏
一
体
を
た
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
鎚
）
　
○
ｏ
昌
０
Ｈ
ｐ
一
向
－
ｏ
ｏ
芽
ざ
Ｏ
◎
．
一
、
慧
旨
サ
ミ
ミ
き
ミ
ｓ
篶
§
応
ミ
“
“
ミ
Ｏ
～
ミ
～
§
Ｎ
曽
～
ユ
ふ
“
　
吋
◎
◎
斤
　
弓
考
◎
一
声
ｏ
Ｏ
¢
■
｛
｝
■
　
目
Ｉ
Ｏ
く
¢
Ｈ
ｌ
声
－
　
Ｏ
Ｈ
囚
ｐ
－

　
　
　
　
■
訂
～
旨
◎
■
Ｏ
｝
｝
『
寸
き
ｏ
告
，
吻
ぎ
き
吻
キ
ぎ
Ｎ
き
ミ
ミ
ミ
一
　
Ｈ
ｏ
岬
９
　
０
．
Ｎ
０
◎
Ｎ
蜆
．

　
　
（
３
４
）
　
０
５
彗
事
◎
◎
♀
き
ミ
嚢
ふ
良
ｂ
ミ
～
ミ
ミ
茅
ミ
“
§
一
〇
．
Ｓ
．

　
　
（
３
５
）
　
以
上
事
業
部
門
の
組
織
構
造
に
つ
い
て
は
、
ｏ
◎
＆
ぎ
９
き
§
、
§
ミ
｝
§
さ
、
、
喜
勿
昏
§
Ｎ
き
§
鷺
婁
君
』
ｏ
◎
－
震
一
０
９
ｏ
昌
一

　
　
　
　
向
庁
９
ユ
ｏ
　
０
９
一
　
、
慧
ｏ
ｏ
り
ぎ
ミ
ミ
　
き
ミ
嚢
§
～
ミ
“
　
“
ミ
Ｏ
～
ミ
～
、
ミ
　
曽
～
ユ
こ
“
　
　
｝
◎
◎
庁
　
弓
ミ
〇
一
　
〇
｝
”
甲
　
　
べ
…
　
○
『
ｏ
ｏ
■
考
◎
◎
戸
　
き
ミ
ｓ
黒
、
ミ

　
　
　
　
ｂ
ミ
§
“
§
ミ
き
§
ミ
ｏ
ｏ
．
ｏ
ｏ
甲
畠
．



　
ゆ
　
サ
ー
ビ
ス
部
門

　
　
事
業
部
制
組
織
の
第
三
の
構
成
部
分
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
う
少
し
具
体
的
に
み
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

　
　
こ
こ
で
、
先
に
掲
げ
た
図
９
の
中
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
部
分
を
も
う
少
し
拡
大
し
て
示
し
て
み
る
と
、
図
１
２
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
図
９
と
図
１
２
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
一
九
五
三
年
の
段
階
で
は
、
経
営
企
画
（
竃
彗
晶
ｏ
暮
ま
ｏ
昌
－

。
。
昌
註
旨
）
、
研
究
（
雰
。
・
Ｏ
胃
９
）
、
技
術
（
穿
阻
畠
＆
お
）
、
製
造
（
竃
彗
巨
算
邑
長
）
、
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
（
竃
胃
ぎ
葦
。
・
）
、
　
経
理

（
声
ｏ
８
旨
葦
。
・
）
、
財
務
（
宇
＠
易
昌
Ｋ
）
、
労
資
・
地
域
関
係
（
向
昌
暑
＜
竈
竃
｛
雪
彗
け
Ｏ
◎
昌
冒
目
目
身
零
一
註
◎
易
）
、
　
公
共
関
係
（
ヨ
婁
ｏ

－
零
一
註
◎
畠
）
、
法
規
（
－
晶
昌
、
以
上
の
よ
う
な
八
つ
の
機
能
別
部
門
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
。

　
　
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
、
企
業
活
動
の
種
々
の
機
能
的
な
諸
分
野
に
っ
い
て
、
そ
こ
で
の
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
業
務
遂
行

の
様
式
を
研
究
開
発
Ｌ
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
方
法
で
経
営
役
員
室
お
よ
び
事
業
部
門
の
両
サ
イ
ド
に
適
切
な

援
助
・
堕
言
を
行
う
責
任
を
も
っ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
サ
ー
ビ
ス
職
員
職

務
指
導
書
（
Ｏ
・
胃
＜
一
８
０
繧
Ｏ
胃
勺
易
巨
昌
？
巨
＠
）
」
の
要
約
に
よ
っ
て
、
も
う
少
し
具
体
的
に
示
し
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ

　
る
。

　
　
　
「
サ
ー
ピ
ス
業
務
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
お
よ
び
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
は
、
か
れ
ら
の
固
有
の
機
能
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
な
基
本
的
で
一
般
的
た
責
任

　
　
を
全
杜
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
一
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
か
か
わ
っ
て
、
会
杜
の
内
外
で
開
発
さ
れ
て
き
て
い
る
原
理
や
そ
の
最
良
の
実
践
方
法
を
研
究
し
、
習
得
す
る
こ
と
。

　
　
　
二
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
専
門
性
を
発
展
さ
せ
、
会
杜
内
外
か
ら
評
価
を
受
げ
る
よ
う
た
も
の
と
な
る
こ
と
。

　
　
　
三
、
基
本
的
た
知
識
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、
よ
り
優
れ
た
原
理
と
実
践
方
法
を
開
発
し
、
定
式
化
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
社
（
０
９
９
竺
里
８
三
〇
〇
◎
．
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
八
五
（
二
六
三
）



織組門部

立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）

２
９
「
凄
山
雪
皇
８
一
山
↑
隻
星
彗

轟
ｕ
９
星
湯
一
さ
ｕ
一
…
ｕ
セ

山
姜
缶
。
・
｛
８
一
を
竈
５
…
享
４
０
毫
・
。
、
き
隻
；
ｏ

阯
９
婁
易
皇
畠
一
誉

窒
麦
湯
｛
８
去
；
－
５
ま
ｇ
匝
５

山
皇
麦
鴉
｛
８
」
２
９
セ
」
；
崔
呂
｛
匹

－
峯
ま
：
８
；
Ｏ
ヨ
望

Ｃ
鵬
私

．
ま
曽
。
。
；
一
↑
事
。
。
婁
；
２
８
｛
２

灘
一
　
Ｒ
　
Ｍ
則

．
ヒ
岩
曽
。
，
；
↑
ｓ
ｏ
星
」
ｏ
妻
皇
一
↑
妻
ら
１
…
ｏ

．
に
呂
山
９
茎
］
吻
讐
〇
一
－
５
崔
，
」
ｏ
星
」
隻
山
ヨ

一
回
当
山
９
麦
湯
ｏ
，
；
一
セ
」
畠
一
｛
１
皇
…
ｓ
ｏ

．
ヒ
昌
ｕ
９
，
竃
ｏ
ｏ
２
９
↑
５
畠
き
↑
３
）
２

２
０
；
皇
山
」
〇
三
〇
｛
．
竃
ｏ
、
匝
ｏ
」
ｏ
妻

Ｙ

阯
９
…
島
ｏ
，
；
青
５
当
－
Ｅ
書
；
一
８
．
－
…
一

山
ｏ
；
缶
吻
娑
〇
一
－
５
墨
；
…

ｕ
９
，
田
Ｏ
，
２
０
一
皇
９
１
；
…
８
出
き
一
窒

曽
；
缶
ｏ
ｏ
２
…
皇
－
ｏ
毫
；
一
－
｛
ｇ
百

凶
嘗
妻
去
；
要
山
３
匝
ｏ
書
。
ｏ
山
ｇ
－
害
彗
一
山
…
易
田

阯
婁
竃
吻
。
、
Ｅ
皇
畠
出
き
峯

ｐ

山
９
轟
易
！
皇
ミ
毒
。
ｏ
婁
；
（
岩
‘
■

ｇ
葦
竈
ｏ
ｏ
；
一
を
；
ｏ
〇
一
；
墓
ｄ
－
署
」
｛

Ｙ

．
ま
当
２
旦
↑
畠
山
き
；
窒
あ
皇
；
－
吻
星

岬
関
脚
醐
鮒
醐

．
ま
岩
２
〇
一
旨
‘
記
ｏ
き
轟
妻

山
〇
一
壷
山
■
，
ｇ
毫
；
ｏ
ｏ

阯
葦
田
。
・
；
；
ｕ
一
一
８
ｏ
重
旨
］
ｏ

Ｔ

山
９
星
湯
ｕ
３
書
一
」
皇
皇
８
国
８
９
一
４
８
一
姜

．
－
３
ｏ
婁
…
昌

．
－
缶
ｏ
蜆
；
；
皇
山
き
２
一
↑
；
８
ｏ

６

ｕ
皇
…
お
」
ｕ
…
８
匹
ま
一
≦
２
≦
一

鶯
山
９
養
湯
岬
空
昌
ｕ
８
匿
山
９
」
」

ｕ
ｇ
，
雷
吻
吻
崇
皇
崔
易
｛
皇

山
９
董
湯
２
一
－
；
８
皇
誉

＾

山
９
星
湯
；
一
↑
；
ｏ
８
く
」
ｕ
妻
ｏ
ｏ
，
臣

山
９
麦
易
皇
言
；
ｏ
８
４
－
８

ｕ
９
婁
湯
隻
一
↑
；
８
２
一
暮
山
召

一
竃
．
婁
畠
邑
曇
妻
更
婁
↑
峯
…

．
岸
雪
８
臼
畠
易
皇
一
ま
Ｅ
り
２
…
婁
一
竈
妾
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
（
二
六
四
）

　
四
、
適
切
た
様
式
、
シ
ス
テ
ム
、
分
類
方
法
、
用
語
体
系
な
ど
を
設
計
し
、
広
め

る
こ
と
。

　
五
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
っ
い
て
の
目
標
、
政
策
、
計
画
を
開
発
し
、
広
め
る
こ

と
。　
六
、
広
報
機
関
的
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
か
か

わ
る
原
理
、
理
論
、
理
念
、
実
践
方
法
た
ど
を
広
く
知
ら
畦
る
こ
と
。

　
七
、
必
要
と
さ
れ
る
時
に
は
い
つ
で
も
玩
在
の
実
践
方
法
を
評
価
・
反
省
す
る
こ

と
。　
八
、
会
杜
全
体
の
目
標
の
達
成
に
向
げ
て
、
自
発
的
に
協
同
作
業
を
組
む
こ
と
。

　
九
、
説
得
、
事
例
、
そ
し
て
優
れ
た
知
識
に
よ
る
権
威
に
よ
っ
て
人
を
導
く
こ
と
。

　
一
〇
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
テ
ー
ツ
マ
ソ
シ
ヅ
プ
（
団
易
巨
易
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ
言
試
ｏ
ｏ
昌
ｐ
易
プ
ー
ｏ
）
を

実
行
し
、
勧
め
る
こ
と
。
」
（
○
昌
ｏ
量
一
里
８
ま
ｏ
Ｏ
Ｐ
、
§
“
乏
§
邑
き
§
鴇
§
§
“

ぎ
ｏ
§
～
§
Ｎ
曽
ミ
キ
ぎ
団
８
斤
弓
ミ
９
ｐ
お
ポ
雲
ｏ
ｑ
旨
¢
Ｈ
Ｈ
．
）

　
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
以
上
の
よ
う
な
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
上
記
の
引
用
の
項
目
九
に
も
示
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ピ
ス
部
門
は
事
業
部
門
に
対
し
て
は
、

そ
の
優
れ
た
知
識
に
も
と
づ
い
て
生
ず
る
権
威
以
外
に
、
何
ら
か
の
権
限
も
も

っ
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の

人
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
か
か
わ
る
優
れ
た
原
理
や
実
践
方
法
を
開
発
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
れ
を
事
業
部
門
の
実
践
の
場
で
広
め
て
い
く
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１
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．
－
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。
。
山
婁
田
竈
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麦
易
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Ｓ
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麸

．
ヒ
山
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］
§
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。
山
」
葛

．
に
］
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崇
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§
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毒
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凄
山
き
｛

Ｍ
　
　
ｖ

．
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吐
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３
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；
缶
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。
婁
…
妻
」
巳
－
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コ
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圧

ピ
き
。
。
山
婁
竃
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；
要
出
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婁
ヨ
差
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Ｇ

Ｎ
．

．
ま
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；
一
；
妻
お
ｚ
８
ｏ
妻
山
↑
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ｕ
。
山
」
く
崔

岬
　
猛

．
ト
凸
ｏ
山
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缶
吻
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皇
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ｏ
」
ｕ
妻
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。
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圭

蟻
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缶
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］
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菱
山
〕
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山
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０
一
妄
竈
ユ
Ｏ
Ｏ
」
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↑
３
ｏ
岩
一
董
山
Ｕ
『
ｕ
「
」
≦
竃
言
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．
ヒ
曽
ｕ
姜
缶
呪
皇
一
匝
出
；
１
山
皇
一
雪
↑
竃
」
；
葦

＾Ｍ

．
ヒ
山
ｏ
皇
皇
き
」
ｕ
竃
ｏ
ｏ
…
き
匝
｛
山
閉
畠
ｏ
隻

ｏ
，
２
０
一
旨
重
ｏ
崔
≦
」
一
誉

８
・

山
醐

．
皇
］
２
』
≦
皇
匝
麦
山
一
ｓ
１
ｏ
妻
匝
↑
・
，
１

舳
舳
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撒

．
婁
山
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ｏ
記
ｇ
竃
一
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ｇ
竃
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看
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ｏ
竃
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書
；
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．
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誓
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」
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・
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妻
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；
Ｏ

ｃ
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０
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｛
９
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易
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８
０
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缶
ｏ
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姜
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。
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工
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ｚ

．
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缶
ｏ
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…
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閉
隻
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出
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隻

書
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…
９
彗
…
，
８
３
９
星
山
。
。
隻
一
匝
出
；
隻

Ｎ
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Ｅ

曽
吻
９
＝
コ
娑
８
山
…
妻
涜
一
；
：
冒
婁
匡
出
…
婁

Ｏ
；
缶
Ｏ
Ｏ
皇
一
－
」
鶉
１
８
０
。
岩
。
。
山
Ｏ
Ｏ
蛋
Ｏ
…
Ｏ
Ｏ
」
≦
竃
↑
葦

ｄ
湯
；
」
嘉
１
８
一
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雲
ｚ
８
ｏ
妻
き
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｛
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…
書

山
Ｏ
；
匝
易
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；
」
嘉
１
８
；
…
Ｎ
一
」
…
…
竃
Ｚ

山
９
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婁
一
↑
」
房
；
ｏ
き
一
ｕ
ｏ
『
山
姜
８
き
竃
１

き
要
］
］
。
崖
３
〇
一
姜
］
〕
。
婁
壷
］
］
…
妻

Ｈ

．
ヒ
山
ｏ
毒
一
言
竃
き
き
等
］
ｕ
。
］

　
　
０
Ｃ
閉
Ｓ
鐵

．
ヒ
岩
閉
］
Ｏ
；
缶
蜆
Ｚ
；
さ
一
」
工
讐
き
雲
］
閉
］

課
離

．
ヒ
曽
；
妻
山
ｏ
弓
崖
也
日
Ｏ
…
隻
さ
Ｏ
Ｚ
｛
曽
昌
」
言
こ
…

Ｓ
Ｓ
閉
Ｏ
Ｒ

．
↑
亀
Ｏ
彗
隻
ｕ
竈
匝
旧
９
。
。
ト
麦
」
（
竃
轟
一

距
濫

ピ
お
；
筆
山
・
。
窒
・
。
〇
一
・
。
姜
Ｚ
Ｏ
Ｅ
Ｏ
］
」

０

．
ト
缶
ｏ
き
竃
山
山
。
崔
ま
↑
山
。
一
竃
工
一

ｄ
山
き
；
；
；
一
ｚ
妻
…
８
曽
伽
ｏ
、
；
ｏ
．
皇
§

山
婁
竃
。
，
婁
ヨ
毒
２
８
皇
皇
き
」
山
ヨ
；
岩
婁
姜

阯
姜
缶
蜆
塞
ｂ
易
２
８
蔓
皇
Ｎ
…
く
畠

山
婁
缶
吻
茎
↑
一
易
２
８
吻
蓄
１
－
；
吻
ｏ
葦
臼
竃
崔

・
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ス
部
門
の
あ
り
方
は
、
組
織
変
革
以
前
の
集
権
的
な
組
織
構
造
の
下
で
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杜
の
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
担
当
役
員
が
事
業
現
場
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
の
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
者
に
対
し
て
大
き
な
権
隈
を
も
っ
て
い
た
状
況
に
比
較
す
れ
ば
、
著
し
い
対
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
こ
ろ
で
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
果
た
し
て
い
る
業
務
内
容
を
具
体
的
に
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
る
と
、
そ
れ
は
大
き
く
二
つ
に
分
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
の
機
能
分
野
に
お
げ
る
調
査
・
研
究
や
専
門
家
の
教
育
・
養
成
を
行
う
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
業
務
で
あ
り
、
第
二
は
事
業
部
門
の
レ
ベ
ル
で
、
し
た
が
っ
て
個
々
の
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
や
製
品
部
で
分
散
し
て
遂
行
す
る
よ
り
も
企
業
全
体
の
レ
ベ
ル
で
集
中
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
っ
た
方
が
能
率
的
で
あ
る
よ
う
な
機
能
を
集
中
し
て
行
う
よ
う
な
業
務
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
第
一
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
な
あ
り
様
を
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
　
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
「
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
経
理
や
マ
ー
ヶ
テ
ィ
ソ
グ
の
よ
う
匁
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
分
野
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
て
、
科
学
や
技
術
の
領
域
で
長
く
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
の
と
同
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
う
た
、
基
礎
的
・
創
造
的
た
研
究
の
た
め
の
原
理
を
適
用
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
９
巴
里
８
己
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
八
七
（
二
六
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
二
六
六
）

そ
の
た
め
に
、
サ
ｉ
ビ
ス
部
門
は
意
識
的
に
直
接
的
な
事
業
活
動
上
の
責
任
か
ら
解
放
さ
れ
て
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
他
の
と
こ
ろ
で
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
最
新
の
知
識
に
遅
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

そ
れ
ぞ
加
ひ
機
能
分
野
に
お
け
る
最
先
端
の
知
識
、
原
理
、
技
術
を
研
究
・
開
発
す
る
こ
と
が
め
ざ
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
ま
た
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
新
し
い
知
識
を
実
際
に
利
用
可
能
な
彬
に
転
換
し
、
そ
れ
を
塾
言
や
教
育
を
と
お
し
て
事
業
部

門
で
実
用
化
し
て
い
く
責
任
を
も
っ
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
分
野
に
か
か
わ
る
点
で
会
杜
全
体
の
目
標
や
政
策
の

移
成
に
貢
献
し
、
会
杜
組
織
全
体
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
っ
い
て
の
知
識
が
円
滑
に
行
き
わ
た
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
会
杜
内
で
の
新

し
い
実
践
方
法
や
基
準
に
つ
い
て
の
『
広
報
機
関
的
』
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
な
つ
て
い
る
…
…
（
中
略
）
。

　
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
業
務
に
は
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
必
要
と
さ
れ
る
、
し
か
も
た
え
ず
変
化
し
て
い
る
専
門
的
知
識
を
身
に
っ
げ
た
す
ぐ

れ
た
人
材
を
継
続
的
に
確
保
し
て
い
く
た
め
に
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
専
門
家
養
成
計
画
を
進
め
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
。
」
　
（
Ｏ
◎
邑
巨
員

き
§
ま
ミ
訂
葛
さ
、
、
§
盲
乏
§
ミ
き
§
黒
～
君
．
雷
－
撃
）

　
サ
ー
ピ
ス
部
門
の
第
二
の
種
類
の
業
務
、
す
た
わ
ち
個
別
の
事
業
都
や
製
品
部
で
分
散
し
て
遂
行
す
る
よ
り
も
企
業
全
体
の
レ
ベ

ル
で
集
中
し
て
行
っ
た
方
が
能
率
的
で
あ
る
よ
う
な
機
能
を
集
中
し
て
行
う
業
務
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
な
業
務
の
対
象
と

な
る
機
能
の
代
表
的
な
も
の
は
、
た
と
え
ぱ
、
資
金
調
達
や
投
資
活
動
を
行
う
財
務
機
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
能
が
個
別
の
事

業
都
、
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
た
製
品
都
で
独
立
に
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
個
別
の
事
業
単
位
が
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
銀
行
と
取
引
す
る
よ

う
な
こ
と
は
、
不
可
能
で
は
な
い
ま
で
も
ひ
じ
ょ
う
に
混
乱
を
招
き
、
非
効
果
的
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
事
業
部
門
の
間
の
広
告
機
能
の
分
担
の
間
題
で
あ
る
。
Ｇ
Ｅ
杜
の
よ
う
に

多
数
の
事
業
・
製
品
を
包
摂
す
る
企
業
の
場
合
、
広
告
に
は
、
具
体
的
に
ー
特
定
の
製
品
の
販
売
を
目
的
と
し
た
広
告
、
す
な
わ
ち
い

わ
ゆ
る
「
販
売
」
広
告
（
ｃ
。
崇
。
・
声
穿
雪
邑
お
）
と
、
会
杜
の
名
前
の
売
り
込
み
を
目
的
と
Ｌ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
杜
名
」
広
告

（
Ｈ
易
撃
皇
◎
量
一
ト
穿
¢
ま
。
・
一
轟
）
と
が
あ
る
が
、
前
者
は
当
然
そ
の
製
品
を
担
当
す
る
事
業
都
・
製
品
都
で
担
当
さ
れ
る
の
に
対
し
て



（
一
」
れ
に
対
し
て
は
、
マ
ー
ヶ
テ
イ
ソ
グ
・
サ
ー
ピ
ス
都
門
は
援
助
・
助
言
は
行
う
が
、
何
ら
の
指
揮
権
限
も
も
た
な
い
）
、
後
者
の
方
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ソ
グ
一
サ
ー
ピ
ス
部
門
に
よ
っ
て
統
一
的
に
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
杜
名
」
広
告
が
、
企
業
全
体

レ
ベ
ル
で
統
一
的
に
行
わ
れ
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
は
、
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
業
務
を
遂
行
す
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
は
、
一
般
に
大
き
く
二
っ
の
種
類
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
第
一
は
研
究
ス
ベ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
雰
。
・
０
胃
｝
○
・
肩
９
註
◎
・
呂
と
い
わ
れ
る
人
六
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
業
務
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

能
分
野
に
か
か
わ
る
意
志
決
定
に
際
し
て
必
要
と
さ
れ
る
、
種
々
の
新
し
い
知
識
を
研
究
．
開
発
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
第
二
の
種
類
の
ス
タ
ツ
フ
は
、
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
（
Ｏ
◎
易
巨
武
募
）
と
い
わ
れ
る
人
々
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
業
務
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
機
能
分
野
の
中
の
、
さ
ら
に
細
か
た
諸
機
能
の
そ
れ
ぞ
れ
に
っ
い
て
、
専
門
家
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
事
業
部
門
と
の
間
の

橋
渡
し
、
す
な
わ
ち
援
助
・
助
言
活
動
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
マ
ー
ヶ
テ
ィ
ソ
グ
．
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
っ
い
て
い
え

ぱ
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
・
リ
サ
ー
チ
、
製
品
計
画
、
広
告
、
販
売
促
進
、
販
売
組
織
、
そ
し
て
さ
ら
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ソ
グ
用
語
体
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
６
）

と
い
っ
た
分
野
ご
と
に
専
門
の
コ
ソ
サ
ル
タ
ソ
ト
が
お
か
れ
て
い
た
。

　
　
（
３
６
）
　
以
上
サ
ー
ピ
ス
部
門
の
組
織
構
造
に
つ
い
て
は
、
ｏ
◎
『
亀
篶
■
宅
§
句
§
き
§
さ
、
、
喜
吻
吻
ぎ
ミ
、
Ｎ
ミ
、
、
鴇
童
署
．
震
．
零
一
０
９
¢
昌
一

　
　
　
　
｝
－
ｏ
ｏ
言
－
ｏ
０
９
一
、
慧
曽
サ
ミ
ミ
き
ミ
ｓ
潟
§
～
ミ
ト
ぎ
Ｏ
～
ミ
～
、
ミ
皇
“
ミ
こ
“
　
団
◎
◎
斤
↓
奉
◎
一
〇
プ
～
Ｏ
・
　
ｏ
…
Ｏ
Ｈ
ｏ
ｏ
箏
考
◎
◎
戸
　
き
ミ
ｓ
鴇
、
ざ
Ｎ
ｂ
“
ｑ
～
ミ
．

　
　
　
　
“
ミ
Ｎ
汀
ミ
ご
き
ｏ
？
ｏ
◎
甲
ｏ
ｏ
ｏ
．

　
↑
む
　
委
員
会
お
よ
ぴ
補
佐
制
度
の
廃
止

　
以
上
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
成
立
を
み
た
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
を
彩
づ
く
る
三
つ
の
構
成
部
分
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
説

明
し
た
。

　
　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
０
９
胃
巴
里
８
巨
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
八
九
（
二
六
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
（
二
六
八
）

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
の
構
造
と
い
う
場
合
、
そ
れ
が
成
立
す
る
以
前
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
と
の
対
比
で
、

さ
ら
に
二
つ
の
点
を
そ
の
特
徴
と
し
て
の
べ
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
の
第
一
は
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
新
し
い
組
織
に
お
い
て
は
、
意
志
決
定
の
た
め
の
委
員
会
（
宗
ｏ
匡
８
－
§
匡
轟
８
冒
邑
↑
葱
。
・
）
が
一
さ

い
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
「
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
は
、
意
志
決
定
機
関
と
し
て
の
委
員
会
と
い
う
も
の
を
も
っ
て
い
な
い
。
私
の
感
じ
で
は
、
委
員
会
と
い
う
も
の
は
も

　
っ
と
も
情
報
に
乏
し
い
メ
ソ
バ
ー
の
ぺ
ー
ス
で
動
く
傾
き
が
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
し
ぱ
し
ぱ
責
任
の
所
在
を
あ
い
ま
い
に
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ

　
る
こ
と
が
あ
る
。
」
（
Ｏ
◎
ａ
ぎ
¢
■
き
§
『
§
ミ
守
；
さ
、
、
慧
吻
込
§
良
き
§
黒
員
Ｐ
さ
．
）

　
こ
の
よ
う
た
新
し
い
組
織
と
対
比
す
れ
ば
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
組
織
変
革
以
前
の
組
織
は
、
委
員
会
志
向
型
組
織
（
四
８
昌
昌
奉
８
－

◎
『
ざ
算
＆
◎
お
曽
ぐ
註
ｇ
）
と
で
も
い
わ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ウ
ォ
ー
プ
の
時
代
に
は
四
七
も
の
委
員
会
が
あ
っ

た
と
い
わ
れ
、
ウ
ィ
ル
ソ
ソ
の
時
代
に
た
っ
て
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
が
最
初
の
組
織
変
革
を
試
み
た
際
に
も
一
〇
を
越
え
る
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
新
し
い
組
織
に
お
い
て
意
志
決
定
の
た
め
の
委
員
会
が
一
さ
い
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
意

志
決
定
と
い
う
の
は
意
志
の
作
用
で
あ
り
、
意
志
は
個
々
人
が
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
し
た
が
っ
て
委
員
会
と
い
う
組
織
は
意

志
決
定
に
責
任
を
も
ち
え
た
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
Ｇ
Ｅ
杜
の
固
有
の
経
営
理
念
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
、
新
し
い
組

織
の
理
念
を
徹
底
す
る
た
め
に
編
集
さ
れ
た
マ
ネ
ジ
メ
ソ
ト
・
ガ
ィ
ド
ブ
ッ
ク
、
、
、
さ
亀
§
ミ
き
§
恕
§
§
“
ぎ
９
§
ミ
Ｎ

曽
ミ
、
ざ
（
既
出
）
に
は
、
こ
の
点
が
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
責
任
は
権
限
と
同
じ
ょ
う
に
、
個
人
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
個
人
の
集
り
や
委
員
会
の
よ
う
た
も
の
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
う
る
も
の
で



　
は
た
い
・
そ
の
よ
う
た
こ
と
を
す
れ
ぱ
、
か
た
ら
ず
混
乱
が
生
ず
る
。
」
（
○
彗
胃
巴
里
８
三
９
、
ミ
～
い
い
ぎ
ミ
亀
Ｎ
き
ミ
亀
潟
§
、
こ
ミ
ｏ
、
、
、
、
Ｎ
更
、
、
“
．

　
こ
９
団
◎
◎
斤
弓
尋
◎
一
〇
一
〇
岬
．
）

　
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
こ
う
し
て
意
志
決
定
の
た
め
の
委
員
会
は
一
さ
い
廃
止
さ
れ
た
が
、
諮
問
の
た
め
の
委
員
会
や
情
報
交
換

の
た
め
の
委
員
会
は
何
ら
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
と
え
ぱ
、
杜
長
へ
の
塑
言
機
関
で
あ
る
経
営
役
員
室
（
異
。
。
一
葦
。
Ｏ
宙
。
。
）
の

存
在
は
そ
の
も
っ
と
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
「
今
目
（
一
九
五
六
年
…
〔
引
用
者
〕
）
、
諮
間
組
織
と
し
て
の
委
員
会
は
、
有
益
た
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
杜
長
の
た
め
の
諮
問
委
員
会
（
四
箏

　
声
穿
オ
◎
昌
Ｏ
◎
旨
ｏ
ｅ
と
し
て
の
経
営
役
員
室
（
異
¢
昌
茅
¢
○
雪
８
）
の
メ
ソ
バ
ー
は
毎
月
二
回
の
集
り
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、

　
十
分
に
銘
記
さ
れ
な
げ
れ
ぱ
た
ら
た
い
こ
と
は
、
た
と
え
あ
る
こ
と
が
ら
の
決
定
が
委
員
会
の
他
の
メ
ソ
バ
ー
と
の
協
議
の
上
で
た
さ
れ
た
と
し

　
て
も
、
そ
の
よ
う
な
決
定
の
権
限
は
あ
く
ま
で
も
当
該
の
こ
と
が
ら
に
責
任
を
も
つ
特
定
の
個
人
に
属
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
Ｏ
。
、
．

　
畠
罵
■
き
§
句
§
ミ
訂
葛
さ
、
、
慧
吻
勿
ぎ
§
Ｎ
き
ミ
嚢
童
Ｏ
Ｏ
・
さ
ー
ミ
・
）

　
Ｇ
Ｅ
杜
の
新
Ｌ
い
組
織
の
特
徴
と
し
て
、
も
う
一
っ
指
摘
し
て
お
か
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
そ
こ
で
は
補
佐
（
ト
。
。
。
。
一
。
。
け
、
一
一
”
箏
｛

若
。
・
雲
竃
↓
弓
◎
）
と
い
う
職
位
が
廃
止
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
先
の
、
意
志
決
定
の
た
め
の
委
員
会
の
廃
止
と
同
じ

よ
う
に
ー
、
個
人
の
責
任
と
権
限
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
と
い
う
経
営
理
念
か
ら
の
帰
結
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
っ
い
て
も

コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
の
説
明
を
き
い
て
み
る
と
、
っ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
「
こ
の
新
し
い
組
織
の
重
要
た
特
徴
は
、
補
佐
と
い
う
職
位
を
一
さ
い
も
た
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
た
職
位
は
責
任
と
権
限
に
混
乱
を

　
も
た
ら
し
、
人
問
お
よ
び
企
業
の
成
長
を
阻
害
す
る
こ
と
に
た
る
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
会
杜
の
信
念
で
あ
る
。
も
し
あ
る
職
位
が
一
人
の
人
の

　
能
力
に
余
る
よ
う
に
た
り
、
補
佐
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
業
務
の
方
が
分
割
さ
れ
、
そ
の
業
務
が
能
率
的
に
遂
行
さ
れ
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
数
の
職
位
に
再
編
成
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
会
諾
、
ず
れ
の
職
位
轟
定
の
は
つ
き
り
し
た
責
任
と
権
限
の
範
囲
を
つ
た
、

自
立
性
の
あ
る
も
の
で
た
げ
れ
ぱ
な
ら
た
い
。
」
（
掌
ミ
一
暑
・
８
．
べ
◎
・
）

　
　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
異
巴
里
８
己
ｏ
ｏ
◎
．
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）

九
一
（
二
六
九
）



　
立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二
（
二
七
〇
）

（
３
７
）
　
以
上
委
員
会
お
よ
び
補
佐
制
度
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
ｏ
◎
邑
巨
９
き
§
、
§
き
§
さ
、
、
慧
吻
ぎ
§
Ｎ
き
§
篶
）
君
．
８
－
胃
一

　
〇
¢
目
¢
『
昌
向
庁
ｏ
↓
ユ
ｏ
０
９
一
、
慧
旨
ぎ
ミ
ミ
き
ミ
ｓ
恕
§
～
§
“
“
ミ
Ｑ
“
ミ
～
、
ミ
§
～
～
ふ
“
団
◎
◎
斤
弓
ミ
◎
一
〇
｝
～
Ｏ
．
ｏ
ｏ
…
Ｏ
・
『
¢
¢
■
考
◎
ｏ
♀
き
ミ
ｓ
柴
こ
ミ

　
ｂ
ミ
§
“
§
ミ
§
§
§
り
ｐ
ト
ｏ
Ｉ
ｇ
．

　
伺
　
一
九
五
〇
年
代
事
業
部
制
組
織
の
特
徴

　
以
上
本
節
で
は
、
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
を
形
づ
く
る
第
一
の
、
し
か
も
も
っ
と
も
基
礎
的
な
要
素
で
あ
る
事
業
部
制
組
織

が
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
た
構
造
を
も
っ
て
い
た
か
を
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
た
。
こ
れ

か
ら
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
事
業
部
制
組
織
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
、
先
に
三
で
あ
き
ら
か
に
し
た
よ
う
な
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織

構
造
を
移
づ
く
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
た
ど
っ
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
で
以
上
の
よ
う
な
一
九
五
〇
年
代
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業

部
制
組
織
の
特
徴
を
、
こ
れ
か
ら
の
事
態
の
展
開
と
の
関
連
で
み
て
み
る
と
、
そ
れ
は
っ
ぎ
の
二
っ
の
点
に
要
約
さ
れ
る
。
す
次
わ

ち
、　

ま
ず
第
一
は
、
そ
こ
で
は
事
業
部
門
の
分
割
が
製
品
ラ
ィ
ソ
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
お
し
進
め
ら
れ
、
こ
う
し
て
っ
く
ら
れ
た
製
品
部

（
Ｕ
、
雇
、
ぎ
¢
目
一
）
に
市
場
と
利
益
に
っ
い
て
の
責
任
と
権
隈
が
委
譲
さ
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
事
業

部
（
一
）
ま
。
。
一
旨
）
で
は
た
く
、
そ
れ
が
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
た
製
品
部
が
基
本
的
な
経
営
諸
機
能
を
そ
な
え
た
自
立
的
な
組
織
単
位
と

な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
利
益
責
任
単
位
１
ー
ブ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
セ
ソ
タ
ー
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、

精
級
な
部
門
分
割
構
造
を
も
っ
た
組
織
は
、
一
方
で
は
た
し
か
に
巨
大
企
業
が
き
め
細
か
で
、
柔
軟
な
市
場
へ
の
対
応
を
実
現
す
る

上
で
す
ぐ
れ
た
側
面
を
も
っ
て
い
た
が
、
他
方
で
は
製
品
開
発
、
製
造
、
販
売
た
ど
の
基
本
的
な
経
営
諸
機
能
に
お
げ
る
揚
模
の
経

済
性
の
発
揮
を
制
約
す
る
と
い
う
点
や
、
ま
た
製
品
グ
ル
ー
プ
間
の
不
用
な
競
争
・
摩
擦
を
引
き
お
こ
す
と
い
う
点
で
、
マ
ィ
ナ
ス



の
側
面
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
チ
ャ
ソ
ド
ラ
ー
の
、
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
に

つ
い
て
の
評
価
に
直
接
か
か
わ
る
点
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
こ
の
段
階
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
に
あ
っ
て
は
、
市
場
と
利
益
に
つ
い
て
の
責
任
と
権
限
を
個
別
事
業
単
位
、
具

体
的
に
は
製
品
部
に
委
譲
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
分
権
化
の
全
般
的
な
徹
底
と
い
う
点
に
ま
ず
重
点
が
お
か
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う

に
分
権
化
し
た
多
数
事
業
単
位
組
織
を
さ
ら
に
全
企
業
的
な
投
資
収
益
性
の
上
昇
と
い
う
視
点
か
ら
意
識
的
に
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
す
る

と
い
う
点
は
ま
だ
未
成
熟
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
多
数
事
業
単
位
組
織
に
体
現
さ
れ
る
全
企
業
的
な
経
営
資

源
を
企
業
の
環
境
条
件
に
対
応
さ
せ
て
選
択
的
・
重
点
的
に
運
用
し
、
積
極
的
・
意
識
的
に
全
企
業
的
な
投
資
収
益
性
の
上
昇
を
計

る
と
い
う
点
は
、
こ
の
段
階
の
事
業
部
制
組
織
で
は
、
ま
だ
体
制
化
し
て
い
た
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
の
重
要
性
は
、

企
業
を
め
ぐ
る
収
益
性
実
現
条
件
が
厳
し
く
な
る
と
と
も
に
、
顕
在
化
し
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
必
然
性
が
あ
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
点
の
特
徴
（
あ
る
い
は
未
成
熟
さ
）
を
も
つ
一
九
五
〇
年
代
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
事
業
部
制
組
織
が
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
三
で
あ
き
ら
か
に
し
て
お
い
た
よ
う
な
枠
組
み
を
も
っ
現
在
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
構
造
に
至
る
か
、
続
く
二
っ
の
節
で
、
さ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
８
）

に
こ
の
こ
と
を
具
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（
３
８
）
　
以
上
で
あ
ぎ
ら
が
に
し
て
き
た
よ
う
な
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
ょ
る
組
職
変
革
以
降
の
Ｇ
Ｅ
杜
の
組
織
発
展
に
っ

　
　
い
て
、
一
九
七
二
～
八
○
年
の
間
Ｇ
Ｅ
杜
の
取
締
役
会
会
長
兼
主
席
経
営
役
員
（
ｏ
巨
ｏ
｛
黒
９
峯
き
○
葭
ｏ
胃
）
を
つ
と
め
た
ジ
ヨ
ー
ソ

　
　
ズ
（
Ｈ
旨
昌
甲
声
）
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
例
の
（
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
に
よ
る
…
〔
引
用
者
〕
）
組
織
変
革
に
っ
い
て
は
、
多
く
の
こ
と
が
語
ら
れ
、
書
か
れ

　
　
て
き
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
他
の
多
く
の
事
業
の
多
様
化
し
た
企
業
に
組
織
の
手
本
を
提
供
し
て
き
た
。
し
か
し
、
あ
の
大
き
な
変
革
の

　
　
あ
と
の
四
分
の
一
世
紀
の
間
に
お
こ
っ
た
組
織
発
展
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
は
る
か
に
少
し
の
こ
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
一
九
七

　
ア
メ
リ
カ
巨
大
企
業
Ｇ
Ｅ
杜
（
○
彗
胃
当
里
８
巨
ｏ
ｏ
９
）
の
組
織
変
革
Ｈ
（
坂
本
）
　
　
　
　
九
三
（
二
七
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
三
十
巻
・
第
二
号
）

九
四
（
二
七
二
）

八
年
、
私
た
ち
は
創
立
一
〇
〇
周
年
を
祝
っ
た
が
、
こ
の
一
九
七
八
年
の
Ｇ
Ｅ
杜
は
、
一
九
五
五
年
の
あ
の
新
し
い
分
権
化
さ
れ
た
企
業

が
そ
れ
ま
で
の
高
度
に
中
央
集
権
化
さ
れ
た
企
業
と
異
な
っ
て
い
た
と
同
じ
位
に
、
一
九
五
五
年
の
Ｇ
Ｅ
杜
と
異
た
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
、
コ
ー
デ
ィ
ナ
ー
や
ス
ミ
デ
ィ
（
ｏ
ｏ
昌
崖
身
一
甲
）
、
そ
し
て
か
れ
ら
の
同
僚
た
ち
が
現
在
の
私
た
ち
Ｇ
Ｅ
杜
の

ピ
ジ
ネ
ス
マ
ソ
に
残
し
て
く
れ
た
遺
産
の
多
く
は
、
現
在
の
私
た
ち
の
組
織
の
中
に
切
り
離
し
難
く
織
り
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
二
五

年
前
に
役
立
っ
て
い
た
と
同
じ
よ
う
に
役
立
っ
て
い
る
。
」
（
－
８
撃
甲
声
一
弓
訂
卑
◎
－
ま
｛
ｇ
◎
｛
く
彗
嵩
¢
昌
ｏ
昌
ｏ
ｏ
↓
昌
討
ｏ
ｑ
＜
ｇ

○
彗
ｏ
ｓ
－
里
ｇ
ま
ｐ
蔓
～
向
ミ
◎
ミ
秀
？
“
§
§
県
き
§
恕
§
§
“
畠
轟
一
＆
．
げ
＜
§
目
ｇ
冒
．
§
｛
０
５
彗
奉
８
ｑ
一
甲
○
二
や

ｏ
。
鼻
）

　
引
き
続
く
作
業
で
の
私
の
課
題
は
、
ま
さ
に
こ
こ
で
前
会
長
ジ
ョ
ー
ソ
ズ
が
の
べ
て
い
る
こ
と
を
臭
体
的
に
あ
き
ら
か
に
し
て
み
る
こ

と
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
一
年
六
月
二
二
目
）




